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第１章 調査の概要 

 

１．調査の目的 

この調査は、子ども・子育て支援法に基づく「中野区子ども・子育て支援事業計画」の改

定に当たり基礎資料を得ることを目的に実施した。 

 

２．調査の設計 

調査名 乳幼児調査 
就学児童調査 

（小学校１～６年生） 

調査対象者と 

抽出方法 

就学前児童のいる世帯から

無作為抽出 

小学生（１～６年生）のいる

世帯から無作為抽出 

調査方法 
・郵送配布・郵送回収 

・ハガキによる督促１回 

調査期間 ・平成 30年９月 14日～10月 22日 

 

３．回収結果 

調査名 乳幼児調査 
就学児童調査 

（小学校１～６年生） 

調査対象者数 4,582票 4,573票 

有効回収数 2,639票 2,473票 

有効回収率 57.6% 54.1% 
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４．報告書を読むにあたって 

①「回答者数」について 

・図表中の「回答者数」は、各設問に該当する回答者の総数であり、回答比率（％）の母

数をあらわしている。 

 

②図表の「％」（回答比率）について 

・図表の「％」（回答比率）表記は、小数点第２位を四捨五入した値であるため、単数回

答の質問項目でも合計が 100％にならないことがある。複数回答の質問項目は、回答者

数を 100％として各選択肢の回答比率を算出しているため、合計は 100％を超える。 

 

③単純集計について 

・回答結果の全体の傾向を捉えるため、単純集計を行い、その特徴を記述している。 

 

④クロス集計について 

・特徴的な質問項目については、子どもの年齢・学年などを分析の柱とするクロス集計表

を掲載し、分析を行っている。 

・クロス集計表の記載にあたり、分析の柱となる項目の「無回答」は掲載を省略している。

したがって、分析の柱となる項目の回答者数の合計は、全体と一致しない場合がある。 

 

⑤その他 

・乳幼児調査の対象となっているご家庭は、就学児調査の対象からは外れている。 
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第２章 調査結果の要旨 

１．共通項目 

１）調査回答者（乳幼児調査：問１、就学児童調査：問１） 

「母親」が乳幼児調査では 89.8％、就学児童調査では 88.9％となっている。 

 

２）子どもの人数と年齢（乳幼児調査：問４、就学児童調査：問４） 

子どもの人数は、乳幼児調査、就学児童調査ともに「２人」が最も多く、４割半ばであ

り、平均は乳幼児調査が 1.7 人、就学児童調査が 1.8 人となっている。末子の年齢は、乳

幼児調査では「２歳」が 15.6％、就学児童調査では「７歳」「８歳」が 16.7％で最も多く

なっている。乳幼児調査が平均 2.6歳、就学児童調査が 8.6歳となっている。 

 

３）子どもの主たる養育者（乳幼児調査：問５、就学児童調査：問５） 

乳幼児調査、就学児童調査ともに「父母ともに」が最も多く６割台、次いで「主に母親」

が３割台となっている。 

 

４）保護者の年齢（乳幼児調査：問６、就学児童調査：問６） 

最も多いのは、乳幼児調査では、父親で「40-44 歳」が 36.3％、母親で「35-39 歳」が

38.9％となっている。就学児童調査では、父親、母親ともに「45 歳以上」が最も多く、そ

れぞれ 53.6％、45.0％となっている。 

 

５）父親の就労状況（乳幼児調査：問７、就学児童調査：問７） 

①就労形態 

「フルタイムで就労しており、育休・介護休業中ではない」は、乳幼児調査で 95.5％、

就学児童調査で 89.9％となっている。 

 

②就労状況 

フルタイムまたはパート・アルバイト等で就労している人の１週あたりの就労日数は、

乳幼児調査では平均 5.3 日、就労時間が平均 9.4 時間となっている。就学児童調査では平

均 5.3 日、就労時間が 9.2 時間となっている。また、乳幼児調査、就学児童調査ともに始

業時間は「９時台」が４割半ばで最も多く、終業時間も「12～18 時台」が６割半ばで最も

多くなっている。休日の形態をみると、乳幼児調査、就学児童調査ともに６割以上が「固

定」であり、そのうち９割以上が「日曜日」が休日となっている。また、勤務地をみると

「都内（中野区を除く）」が乳幼児調査、就学児童調査ともに７割以上となっている。前

年度の年収をみると乳幼児調査、就学児童調査ともに「600万円以上」が４割台から５割台

で最も多くなっている。 
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③パートタイム就労者のフルタイムへの転換希望 

乳幼児調査では「パート・アルバイト等で働き続けたい」が 37.5％、就学児童調査では

「転換希望はあるが、実現できる見込みはない」が 40.0％とそれぞれ最も多くなっている。 

 

④未就労者の就労意向 

乳幼児調査、就学児童調査ともに「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」が最

も多く、それぞれ 70.0％、37.5％となっている。そのうち「フルタイム」を希望する人は、

乳幼児調査で 85.7％、就学児童調査で 57.1％となっている。 

 

６）母親の就労状況（乳幼児調査：問８、就学児童調査：問８） 

①就労形態 

乳幼児調査では、「フルタイムで就労しており、育休・介護休業中ではない」が 41.8％、

就学児童調査では、「パート・アルバイ等で就労しており、育休介護業中ではない」が 37.7％

とそれぞれ最も多くなっている。 

 

②就労状況 

フルタイムまたはパート・アルバイト等で就労している人の１週あたりの就労日数は、乳

幼児調査では平均 4.7日、就労時間が平均 7.0時間となっている。就学児童調査では平均 4.4

日、就労時間が平均 6.5時間となっている。また、乳幼児調査、就学児童調査とも始業時間

は「９時台」が４割台から５割台で最も多くなっている。終業時間は、乳幼児調査では「17

時台」が 44.1％、就学児童調査では「12～16 時台」が 38.5％でそれぞれ最も多くなってい

る。休日の形態をみると、乳幼児調査、就学児童調査ともに半数以上が「固定」であり、そ

のうち休日の曜日は「土曜日」が８割台、「日曜日」が９割半ばとなっている。また、勤務

地をみると、乳幼児調査、就学児童調査ともに「都内（中野区を除く）」が最も多く、乳幼

児調査では 71.1％、就学児童調査では 59.0％となっている。前年度の年収をみると、乳幼児

調査、就学児童調査ともに「200万円未満」が最も多く、乳幼児調査では 30.8％、就学児童

調査では 49.5％となっている。 

③パートタイム就労者のフルタイムへの転換希望 

乳幼児調査、就学児童調査ともに「パート・アルバイト等で働き続けたい」が最も多く、

乳幼児調査では 46.7％、就学児童調査では 57.4％となっている。  

 

④未就労者の就労意向 

乳幼児調査では「１年より先に就労したい」が 49.9％、就学児童調査では「子育てや家事など

に専念したい（就労希望はない）」が 45.0％とそれぞれ最も多くなっている。「１年より先に就

労したい」と回答した人のうち、就労を希望する時の末子の年齢をみると、乳幼児調査では「６

～11歳」が 50.5％、就学児童調査では「12歳以上」が 53.2％とそれぞれ最も多くなっている。 
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７）両親の就労形態からみた家庭類型 

乳幼児調査では、「フルタイム共働き」が 46.9％と最も多く、次いで「専業主婦（夫）」

が 29.9％、「フルタイム・パート共働き」が 17.7％となっている。就学児童調査では、「フ

ルタイム共働き」が 29.4％と最も多く、次いで「フルタイム・パート共働き」が 29.0％、

「専業主婦（夫）」が 22.3％となっている。 

 

８）子育てや教育に関して気軽に相談できる人や場所（乳幼児調査：問36、就学児童調査：問19） 

乳幼児調査、就学児童調査ともに「あなたの配偶者、パートナー」が最も多く８割台、

「友人・知人」「その他の親族」が６割台となっている。 

 

９）情報の入手方法（乳幼児調査：問 37、就学児童調査：問 20） 

乳幼児調査では、「中野区ホームページ」が 54.1％と最も多く、次いで「中野区報」が

50.1％、「通っている幼稚園・保育施設等」が 36.1％となっている。就学児童調査では、

「中野区報」が 53.2％と最も多く、次いで「中野区ホームページ」が 48.5％、「通ってい

る小学校等」が 33.7％となっている。 

 

10）地域活動への参加状況と参加意向（乳幼児調査：問 38、就学児童調査：問 21） 

参加している人をみると、乳幼児調査、就学児童調査ともに「その他の町内会・自治会

活動」に「親子で参加している」が最も多くなっており、乳幼児調査で 22.0％、就学児童

調査で 27.2％となっている。今後の参加意向をみると、乳幼児調査では、全ての活動で「機

会があれば、参加したい」が、３割から４割をやや上回る程度となっている。就学児童調

査では、全ての活動で３割台となっている。 

 

11）進めてほしい子育て支援策（乳幼児調査：問 39、就学児童調査：問 22） 

乳幼児調査では「子どもが安心して放課後を過ごせる居場所づくり」が 67.9％、「児童手

当・子どもの医療費・保育料・教育費など子育て費用の助成」が 65.1％、「犯罪から子ども

を守る体制の整備」が 62.3％となっている。就学児童調査では「犯罪から子どもを守る体制

の整備」が 66.6％、「子どもが安心して放課後を過ごせる居場所づくり」が 59.7％、「児童

手当・子どもの医療費・保育料・教育費など子育て費用の助成」が 54.4％となっている。 
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２．乳幼児調査のみの項目 

１）平日の定期的な教育・保育事業の利用状況（乳幼児調査：問９） 

「利用している」が 84.2％、「利用していない」が 14.8％となっている。 

 

２）利用している教育・保育事業（乳幼児調査：問 10） 

「認可保育所（区立・私立保育園）」が 52.9％、「幼稚園（通常の時間のみ）」が 24.2％、

「幼稚園（幼稚園の預かり保育も利用）」が 15.0％となっている。 

 

３）教育・保育事業の利用頻度と利用希望頻度（乳幼児調査：問 11） 

現在の１週あたりの利用日数は、「５日」が 92.6％であり、利用開始時間は「９時台か

ら」が 50.0％、利用終了時間は「18時まで」が 33.3％とそれぞれ最も多くなっている。１

週あたりの利用希望日数は、「５日」が 64.1％であり、希望開始時間は「９時台から」が

33.7％、希望終了時間は「18時まで」が 23.0％とそれぞれ最も多くなっている。 

 

４）利用している教育・保育事業の実施場所（乳幼児調査：問 12） 

「中野区内」が 91.2％、「他の区市町村」が 8.0％となっている。 

 

５）病児・病後児保育について（乳幼児調査：問 13） 

病気等で教育・保育事業を利用できなかった経験は、「あった」が 58.0％であり、その

際の対処方法は「母親が仕事を休んだ」が 70.1％と最も多い。利用日数（年間）の平均は、

「母親が仕事を休んだ」が 8.6 日となっている。利用意向をみると、「できれば病児・病

後児保育施設等を利用したい」が 36.8％であり、利用希望日数（年間）は平均 9.8日とな

っている。一方で「利用したいと思わない」が 61.1％であり、理由をみると「親が仕事を

休んで対応したい」が 48.7％と最も多く、次いで「病児・病後児を他人にみてもらうのは

不安」が 46.3％、「利用手続きが煩雑である」が 40.7％となっている。 

 

６）平日の定期的な教育・保育事業の利用意向（乳幼児調査：問 14） 

「認可保育所（区立・私立保育園）」が 57.8％、「幼稚園（幼稚園の預かり保育も利用）」

が 36.8％、「幼稚園（通常の時間のみ）」が 23.6％、「認定こども園（保育園枠・長時間利

用）」が 20.0％、「認証保育所」が 9.1％、「認定こども園（幼稚園枠・短時間利用）」が 7.2％

となっている。 

 

７）日曜日・祝日の定期的な教育・保育事業の利用意向（乳幼児調査：問 15） 

『利用したい』は 23.9％となっている。『利用したい』と回答した人の希望開始時間は

「９時台から」が 51.0％、希望終了時間は「18時まで」が 36.6％とそれぞれ最も多くなっ

ている。 
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８）幼稚園利用者の長期休暇中の教育・保育事業の利用意向（乳幼児調査：問 16） 

『利用したい』は 62.9％となっている。『利用したい』と回答した人の希望開始時間は

「９時台から」が 82.0％、希望終了時間は「14 時まで」および「15 時まで」が 27.8％と

それぞれ最も多くなっている。 

 

９）教育・保育事業を利用していない方の幼児教育・保育の無償化後の利用意向（乳幼児調査：問17） 

「預けたい」が 81.1％となっており、希望する預け先は「幼稚園等（認定こども園の幼稚園

枠含む）」が 60.9％、「保育施設等（認定こども園保育園枠含む）」が 36.3％となっている。 

 

10）一時預かり事業について（乳幼児調査：問 18～問 20） 

『利用している』が25.0％であり、具体的な事業をみると「幼稚園の預かり保育」が12.5％、

「保育園の一時保育（月曜日から土曜日の利用）」が 5.8％、「ファミリー・サポート事業」

が 4.7％となっている。利用日数（年間）の平均は、「幼稚園の預かり保育」が 38.1日、

「保育園の短期特例保育」が 30.3日、「保育園の一時保育（月曜日から土曜日の利用）」

が 20.9日となっている。一方で「利用していない」が 72.5％であり、理由をみると「特に

利用する必要がない」が 68.1％と最も多くなっている。また、利用目的別の利用意向をみ

ると、「私用（買物、習い事等）、リフレッシュ目的」が 46.0％、「保護者の入院や病気」

が 45.2％、「冠婚葬祭、学校行事、家族の通院等」が 43.3％となっている。 

 

11）ショートステイについて（乳幼児調査：問 21） 

泊りがけで子どもを家族以外に預けた経験は、「あった（預け先がみつからなかった場

合も含む）」が 13.6％となっており、その際の対処方法は「親族・知人にみてもらった」

が 85.8％と最も多くなっている。また、対処方法別の日数（年間）の平均は、「その他の

保育事業を利用した」が 15.3 日、「親族・知人にみてもらった」が 10.5 日、「子どもを

同行させた」が 7.3日となっている。 

 

12）子育てひろばについて（乳幼児調査：問 22～問 25） 

『利用している』は 27.1％であり、具体的には「児童館、ふれあいの家の子育てひろば」

が 22.1％、「すこやか福祉センターの子育てひろば」が 8.7％、「地域の団体が実施する子

育てひろば、乳幼児親子の居場所」が 4.1％となっている。『利用している』と回答した人

の月あたりの利用回数は、平均 4.3日となっている。子育てひろばを利用して良かったこと

は、保護者にとっては「知り合いや友人ができた」が 51.5％、子どもにとっては「遊びの幅

が広がった・興味が広がった」が 62.9％とそれぞれ最も多くなっている。一方で「利用して

いない」が 72.1％となっているが、理由をみると「幼稚園や保育施設等に通っており、時間

がない」が 80.2％と最も多くなっている。利用意向をみると、「現在は利用していないが、

今後利用したい」が 20.6％で月あたりの利用希望回数は平均 3.7回、「すでに利用している

が、今後利用日数を増やしたい」が 6.3％で月あたりの利用希望回数は平均 7.0 回となって

いる。子育てひろばに期待していることは、「子どもが（または親子で）遊ぶ場所を提供し
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てくれる」が 48.3％、「いつでも気軽に立ち寄れる」が 45.4％、「家ではできない遊びや新

しい遊びを体験できる」が 44.6％となっている。そのうち、最も期待していることは、「子

どもが（または親子で）遊ぶ場所を提供してくれる」が 10.3％となっている。 

 

13）学童クラブについて（乳幼児調査：問 26～問 28） 

①放課後の過ごし方の希望（問26） 

低学年は「学童クラブ」が 48.5％と最も多くなっている。学童クラブを希望した人の 1

週あたりの利用希望日数は、平均 4.5日となっており、利用希望時間は「18時まで」が 52.4％

で最も多くなっている。高学年は「学童クラブ」が 14.4％となっており、学童クラブを希

望した人の 1週あたりの利用希望日数は、平均 4.1日であり、利用希望時間は「18時まで」

が 50.0％と最も多い。 

 

②土曜日、日曜日・祝日の利用意向（問27） 

土曜日は、「低学年（１～３年生）の間は利用したい」が 21.4％、「高学年（４～６年

生）になっても利用したい」が13.1％となっている。希望開始時間は「９時台から」が44.5％、

希望終了時間は「18 時まで」が 49.0％とそれぞれ最も多くなっている。日曜日・祝日は、

「低学年（１～３年生）の間は利用したい」が 8.3％、「高学年（４～６年生）になっても

利用したい」が 6.9％となっている。希望開始時間は「９時台から」が 62.5％、希望終了

時間は「18時まで」が 56.8％とそれぞれ最も多くなっている。 

 

③夏休み・冬休み等の利用意向（問28） 

「低学年（１～３年生）の間は利用したい」が 34.9％、「高学年（４～６年生）になっ

ても利用したい」が 24.8％となっている。希望開始時間は「９時台から」が 45.3％、希望

終了時間は「18時まで」が 45.3％とそれぞれ最も多くなっている。 

 

14）育児休業、短時間勤務制度について（乳幼児調査：問 29～問 33） 

①育児休業の取得状況（問29） 

育児休業を取得した割合は、父親が 4.1％、母親が 48.9％となっている。取得しなかっ

た理由をみると、父親は「配偶者が育児休業制度を利用した」が 33.9％、「仕事が忙しか

った」が 26.6％となっている。母親は、「職場に育児休業制度がなかった（就業規則に定

めがなかった）」が 23.8％、「子育てや家事に専念するため退職した」が 21.6％、「仕事

が忙しかった」「収入が減り、経済的に苦しくなる」が 12.9％となっている。 

 

②育児休業取得後の職場復帰状況（問30） 

「育児休業取得後、職場に復帰した」は、父親が 89.9％、母親が 85.9％となっている。

職場復帰のタイミングをみると、父親は「育児休業終了時」が 62.2％、母親は「年度初め

（保育園入園にあわせて）」が 71.6％とそれぞれ最も多くなっている。職場復帰時の子ど

もの年齢をみると、父親は「１か月以上３か月未満」が 36.7％、母親は「６か月以上１歳

未満」が 38.8％とそれぞれ最も多くなっている。 
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③希望の職場復帰時期（問31） 

父親、母親ともに「子どもが１歳になるまで取得したい」が３割半ばから４割半ばで最

も多くなっている。 

 

④希望の時期に復帰できなかった理由（問32） 

父親の希望より早く復帰した理由は「人事異動や業務の節目など仕事の都合」が 29.6％、

「経済的な理由」が 24.5％、「希望する保育園等に入るため」が 14.3％となっている。母親

の希望より早く復帰した理由は「希望する保育園等に入るため」が 66.5％となっている。ま

た、母親の希望より遅く復帰した理由は「希望する保育園等に入れなかったため」が 32.1％

となっている。 

 

⑤短時間勤務制度の利用状況（問33） 

短時間勤務制度を「利用した」人の割合は、父親が 6.1％、母親が 64.5％となっている。

短時間勤務制度を利用しなかった理由は、父親が「仕事が忙しかった」が 40.5％、「職場

に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった」が 29.7％、「短時間勤務にすると給与が

減額される」が 27.0％となっている。母親が「短時間勤務にすると給与が減額される」が

47.2％、「職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった」が 33.6％、「仕事が忙し

かった」が 31.3％となっている。 

 

15）出産直後に子育てや家事を手伝ってくれた人等の有無（乳幼児調査：問 34） 

「あなたの配偶者・パートナー」が 80.1％と最も多く、次いで「里帰り出産先の子ども

の祖父母」が 45.3％、「その他の子どもの祖父母」が 44.2％となっている。 

 

16）子どもと接する時間（乳幼児調査：問 35） 

子どもと接する時間の父親の現状は、「１時間くらい」が 18.7％、「ほとんどない」が

16.8％、「２時間くらい」が 15.6％となっている。母親の現状は、「４時間以上」が 48.8％、

「３時間くらい」が 29.1％、「２時間くらい」が 10.6％となっている。一方で子どもと接

する時間の理想は、父親は「４時間以上」が 26.4％、「２時間くらい」が 20.8％、「３時

間くらい」が 20.1％となっている。母親は、「４時間以上」が 74.8％、「３時間くらい」

が 13.1％、「２時間くらい」が 4.7％となっている。 
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３．就学児童調査（小学校１～６年生）のみの項目 

１）放課後の過ごし方（就学児童調査：問９） 

放課後の過ごし方は、「自宅」が 70.0％、「習い事（ピアノ教室、スポーツクラブ、学

習塾など）」が 67.4％となっている。 

また、学童クラブを利用している人の平均は 4.3日となっている。 

 

２）学童クラブの利用状況（就学児童調査：問９－１） 

①放課後 

放課後の利用終了時間は、「18時まで」が 47.6％、「17時まで」が 33.4％、「19時ま

で」が 15.7％となっている。 

 

②土曜日 

「利用している」が 18.1％、「利用していない」が 80.1％となっている。利用している

人の利用開始時間は「９時台から」が 48.3％、「８時台から」が 40.0％となっている。利

用終了時間は、「18時まで」が 46.7％、「17時まで」が 45.0％となっている。 

 

③夏休み等 

「利用している」が 94.6％、「利用していない」が 3.6％となっている。利用している

人の利用開始時間は「８時台から」が 61.8％、「９時台から」が 31.8％となっている。利

用終了時間は、「18時まで」が 45.5％、「17時まで」が 35.4％となっている。 

 

３）学童クラブの利用希望（就学児童調査：問 10） 

①平日 

「利用したい」と回答した人の割合は、低学年（１～３年生）が 42.9％、高学年（４～

６年生）が 14.8％となっている。利用を希望する人の希望終了時間は、低学年（１～３年

生）、高学年（４～６年生）ともに「18時まで」が最も多く、それぞれ 44.6％、45.2％と

なっている。利用希望日数は、低学年（１～３年生）が平均 4.3日、高学年（４～６年生）

が平均 3.8日となっている。 

 

②土曜日 

「利用したい」と回答した人の割合は、低学年（１～３年生）が 10.1％、高学年（４～

６年生）が 4.4％となっている。利用を希望する人の希望開始時間は、低学年（１～３年生）

では「８時台から」および「９時台から」が 44.4％、高学年（４～６年生）では「９時台

から」が 50.5％と最も多くなっている。希望終了時間は、低学年（１～３年生）では「18

時まで」が 46.9％、高学年（４～６年生）では「17時まで」が 43.1％と最も多くなってい

る。 
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③日曜日・祝日 

「利用したい」と回答した人の割合は、低学年（１～３年生）が 3.9％、高学年（４～

６年生）が 2.7％となっている。利用を希望する人の希望開始時間は、低学年（１～３年

生）、高学年（４～６年生）ともに「９時台から」が最も多く、それぞれ 45.2％、45.6％

となっている。希望終了時間は、低学年（１～３年生）では「18 時まで」が 48.4％、高

学年（４～６年生）では「17時まで」および「18 時まで」が 35.3％と最も多くなってい

る。 

 

④夏休み等 

「利用したい」と回答した人の割合は、低学年（１～３年生）が 47.9％、高学年（４～

６年生）が 24.4％となっている。利用を希望する人の希望開始時間は、低学年（１～３年

生）、高学年（４～６年生）ともに「８時台から」が最も多く、それぞれ 51.4％、44.9％

となっている。希望終了時間は、低学年（１～３年生）、高学年（４～６年生）ともに「17

時まで」が最も多く、それぞれ 41.8％、53.1％となっている。 

 

４）キッズ・プラザについて（就学児童調査：問 11・問 12） 

「利用している」が 16.7％であり、月あたりの利用日数は平均 7.2 回となっている。ま

た、キッズ・プラザを利用して良かったことは、「遊びの幅が広がった・興味が広がった」

が 54.1％と最も多くなっている。一方で「利用していない」は 78.2％となっており、理由

をみると、「通っている学校にない」が 44.5％と最も多くなっている。利用意向をみると、

「自校であれば利用したい」が 33.0％、「利用したい」が 22.8％となっており、「自校で

あれば利用したい」では月あたりの利用希望日数が平均 9.9 回、「利用したい」では平均

9.1回となっている。 

 

５）児童館について（就学児童調査：問 13・問 14） 

「利用している」が 28.7％であり、月あたりの利用日数は平均 6.7 回となっている。ま

た、児童館を利用して良かったことは、「遊びの幅が広がった・興味が広がった」が 55.9％

と最も多くなっている。一方で「利用していない」は 68.5％となっており、理由をみると

「利用する時間がない」が 41.4％と最も多くなっている。利用意向をみると、「利用した

い」が 46.0％となっており、月あたりの利用希望日数は 7.4回となっている。 

 

６）病児・病後児保育について（就学児童調査：問 15） 

「利用したい」が 50.7％、「利用したいと思わない」が 47.1％となっている。 

 

７）一時預かり事業について（就学児童調査：問 16・問 17） 

『利用している』が 4.9％であり、具体的な事業をみると「ファミリー・サポート事業」

が 2.8％と最も多く、次いで「民間学童クラブの一時保育」が 0.8％、「トワイライトステ

イ」が 0.2％となっている。利用日数（年間）の平均をみると、「民間学童クラブの一時保

育」が 59.0日、「ファミリー・サポート事業」が 13.4日、「トワイライトステイ」が 16.6
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日となっている。一方で「利用していない」は 94.2％であり、理由をみると「特に利用す

る必要がない」が 67.6％と最も多くなっている。利用意向を利用目的別にみると、「保護

者の入院や病気」が 47.6％と最も多い。具体的な事業の利用希望日数（年間）の平均をみ

ると、「民間学童クラブの一時保育」では 21.5日、「ファミリー・サポート事業」では 12.1

日、「トワイライトステイ」では 7.5日となっている。 

 

８）ショートステイについて（就学児童調査：問 18） 

泊まりがけで子どもを家族以外に預けた経験は、「あった（預け先がみつからなかった

場合も含む）」が 13.7％となっており、その際の対処方法は「親族・知人にみてもらった」

が 80.5％と最も多くなっている。また、対処方法別の日数（年間）の平均は、「ショート

ステイを利用した」が 10.7日、「親族・知人にみてもらった」が 7.6日、「子どもを同行

させた」が 5.3日となっている。 
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第３章 乳幼児調査の結果 

１．子どもと家族の状況について 

（１）調査回答者 

問 1 この調査にご回答いただく方は、あて名のお子さんからみた続柄でどなたですか。 

（○は１つ） 

調査回答者は、「母親」が 89.8％、「父親」が 9.3％となっている。 

 

図表３－１－１ 調査回答者（単数回答） 

父親

9.3%

母親

89.8%

その他

0.2%

無回答

0.6%

回答者数

=2,639人
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（２）居住地域 

問 2 お住まいの地域をお答えください。（○は１つ、（  ）内は数字を記入） 

居住地域は、「本町」が 8.9％と最も多く、次いで「中央」、「中野」が 8.6％となってい

る。 

すこやか福祉センター管轄地域で見ると、『中部すこやか福祉センター』が 29.9％と最も

多く、『鷺宮すこやか福祉センター』が 21.0％で最も少なくなっている。また、各すこやか

福祉センターとも２割台となっている。 

 

図表３－１－２ 居住地域（単数回答） 

5.9 

6.9 

8.9 

8.6 

7.0 

8.6 

5.7 

6.1 

3.8 

2.0 

2.8 

3.9 

1.6 

6.4 

4.1 

3.2 

4.2 

5.3 

4.2 

0.7 

0% 2% 4% 6% 8% 10%

南台

弥生町

本町

中央

東中野

中野

上高田

新井

沼袋

松が丘

江原町

江古田

丸山

野方

大和町

若宮

白鷺

鷺宮

上鷺宮

無回答

『南部すこやか福祉

センタ―』=21.7%

『中部すこやか福祉

センタ―』=29.9%

『北部すこやか福祉

センタ―』=26.6%

『鷺宮すこやか福祉

センタ―』=21.0%

回答者数

=2,639人
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（３）子どもの年齢 

問 3 あて名のお子さんの生まれた年と月を記入してください。（数字を記入） 

子どもの年齢は、「５歳」が 24.1％と最も多く、次いで「４歳」が 20.9％、「３歳」が

17.4％、「２歳」が 13.5％、「１歳」が 10.6％、「０歳」が 10.2％となっている。 
 

図表３－１－３ 子どもの年齢（単数回答） 

０歳

10.2% １歳

10.6%

２歳

13.5%

３歳

17.4%

４歳

20.9%

５歳

24.1%

無回答

3.2%

回答者数

=2,639人

 

（４）子どもの人数と年齢 

問 4 あて名のお子さんを含め、お子さんは全部で何人いらっしゃいますか。また、それぞ

れのお子さんの年齢をお答えください（数字を記入） 

子どもの人数は、「２人」が 46.2％と最も多く、次いで「１人」が 40.1％、「３人」が

11.7％となっており、平均は 1.7人となっている。 

兄弟が２人以上の場合の末子の年齢は、「２歳」が 15.6％と最も多く、次いで「１歳」が

14.3％、「４歳」が 14.2％となっており、平均は 2.6歳となっている。 
 

図表３－１－４ 子どもの人数（単数回答） 

１人

40.1%

２人

46.2%

３人

11.7%

４人以上

1.6%
無回答

0.3%

回答者数=2,639人

平均=1.7人
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（５）子どもの主たる養育者 

問 5 あて名のお子さんの子育てや教育を主に行っているのは、あて名のお子さんからみた

続柄でどなたですか。（○は１つ） 

子どもの主たる養育者は、「父母ともに」が 67.2％と最も多く、次いで「主に母親」が 31.4％、

「主に父親」が 0.7％となっている。 

 

図表３－１－５ 子どもの主たる養育者（単数回答） 

67.2 

0.7 

31.4 

0.2 

0.2 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80%

父母ともに

主に父親

主に母親

主に祖父母

その他

無回答

回答者数

=2,639人
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（６）保護者の年齢 

問 6 あて名のお子さんの父親、母親の年齢をお答えください。（○はそれぞれ１つ） 

父親の年齢は、「40-44歳」が 36.3％と最も多く、次いで「35-39歳」が 29.8％、「45歳

以上」が 22.2％となっている。 

母親の年齢は、「35-39歳」が 38.9％と最も多く、次いで「40-44歳」が 34.4％、「30-34

歳」が 15.2％となっている。 

 

図表３－１－６ 父親の年齢（単数回答） 

20歳未満

0.0%

20-24歳

0.0%
25-29歳

0.8%

30-34歳

9.6%

35-39歳

29.8%

40-44歳

36.3%

45歳以上

22.2%

無回答

1.3%

回答者数

=2,639人

 

 

図表３－１－７ 母親の年齢（単数回答） 

20歳未満

0.0% 20-24歳

0.2%

25-29歳

1.7%
30-34歳

15.2%

35-39歳

38.9%

40-44歳

34.4%

45歳以上

8.6%

無回答

1.0%

回答者数

=2,639人

 



18 

２．保護者の就労状況について 

（１）父親の就労状況 

①就労形態 

問 7 あて名のお子さんの父親について、現在の就労状況をお答えください。      

（○は１つ） 

父親の就労形態は、「フルタイムで就労しており、育休・介護休業中ではない」が 95.5％

と最も多く、次いで「パート・アルバイト等で就労しており、育休・介護休業中ではない」

が 1.5％、「父親はいない」が 1.3％となっている。また、『フルタイムで就労している』が

95.9％となっている。 

 

図表３－２－１ 父親の就労形態（単数回答） 

95.5 

0.4 

1.5 

0.0 

0.7 

0.0 

1.3 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイムで就労しており、

育休・介護休業中ではない

フルタイムで就労しており、

育休・介護休業中

パート・アルバイト等で就労しており、

育休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等で就労しており、

育休・介護休業中

以前は就労していたが、

現在は就労していない

これまで就労したことがない

父親はいない

無回答

※『フルタイムで就労

している』=95.9%

※『パート・アルバイト等

で就労している』=1.5%

回答者数=2,639人

 

※『フルタイムで就労している』＝「フルタイムで就労しており、育休・介護休業中ではない」

＋「フルタイムで就労しており、育休・介護休業中」 

※『パート・アルバイト等で就労している』＝「パート・アルバイト等で就労しており、育休・

介護休業中ではない」＋「パート・アルバイト等で就労しており、育休・介護休業中」 
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②就労状況 

問 7-1 「1」～「4」（就労している）に○をした方に伺います。下記についてお答えくだ

さい。（○は１つ、ただし④（休日の曜日）のみあてはまる番号すべてに○、（   ）

内は数字を記入） 

フルタイムまたはパート・アルバイト等で就労している人の１週あたりの就労日数は、「５日」

が 73.4％と最も多く、次いで「６日以上」が 23.4％、「３～４日」が 0.7％となっている。１

日あたりの就労時間は、「８時間以上 10時間未満」が 49.3％と最も多く、次いで「10時間以上」

が 35.6％、「６時間以上８時間未満」が 7.9％となっている。平均は 9.4時間となっている。 

始業時間は、「９時台」が 45.3％と最も多く、次いで「８時台」が 26.4％、「10時以降」

が 17.5％となっている。終業時間は、「12～18時台」が 64.2％と最も多く、次いで「19時

台」が 9.8％、「０～11時台」が 6.4％となっている。 
 

図表３－２－２ １週あたりの就労日数             図表３－２－３ １週あたりの就労時間 

（単数回答）                              （単数回答） 

１～２日

0.2%
３～４日

0.7%

５日

73.4%

６日以上

23.4%

無回答

2.3%

回答者数=2,571人

平均=5.3日

  

0.0 

0.5 

7.9 

49.3 

35.6 

6.6 

0% 20% 40% 60% 80%

４時間未満

４時間以上６時間未満

６時間以上８時間未満

８時間以上10時間未満

10時間以上

無回答

回答者数=2,571人

平均＝9.4時間

 

 

図表３－２－４ 始業時間（単数回答）       図表３－２－５ 終業時間（単数回答） 

0.7 

1.1 

2.3 

26.4 

45.3 

17.5 

6.7 

0% 20% 40% 60% 80%

６時前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時以降

無回答

回答者数

=2,571人

   

6.4 

64.2 

9.8 

5.5 

3.0 

3.6 

7.5 

0% 20% 40% 60% 80%

０～11時台

12～18時台

19時台

20時台

21時台

22時以降

無回答

回答者数

=2,571人
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休日の形態は、「固定」が 63.7％、「変動有り」が 27.9％となっている。休日の曜日は、

固定勤務制の場合、「日曜日」が 92.9％と最も多く、次いで「土曜日」が 79.4％となってい

る。 

勤務地は、「都内（中野区を除く）」が 77.2％と最も多く、次いで「中野区」が 12.0％、

「都外」が 7.7％となっている。 

前年度の年収は、「600万円以上」が 49.7％と最も多く、次いで「400万円以上 600万円

未満」が 28.0％、「200万円以上 400万円未満」が 15.8％となっている。 

 

図表３－２－６ 休日の形態               図表３－２－７ 休日の曜日 

   （単数回答）                        （複数回答） 

 

固定

63.7%

変動有り

27.9%

無回答

8.4%

回答者数

=2,571人

  

2.3 

2.1 

3.2 

1.9 

0.9 

79.4 

92.9 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

月曜日

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日

土曜日

日曜日

無回答

回答者数

=1,639人

 

 

図表３－２－８ 勤務地（単数回答）     図表３－２－９ 前年度の年収（単数回答） 

中野区

12.0%

都内（中野区を除く）

77.2%

都外

7.7%

在宅

1.2%
無回答

1.9%

回答者数

=2,571人

 

200万円未満

3.4%

200万円以上

400万円未満

15.8%

400万円以上

600万円未満

28.0%

600万円

以上

49.7%

無回答

3.1%

回答者数

=2,571人
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③パートタイム就労者のフルタイムへの転換希望 

問 7-2 「3」または「4」（パート・アルバイト等で就労している）に○をした方に伺いま

す。フルタイム（1週 5日以上・1日 8時間程度の就労）への転換希望はありま

すか。（○は１つ） 

パートタイム就労者のフルタイムへの転換希望は、「パート・アルバイト等で働き続けた

い」が 37.5％と最も多く、次いで「転換希望はあるが、実現できる見込みはない」が 25.0％、

「転換希望があり、実現できる見込みがある」が 20.0％となっている。 

 

図表３－２－１０ パートタイム就労者のフルタイムへの転換希望（単数回答） 

転換希望があ

り、実現できる

見込みがある

20.0%

転換希望はある

が、実現できる

見込みはない

25.0%

パート・アルバ

イト等で働き続

けたい

37.5%

仕事をやめて子育て

や家事に専念したい

0.0%

無回答

17.5%

回答者数

=40人

 

④未就労者の就労意向 

問 7-3 「5」または「6」（就労していない）に○をした方に伺います。就労したいという

希望はありますか。（○は１つ、（   ）内は数字を記入） 

未就労者の就労意向は、「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」が 70.0％、「子

育てや家事などに専念したい（就労希望はない）」が 25.0％となっている。 

 
図表３－２－１１ 未就労者の就労意向（単数回答） 

子育てや家事など

に専念したい（就労

希望はない）

25.0%

１年より先に

就労したい

0.0%

すぐにでも、もし

くは１年以内に

就労したい

70.0%

無回答

5.0%

回答者数

=20人

 



22 

⑤１年以内に就労意向のある未就労者が希望する就労形態 

問 7-4 「２」または「３」（就労したい）に○をした方に伺います。希望する就労形態を

お答えください。（○は１つ、（   ）内は数字を記入） 

未就労者のうち、就労したいと回答した人が希望する就労形態は、「フルタイム」が 85.7％、

「パート・アルバイト等」が 7.1％となっている。 

パート・アルバイト等を希望する人（１人）の１週あたりの就労希望日数は、平均４日、

１日あたりの就労希望時間は平均６時間となっている。 

 

図表３－２－１２ １年以内に就労意向のある未就労者が希望する就労形態（単数回答） 

 

フルタイム

85.7%

パート・アルバイト等

7.1%

無回答

7.1%

回答者数

=14人
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（２）母親の就労状況 

①就労形態 

問 8 あて名のお子さんの母親について、現在の就労状況をお答えください。（○は１つ） 

母親の就労形態は、「フルタイムで就労しており、育休・介護休業中ではない」が 41.8％

と最も多く、次いで「以前は就労していたが、現在は就労していない」が 29.5％、「パート・

アルバイト等で就労しており、育休・介護休業中ではない」が 17.9％となっている。 

また、『フルタイムで就労している』は 49.1％、『パート・アルバイト等で就労している』

は 18.8％となっている。 

 

          図表３－２－１３ 母親の就労形態（単数回答） 

41.8 

7.3 

17.9 

0.9 

29.5 

1.0 

0.0 

1.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイムで就労しており、

育休・介護休業中ではない

フルタイムで就労しており、

育休・介護休業中

パート・アルバイト等で就労しており、

育休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等で就労しており、

育休・介護休業中

以前は就労していたが、

現在は就労していない

これまで就労したことがない

母親はいない

無回答

※『フルタイムで就労

している』=49.1%

※『パート・アルバイト等

で就労している』=18.8%  

回答者数=2,639人

 

※『フルタイムで就労している』＝「フルタイムで就労しており、育休・介護休業中ではない」

＋「フルタイムで就労しており、育休・介護休業中」 

※『パート・アルバイト等で就労している』＝「パート・アルバイト等で就労しており、育休・

介護休業中ではない」＋「パート・アルバイト等で就労しており、育休・介護休業中」 
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②就労状況 

問 8-1 「1」～「4」（就労している）に○をした方に伺います。下記についてお答えくだ

さい。（○は１つ、ただし④（休日の曜日）のみあてはまる番号すべてに○、（   ）

内は数字を記入） 

フルタイムまたはパート・アルバイト等で就労している人の１週あたりの就労日数は、「５

日」が 75.3％と最も多く、次いで「３～４日」が 12.0％、「６日以上」が 5.3％となってお

り、平均は 4.7日となっている。１日あたりの就労時間は、「６時間以上８時間未満」が 40.3％

と最も多く、次いで「８時間以上 10時間未満」が 36.7％、「４時間以上６時間未満」が 12.3％

となっている。平均は 7.0時間となっている。 

始業時間は、「９時台」が 54.4％と最も多く、次いで「８時台」が 23.7％、「10時以降」

が 16.6％となっている。終業時間は、「17時台」が 44.1％と最も多く、次いで「12～16時

台」が 33.5％、「18時台」が 12.4％となっている。 
 

図表３－２－１４ １週あたりの就労日数           図表３－２－１５ １日あたりの就労時間 

（単数回答）                               （単数回答） 

１～２日

4.9%
３～４日

12.0%

５日

75.3%

６日以上

5.3%

無回答

2.5%

回答者数=1,792人

平均＝4.7日

 

4.5 

12.3 

40.3 

36.7 

2.2 

4.1 

0% 20% 40% 60% 80%

４時間未満

４時間以上６時間未満

６時間以上８時間未満

８時間以上10時間未満

10時間以上

無回答

回答者数=1,792人

平均＝7.0時間

 

 
   図表３－２－１６ 始業時間（単数回答）      図表３－２－１７ 終業時間（単数回答） 

0.3 

0.2 

1.1 

23.7 

54.4 

16.6 

3.8 

0% 20% 40% 60% 80%

６時前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時以降

無回答

回答者数

=1,792人

2.1 

33.5 

44.1 

12.4 

2.1 

1.8 

3.9 

0% 20% 40% 60% 80%

０～11時台

12～16時台

17時台

18時台

19時台

20時以降

無回答

回答者数

=1,792人



25 

 休日の形態は、「固定」が 65.3％、「変動有り」が 27.6％となっている。固定勤務制の場合、

休日の曜日は、「日曜日」が 95.1％と最も多く、次いで「土曜日」が 87.8％となっている。 

勤務地は、「都内（中野区を除く）」が 71.1％と最も多く、次いで「中野区」が 21.5％、

「在宅」が 2.6％となっている。前年度の年収は、「200万円未満」が 30.8％と最も多く、

次いで「200万円以上 400万円未満」が 30.6％、「400万円以上 600万円未満」が 23.4％と

なっている。 

 

    図表３－２－１８ 休日の形態               図表３－２－１９ 休日の曜日 

（単数回答）                           （複数回答） 

固定

65.3%

変動有り

27.6%

無回答

7.0%

回答者数

=1,792人

 

4.4 

3.8 

7.1 

4.3 

3.5 

87.8 

95.1 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

月曜日

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日

土曜日

日曜日

無回答

回答者数

=1,171人

 

 

図表３－２－２０ 勤務地（単数回答）     図表３－２－２１ 前年度の年収（単数回答） 

中野区

21.5%

都内（中野区を除く）

71.1%

都外

2.5%

在宅

2.6%
無回答

2.3%

回答者数

=1,792人

 

200万円

未満

30.8%

200万円以上

400万円未満

30.6%

400万円以上

600万円未満

23.4%

600万円以上

12.7%

無回答

2.5%

回答者数

=1,792人
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③パートタイム就労者のフルタイムへの転換希望 

問 8-2 「3」または「4」（パート・アルバイト等で就労している）に○をした方に伺いま

す。フルタイム（1週 5日以上・1日 8時間程度の就労）への転換希望はありま

すか。（○は１つ） 

パートタイム就労者のフルタイムへの転換希望は、「パート・アルバイト等で働き続けた

い」が 46.7％と最も多く、次いで「転換希望はあるが、実現できる見込みはない」が 23.7％、

「転換希望があり、実現できる見込みがある」が 8.2％となっている。 

 

図表３－２－２２ パートタイム就労者のフルタイムへの転換希望（単数回答） 

転換希望があ

り、実現できる

見込みがある

8.2%

転換希望はある

が、実現できる

見込みはない

23.7%

パート・アルバイト

等で働き続けたい

46.7%

仕事をやめて子

育てや家事に専

念したい

4.0%

無回答

17.3%

回答者数

=497人
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④未就労者の就労意向 

問 8-3 「5」または「6」（就労していない）に○をした方に伺います。就労したいという

希望はありますか。（○は１つ、（   ）内は数字を記入） 

未就労者の就労意向は、「１年より先に就労したい」が 49.9％と最も多く、次いで「子育

てや家事などに専念したい（就労希望はない）」が 22.7％、「すぐにでも、もしくは１年以

内に就労したい」が 22.6％となっている。「１年より先に就労したい」と回答した人が、就

労を希望する時の末子の年齢は、「６～11歳」が 50.5％と最も多く、次いで「３～５歳」が

36.8％、「０～２歳」が 3.0％となっており、平均は 5.7歳となっている。 

 

図表３－２－２３ 未就労者の就労意向（単数回答） 

 

子育てや家事など

に専念したい（就労

希望はない）

22.7%

１年より先に

就労したい

49.9%

すぐにでも、もし

くは１年以内に

就労したい

22.6%

無回答

4.7%

回答者数

=805人

 

 

図表３－２－２４ 就労を希望する時の末子の年齢（単数回答） 

０～２歳

3.0%

３～５歳

36.8%

６～11歳

50.5%

12歳以上

2.5%

無回答

7.2%

回答者数=402人

平均＝5.7歳
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⑤１年以内に就労意向のある未就労者が希望する就労形態 

問 8-4 「２」または「３」（就労したい）に○をした方に伺います。希望する就労形態を

お答えください。（○は１つ、（   ）内は数字を記入） 

未就労者のうち、就労したいと回答した人が希望する就労形態は、「パート・アルバイト

等」が 82.0％、「フルタイム」が 12.5％となっている。 

パート・アルバイト等を希望する人の１週あたりの就労希望日数は、平均 3.4日であり、

１日あたりの就労希望時間は平均 4.7時間となっている。 

 

図表３－２－２５ １年以内に就労意向のある未就労者が希望する就労形態（単数回答） 

 

フルタイム

12.5%

パート・アルバイト等

82.0%

無回答

5.5%

回答者数

=584人

 

 

図表３－２－２６ 就労希望日数（単数回答）   図表３－２－２７ 就労希望時間（単数回答） 

１～２日

8.6%

３日

55.5%

４日

22.1%

５日以上

11.1%

無回答

2.7%

回答者数=479人

平均＝3.4日

 

40.7 

9.4 

32.8 

9.0 

4.8 

3.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

４時間未満

４時間以上５時間未満

５時間以上６時間未満

６時間以上７時間未満

７時間以上

無回答

回答者数=479人

平均＝4.7時間
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（３）両親の就労形態からみた家庭類型 

両親の就労形態からみた家庭類型は、「フルタイム共働き」が 46.9％と最も多く、次いで

「専業主婦（夫）」が 29.9％、「フルタイム・パート共働き」が 17.7％となっている。 

子どもの年齢別にみると、「フルタイム共働き」がいずれの年齢においても、４割以上で

最も多くなっており、特に０歳から２歳では５割以上となっている。 

 

図表３－２－２８ 両親の就労形態からみた家庭類型（単数回答） 

1.3 

46.9 

17.7 

29.9 

0.4 

0.3 

3.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

ひとり親

フルタイム共働き

フルタイム・パート共働き

専業主婦（夫）

パートタイム共働き

夫婦とも無業

無回答

回答者数=2,639人

 

 

図表３－２－２９ 両親の就労形態からみた家庭類型 

回
答
者
数

（
人

）

ひ
と
り
親

フ
ル
タ
イ
ム
共
働
き

フ
ル
タ
イ
ム
・

パ
ー

ト
共
働
き

専
業
主
婦

（
夫

）

パ
ー

ト
タ
イ
ム
共
働
き

夫
婦
と
も
無
業

無
回
答

2,639 1.3 46.9 17.7 29.9 0.4 0.3 3.6

０歳 270 0.4 57.4 8.9 29.6 1.1 0.0 2.6

１歳 281 1.4 50.2 12.8 30.6 0.4 0.4 4.3

２歳 355 1.7 52.7 13.2 29.3 0.0 0.6 2.5

３歳 460 2.0 44.8 15.2 33.3 0.2 0.4 4.1

４歳 552 1.3 46.2 21.7 27.4 0.0 0.4 3.1

５歳 637 0.9 40.0 24.5 30.3 0.6 0.2 3.5

単位（％）

  

全体

子
ど
も
の
年
齢
別

 

※両親の就労形態からみた家族類型：各家庭における父母の有無および就労状況別に類型化した
もの（例：父がフルタイム就労、母がパートタイム就労の場合、フルタイム・パートタイム共
働き） 
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３．教育・保育事業の利用状況について 

（１）平日の定期的な教育・保育事業の利用状況 

問 9 あて名のお子さんは現在、平日に幼稚園や保育施設等を定期的に利用していますか。

（○は１つ） 

平日の定期的な教育・保育事業の利用状況は、「利用している」が 84.2％と最も多く、次

いで「利用していない」が 14.8％となっている。 

子どもの年齢別にみると、「０歳」では「利用している」が 32.2％となっているが、３歳

以上になると「利用している」は９割以上となっている。 

就労形態による家庭類型別にみると、「利用している」は「フルタイム・パート共働き」で 91.8％

と最も多く、次いで「フルタイム共働き」で 91.4％、「ひとり親」で 84.8％となっている。 

 

図表３－３－１ 平日の定期的な教育・保育事業の利用状況（単数回答） 

利用している

84.2%

利用していない

14.8%

無回答

0.9%

回答者数

=2,639人
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図表３－３－２ 平日の定期的な教育・保育事業の利用状況 

回
答
者
数

（
人

）

利
用
し
て
い
る

利
用
し
て
い
な
い

無
回
答

2,639 84.2 14.8 0.9

０歳 270 32.2 67.4 0.4

１歳 281 62.6 35.9 1.4

２歳 355 75.2 23.9 0.8

３歳 460 97.6 2.2 0.2

４歳 552 98.9 0.9 0.2

５歳 637 98.3 0.3 1.4

ひとり親 33 84.8 15.2 0.0

フルタイム共働き 1,239 91.4 7.7 0.9

フルタイム・パート共働き 466 91.8 7.3 0.9

専業主婦（夫） 788 70.2 29.2 0.6

パートタイム共働き 10 60.0 40.0 0.0

夫婦とも無業 9 55.6 44.4 0.0

単位（％）

全体

子
ど
も
の
年
齢
別

就
労
形
態
に
よ
る

家
庭
類
型
別
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（２）利用している教育・保育事業 

問 10 平日にどのような幼稚園や保育施設等を利用していますか。年間を通じて「定期的

に」利用している事業をお答えください。（あてはまる番号すべてに○） 

利用している幼稚園や保育園は、「認可保育所（区立・私立保育園）」が 52.9％と最も多

く、次いで「幼稚園（通常の時間のみ）」が 24.2％、「幼稚園（幼稚園の預かり保育も利用）」

が 15.0％となっている。 

 

図表３－３－３ 利用している幼稚園や保育園（複数回答） 

24.2 

15.0 

52.9 

3.6 

2.0 

0.2 

2.3 

2.1 

0.1 

0.3 

0.5 

2.7 

1.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

幼稚園（通常の時間のみ）

幼稚園（幼稚園の預かり保育も利用）

認可保育所（区立・私立保育園）

認証保育所

小規模保育事業

家庭的保育事業

認定こども園（幼稚園枠・短時間利用）

認定こども園（保育園枠・長時間利用）

勤務先の保育施設

ベビーシッター

ベビーホテルなど

その他

無回答

回答者数=2,223人
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子どもの年齢別にみると、いずれの年齢においても「認可保育所（区立・私立保育園）」

が最も多くなっており、特に「１歳」では 70.5％と多くなっている。 

就労形態による家庭類型別にみると、「ひとり親」「フルタイム共働き」「フルタイム・

パート共働き」では、「認可保育所（区立・私立保育園）」が最も多くなっている。「専業

主婦（夫）」では「幼稚園（通常の時間のみ）」がおよそ７割で最も多くなっている。 

 

図表３－３－４ 利用している幼稚園や保育園 

回
答
者
数

（
人

）

幼
稚
園

（
通
常
の
時
間
の
み

）

幼
稚
園

（
幼
稚
園
の
預
か
り
保
育
も
利
用

）

認
可
保
育
所

（
区
立
・
私
立
保
育
園

）

認
証
保
育
所

小
規
模
保
育
事
業

家
庭
的
保
育
事
業

認
定
こ
ど
も
園

（
幼
稚
園
枠
・
短
時
間
利
用

）

認
定
こ
ど
も
園

（
保
育
園
枠
・
長
時
間
利
用

）

勤
務
先
の
保
育
施
設

ベ
ビ
ー

シ

ッ
タ
ー

ベ
ビ
ー

ホ
テ
ル
な
ど

そ
の
他

無
回
答

2,223 24.2 15.0 52.9 3.6 2.0 0.2 2.3 2.1 0.1 0.3 0.5 2.7 1.1

０歳 87 2.3 1.1 62.1 14.9 5.7 1.1 1.1 3.4 0.0 2.3 5.7 2.3 0.0

１歳 176 1.1 0.0 70.5 11.9 5.7 1.1 0.0 0.6 0.0 0.0 1.1 7.4 1.1

２歳 267 9.4 3.0 66.7 5.6 7.5 0.4 0.4 1.9 0.0 0.0 0.7 4.9 1.9

３歳 449 30.7 17.1 48.8 2.9 0.7 0.0 2.9 1.8 0.2 0.2 0.2 2.2 1.1

４歳 546 27.7 17.8 50.2 1.1 0.7 0.0 3.8 2.6 0.2 0.2 0.0 1.8 0.7

５歳 626 32.7 21.9 46.3 1.4 0.2 0.0 1.9 2.1 0.2 0.5 0.0 1.9 1.3

ひとり親 28 14.3 14.3 57.1 7.1 0.0 0.0 0.0 7.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

フルタイム共働き 1,132 1.6 2.5 82.3 5.1 2.1 0.1 0.5 3.4 0.1 0.2 0.7 1.3 0.9

フルタイム・パート共働き 428 25.7 29.9 41.6 3.5 1.9 0.7 3.3 1.4 0.5 0.7 0.5 2.1 1.4

専業主婦（夫） 553 69.3 27.5 3.3 0.2 2.2 0.0 5.1 0.2 0.0 0.4 0.2 5.8 0.9

パートタイム共働き 6 33.3 33.3 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

夫婦とも無業 5 20.0 80.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 20.0

南部すこやか福祉センター 475 21.7 14.5 49.5 3.8 2.7 0.4 3.2 5.3 0.4 0.8 0.8 4.0 0.8

中部すこやか福祉センター 663 24.6 14.2 54.1 5.4 1.7 0.2 1.4 0.9 0.0 0.3 0.9 1.8 0.8

北部すこやか福祉センター 603 22.6 16.1 54.7 2.3 1.7 0.0 3.8 2.2 0.2 0.2 0.2 2.5 1.2

鷺宮すこやか福祉センター 470 27.7 15.5 52.6 2.3 2.1 0.2 1.1 0.6 0.0 0.0 0.0 2.8 1.7

居
住
地
域
別

単位（％）

就
労
形
態
に
よ
る

家
庭
類
型
別

  

全体

子
ど
も
の
年
齢
別
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（３）教育・保育事業の利用頻度と利用希望頻度 

問 11 ①現在、1週あたり利用日数・1日の利用時間帯をお答えください。（数字を記入）

②希望する、1週あたり利用日数・1日の利用時間帯をお答えください。（数字を

記入） 

①教育・保育事業の利用頻度 

現在の１週あたりの利用日数は、「５日」が 92.6％と最も多く、次いで「４日未満」が 3.5％、

「４日」が 2.1％となっている。利用開始時間は、「９時台から」が 50.0％と最も多く、次

いで「８時台から」が 36.9％、「７時台以前から」が 8.3％となっている。利用終了時間は、

「18時まで」が 33.3％と最も多く、次いで「14時まで」が 32.2％、「17時まで」が 13.8％

となっている。 

 

図表３－３－５ １週あたりの利用日数（単数回答） 

４日未満

3.5%
４日

2.1%

５日

92.6%

無回答

1.8%

回答者数

=2,223人

 

 

図表３－３－６ 利用開始時間（単数回答）    図表３－３－７ 利用終了時間（単数回答） 

8.3 

36.9 

50.0 

2.6 2.1 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

７時台

以前

から

８時台

から

９時台

から

10時台

以降

無回答

回答者数

=2,223人

32.2 

2.0 4.5 

13.8 

33.3 

10.7 

1.5 2.1 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

14時

まで

15時

まで

16時

まで

17時

まで

18時

まで

19時

まで

19時後

まで

無回答

回答者数

=2,223人
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利用開始時間を利用している教育・保育事業別にみると、「幼稚園（通常の時間のみ）」

「幼稚園（幼稚園の預かり保育も利用）」および「認定こども園（幼稚園枠・短時間利用）」

では「９時台」がいずれも８割以上となっている。「認可保育所（区立・私立保育園）」や

「認証保育所」、「認定こども園（保育園枠・長時間利用）」では「８時台」が５割半ばか

ら６割程度となっている。 

 

図表３－３－８ 利用開始時間 

回
答
者
数

（
人

）

７
時
台
以
前
か
ら

８
時
台
か
ら

９
時
台
か
ら

10
時
台
以
降

無
回
答

2,223 8.3 36.9 50.0 2.6 2.1

幼稚園（通常の時間のみ） 537 0.7 8.4 84.9 4.1 1.9

幼稚園（幼稚園の預かり保育も利用） 334 0.9 7.8 82.3 5.1 3.9

認可保育所（区立・私立保育園） 1,176 13.4 54.2 31.3 0.4 0.8

認証保育所 79 10.1 59.5 29.1 0.0 1.3

小規模保育事業 44 9.1 31.8 47.7 9.1 2.3

家庭的保育事業 4 0.0 75.0 25.0 0.0 0.0

認定こども園（幼稚園枠・短時間利用） 52 0.0 9.6 80.8 5.8 3.8

認定こども園（保育園枠・長時間利用） 47 19.1 61.7 17.0 0.0 2.1

勤務先の保育施設 3 0.0 66.7 33.3 0.0 0.0

ベビーシッター 7 14.3 28.6 14.3 42.9 0.0

ベビーホテルなど 11 9.1 45.5 45.5 0.0 0.0

その他 60 3.3 26.7 40.0 28.3 1.7

全体

利
用
し
て
い
る
教
育
・
保
育
事
業
別

単位（％）
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利用終了時間を利用している教育・保育事業別にみると、「幼稚園（通常の時間のみ）」

「幼稚園（幼稚園の預かり保育も利用）」および「認定こども園（幼稚園枠・短時間利用）」

では、「14時まで」が最も多くなっている。「認可保育所（区立・私立保育園）」や「認証

保育所」、「認定こども園（保育園枠・長時間利用）」では、「18時まで」が４割以上と最

も多くなっている。 

 

図表３－３－９ 利用終了時間 

回
答
者
数

（
人

）

14
時
ま
で

15
時
ま
で

16
時
ま
で

17
時
ま
で

18
時
ま
で

19
時
ま
で

19
時
後
ま
で

無
回
答

2,223 32.2 2.0 4.5 13.8 33.3 10.7 1.5 2.1

幼稚園（通常の時間のみ） 537 92.7 2.6 0.9 1.1 0.4 0.4 0.0 1.9

幼稚園（幼稚園の預かり保育も利用） 334 72.5 5.4 4.5 9.6 3.9 0.3 0.0 3.9

認可保育所（区立・私立保育園） 1,176 1.0 0.3 6.0 18.9 53.6 17.1 2.4 0.7

認証保育所 79 0.0 0.0 5.1 27.8 46.8 17.7 1.3 1.3

小規模保育事業 44 22.7 9.1 4.5 15.9 36.4 9.1 0.0 2.3

家庭的保育事業 4 0.0 0.0 0.0 25.0 75.0 0.0 0.0 0.0

認定こども園（幼稚園枠・短時間利用） 52 84.6 1.9 3.8 3.8 3.8 0.0 0.0 1.9

認定こども園（保育園枠・長時間利用） 47 2.1 0.0 2.1 23.4 42.6 23.4 4.3 2.1

勤務先の保育施設 3 66.7 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0

ベビーシッター 7 42.9 0.0 14.3 14.3 14.3 14.3 0.0 0.0

ベビーホテルなど 11 0.0 0.0 0.0 63.6 9.1 18.2 9.1 0.0

その他 60 48.3 8.3 0.0 10.0 28.3 3.3 0.0 1.7

  

単位（％）

全体

利
用
し
て
い
る
教
育
・
保
育
事
業
別
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②教育・保育事業の利用希望頻度 

１週あたりの利用希望日数は、「５日」が 64.1％と最も多く、次いで「６日以上」が 5.8％、

「４日未満」が 1.5％となっている。希望開始時間は、「９時台から」が 33.7％と最も多く、

次いで「８時台から」が 29.7％、「７時台以前から」が 7.1％となっている。希望終了時間

は、「18時まで」が 23.0％と最も多く、次いで「17時まで」が 13.0％、「19時まで」が 10.5％

となっている。 

 

図表３－３－１０ １週あたりの利用希望日数（単数回答） 

４日未満

1.5%
４日

1.3%

５日

64.1%６日以上

5.8%

無回答

27.4%

回答者数

=2,223人

 

 

図表３－３－１１ 希望開始時間（単数回答）   図表３－３－１２ 希望終了時間（単数回答） 

7.1 

29.7 
33.7 

1.5 

28.0 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

７時台

以前

から

８時台

から

９時台

から

10時台

以降

から

無回答

回答者数

=2,223人

 

8.0 7.3 6.6 
13.0 

23.0 

10.5 
3.6 

27.9 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

14時

まで

15時

まで

16時

まで

17時

まで

18時

まで

19時

まで

19時後

まで

無回答

回答者数

=2,223人
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希望開始時間を利用している教育・保育事業別にみると、「幼稚園（通常の時間のみ）」

「幼稚園（幼稚園の預かり保育も利用）」および「認定こども園（幼稚園枠・短時間利用）」

では、「９時台から」が５割半ばから６割半ば程度で最も多くなっている。「認証保育所」

と「認定こども園（保育園枠・長時間利用）」は「８時台から」が４割から４割半ば程度で

最も多くなっている。 

 

図表３－３－１３ 希望開始時間 

回
答
者
数

（
人

）

７
時
台
以
前
か
ら

８
時
台
か
ら

９
時
台
か
ら

10
時
台
以
降

無
回
答

2,223 7.1 29.7 33.7 1.5 28.0

幼稚園（通常の時間のみ） 537 0.9 13.0 59.2 2.2 24.6

幼稚園（幼稚園の預かり保育も利用） 334 0.3 15.9 56.3 2.7 24.9

認可保育所（区立・私立保育園） 1,176 11.1 39.9 20.2 0.4 28.4

認証保育所 79 12.7 46.8 16.5 0.0 24.1

小規模保育事業 44 4.5 22.7 36.4 2.3 34.1

家庭的保育事業 4 0.0 75.0 25.0 0.0 0.0

認定こども園（幼稚園枠・短時間利用） 52 1.9 9.6 65.4 1.9 21.2

認定こども園（保育園枠・長時間利用） 47 10.6 42.6 14.9 0.0 31.9

勤務先の保育施設 3 0.0 33.3 33.3 0.0 33.3

ベビーシッター 7 14.3 14.3 0.0 28.6 42.9

ベビーホテルなど 11 27.3 18.2 18.2 0.0 36.4

その他 60 3.3 26.7 28.3 16.7 25.0

単位（％）

  

全体

利
用
し
て
い
る
教
育
・
保
育
事
業
別
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希望終了時間を利用している教育・保育事業別にみると、「幼稚園（通常の時間のみ）」

では「14時まで」が 23.8％で最も多くなっているが、「認可保育所（区立・私立保育園）」

や「認証保育所」、「認定こども園（保育園枠・長時間利用）」では「18時まで」が最も多

くなっている。 

 

図表３－３－１４ 希望終了時間 

回
答
者
数

（
人

）

14
時
ま
で

15
時
ま
で

16
時
ま
で

17
時
ま
で

18
時
ま
で

19
時
ま
で

19
時
後
ま
で

無
回
答

2,223 8.0 7.3 6.6 13.0 23.0 10.5 3.6 27.9

幼稚園（通常の時間のみ） 537 23.8 20.5 13.6 12.7 4.5 0.6 0.0 24.4

幼稚園（幼稚園の預かり保育も利用） 334 10.8 15.9 16.5 20.1 10.2 1.8 0.0 24.9

認可保育所（区立・私立保育園） 1,176 0.4 0.3 2.6 12.9 33.5 16.3 5.6 28.3

認証保育所 79 0.0 0.0 1.3 13.9 34.2 20.3 6.3 24.1

小規模保育事業 44 6.8 6.8 2.3 15.9 27.3 2.3 4.5 34.1

家庭的保育事業 4 0.0 0.0 0.0 0.0 75.0 25.0 0.0 0.0

認定こども園（幼稚園枠・短時間利用） 52 25.0 23.1 9.6 11.5 9.6 0.0 0.0 21.2

認定こども園（保育園枠・長時間利用） 47 0.0 2.1 4.3 14.9 23.4 12.8 10.6 31.9

勤務先の保育施設 3 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 33.3

ベビーシッター 7 0.0 0.0 14.3 0.0 28.6 14.3 0.0 42.9

ベビーホテルなど 11 0.0 0.0 0.0 9.1 18.2 27.3 9.1 36.4

その他 60 20.0 15.0 1.7 6.7 18.3 11.7 1.7 25.0

単位（％）

  

全体

利
用
し
て
い
る
教
育
・
保
育
事
業
別
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（４）利用している教育・保育事業の実施場所 

問 12 現在、利用している幼稚園・保育施設等の実施場所はどちらですか。（○は１つ） 

利用している幼稚園・保育施設の実施場所は、「中野区内」が 91.2％、「他の区市町村」

が 8.0％となっている。 

利用している教育・保育事業別にみると、「認可保育所（区立・私立保育園）」「認定こ

ども園（幼稚園枠・短時間利用）」および「認定こども園（保育園枠・長時間利用）」では、

「中野区内」がいずれも９割以上と最も多くなっている。 

 

図表３－３－１５ 利用している幼稚園・保育施設等の実施場所（単数回答） 

中野区内

91.2%

他の区市町村

8.0%

無回答

0.9%

回答者数

=2,223人
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図表３－３－１６ 利用している幼稚園・保育施設等の実施場所 

回
答
者
数

（
人

）

中
野
区
内

他
の
区
市
町
村

無
回
答

2,223 91.2 8.0 0.9

幼稚園（通常の時間のみ） 537 84.5 15.1 0.4

幼稚園（幼稚園の預かり保育も利用） 334 81.1 17.7 1.2

認可保育所（区立・私立保育園） 1,176 98.7 0.7 0.6

認証保育所 79 83.5 15.2 1.3

小規模保育事業 44 75.0 22.7 2.3

家庭的保育事業 4 100.0 0.0 0.0

認定こども園（幼稚園枠・短時間利用） 52 90.4 9.6 0.0

認定こども園（保育園枠・長時間利用） 47 95.7 2.1 2.1

勤務先の保育施設 3 66.7 33.3 0.0

ベビーシッター 7 71.4 28.6 0.0

ベビーホテルなど 11 100.0 0.0 0.0

その他 60 76.7 21.7 1.7

  

単位（％）

全体

利
用
し
て
い
る
教
育
・
保
育
事
業
別
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（５）病気等で教育・保育事業を利用できなかった経験 

問 13 この 1年間に、あて名のお子さんの病気やけがにより、問 10で○をした施設等が

利用できなかったことはありますか。（○は１つ） 

病気等で教育・保育事業を利用できなかった経験は、「あった」が 58.0％、「なかった」

が 37.1％となっている。 

子どもの年齢別にみると、「０歳」では「あった」が 27.0％となっているが、１歳以上で

は５割半ばから６割半ばとなっている。 

就労形態による家庭類型別にみると、「ひとり親」「フルタイム共働き」および「フルタ

イム・パート共働き」では、「あった」が５割以上なっているのに対して、「専業主婦（夫）」

「パートタイム共働き」および「夫婦とも無業」では「なかった」が５割以上となっている。 
 

図表３－３－１７ 病気等で教育・保育事業を利用できなかった経験（単数回答） 

あった

58.0%

なかった

37.1%

無回答

4.9%

回答者数

=2,639人
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図表３－３－１８ 病気等で教育・保育事業を利用できなかった経験 

回
答
者
数

（
人

）

あ

っ
た

な
か

っ
た

無
回
答

2,639 58.0 37.1 4.9

０歳 270 27.0 60.7 12.2

１歳 281 55.2 37.0 7.8

２歳 355 57.5 36.1 6.5

３歳 460 63.7 33.7 2.6

４歳 552 65.4 32.1 2.5

５歳 637 61.4 36.3 2.4

ひとり親 33 63.6 30.3 6.1

フルタイム共働き 1,239 73.7 24.1 2.2

フルタイム・パート共働き 466 58.2 37.6 4.3

専業主婦（夫） 788 35.2 56.2 8.6

パートタイム共働き 10 40.0 60.0 0.0

夫婦とも無業 9 11.1 66.7 22.2

単位（％）

就
労
形
態
に
よ
る

家
庭
類
型
別

子
ど
も
の
年
齢
別

  

全体
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（６）教育・保育事業を利用できなかった際の対処方法 

問 13-1 「１」（あった）に○をした方に伺います。この 1年間に行った対処方法すべて

に○をし、その日数（おおよそ）を記入してください。 

教育・保育事業を利用できなかった際の対処方法は、「母親が仕事を休んだ」が 70.1％と

最も多く、次いで「父親が仕事を休んだ」が 36.1％、「親族・知人に子どもをみてもらった」

が 27.6％となっている。利用日数（年間）の平均は、「父親又は母親のうち就労していない

方が子どもをみた」が 10.5日、「母親が仕事を休んだ」が 8.6日、「親族・知人にみてもら

った」が 7.0日となっている。 

 

図表３－３－１９ 教育・保育事業を利用できなかった際の対処方法（複数回答） 

36.1 

70.1 

27.6 

18.7 

3.7 

1.4 

2.7 

5.6 

1.8 

6.1 

0% 20% 40% 60% 80%

父親が仕事を休んだ

母親が仕事を休んだ

親族・知人に子どもをみてもらった

父親又は母親のうち就労していない方が

子どもをみた

病児・病後児保育を利用した

ベビーシッターを利用した

ファミリー・サポート事業を利用した

子連れで仕事をした（在宅勤務等を含む）

その他

無回答

回答者数=1,531人

 

 

図表３－３－２０ 対処方法別の日数（年間） 

回答
者数
（人）

１～２
日

３～４
日

５～９
日

10～19
日

20日
以上

無回答
平均
日数
（日）

父親が仕事を休んだ 553 31.3 24.1 26.6 11.4 2.2 4.5 4.7

母親が仕事を休んだ 1,073 11.0 17.1 29.4 27.2 10.2 5.2 8.6

親族・知人に子どもをみてもらった 422 23.2 22.0 26.5 15.2 5.9 7.1 7.0

父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた 287 12.2 16.0 24.7 27.5 13.2 6.3 10.5

病児・病後児保育を利用した 56 53.6 14.3 14.3 5.4 1.8 10.7 3.5

ベビーシッターを利用した 22 18.2 27.3 27.3 18.2 0.0 9.1 4.9

ファミリー・サポート事業を利用した 41 43.9 22.0 17.1 4.9 2.4 9.8 4.3

子連れで仕事をした（在宅勤務等を含む） 86 31.4 15.1 24.4 15.1 3.5 10.5 5.0

その他 28 7.1 7.1 25.0 10.7 10.7 39.3 12.6

単位（％）
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（７）病児・病後児保育施設の利用意向 

問 13-2 「1」または「2」（父母のどちらかが仕事を休んだ）に○をした方に伺います。

「できれば病児・病後児のための保育施設を利用したい」と思いますか。１つに

○をし、希望する場合は利用したい日数を記入してください。 

父母のどちらかが仕事を休んだと回答した人の病児・病後児保育施設の利用意向は、「利

用したいと思わない」が 61.1％、「できれば病児・病後児保育施設等を利用したい」が 36.8％

となっている。 

「できれば病児・病後児保育施設等を利用したい」と回答した人の利用希望日数（年間）

は、「５～９日」、「10～19日」が 33.1％と最も多く、次いで「20日以上」が 12.3％とな

っている。 

 

図表３－３－２１ 病児・病後児保育施設の利用意向（単数回答） 

 

できれば病児・病

後児保育施設等

を利用したい

36.8%

利用したいと

思わない

61.1%

無回答

2.1%

回答者数

=1,109人

 

 

図表３－３－２２ 年間利用希望日数（単数回答） 

１～２日

3.9%
３～４日

8.6%

５～９日

33.1%10～19日

33.1%

20日以上

12.3%

無回答

9.1%

回答者数=408人

平均＝9.8日
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（８）病児・病後児保育施設の利用を希望しない理由 

問 13-3 「２」（利用したいと思わない）に○をした方に伺います。利用したいと思わな

い理由は何ですか。（あてはまる番号すべてに○） 

病児・病後児保育施設等を「利用したいと思わない」と回答した人の理由は、「親が仕事

を休んで対応したい」が 48.7％と最も多く、次いで「病児・病後児を他人にみてもらうのは

不安」が 46.3％、「利用手続きが煩雑である」が 40.7％となっている。 

 

図表３－３－２３ 病児・病後児保育施設の利用を希望しない理由（複数回答） 

48.7 

46.3 

14.2 

30.2 

17.7 

40.7 

14.5 

0.4 

0% 20% 40% 60%

親が仕事を休んで対応したい

病児・病後児を他人にみてもらうのは

不安

サービスの内容・質に不安がある

事業の利便性（立地や利用可能時間・

日数など）がよくない

利用料が高い

利用手続きが煩雑である

その他

無回答

回答者数=678人
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４．教育・保育事業の利用意向について 

（１）平日の定期的な教育・保育事業の利用意向 

問 14 あて名のお子さんの平日の幼稚園や保育施設等として、利用している、利用してい

ないにかかわらず、「現在、『定期的に』利用したい」と考える事業をお答えくださ

い。（あてはまる番号すべてに○） 

平日の定期的な教育・保育事業の利用意向は、「認可保育所（区立・私立保育園）」が 57.8％

と最も多く、次いで「幼稚園（幼稚園の預かり保育も利用）」が 36.8％、「幼稚園（通常の

時間のみ）」が 23.6％、「認定こども園（保育園枠・長時間利用）」が 20.0％、「認証保育

所」が 9.1％、「認定こども園（幼稚園枠・短時間利用）」が 7.2％となっている。 

 

図表３－４－１ 平日の定期的な教育・保育事業の利用意向（複数回答） 

23.6 

36.8 

57.8 

9.1 

3.1 

2.1 

7.2 

20.0 

3.9 

1.9 

4.5 

0% 20% 40% 60% 80%

幼稚園（通常の時間のみ）

幼稚園（幼稚園の預かり保育も利用）

認可保育所（区立・私立保育園）

認証保育所

小規模保育事業

家庭的保育事業

認定こども園（幼稚園枠・短時間利用）

認定こども園（保育園枠・長時間利用）

勤務先の保育施設

その他

無回答

回答者数=2,639人
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子どもの年齢別にみると、２歳以下では「認可保育所（区立・私立保育園）」が最も多く、

６割半ばから７割半ば程度となっている。３歳、４歳でも同様に「認可保育所（区立・私立

保育園）」が最も多くなっているが、その割合は５割から５割半ば程度となっている。また、

５歳は５割をやや下回っている。 

就労形態による家庭類型別にみると、「ひとり親」「フルタイム共働き」「フルタイム・

パート共働き」および「パートタイム共働き」では、「認可保育所（区立・私立保育園）」

が最も多く、「ひとり親」が 57.6％、「フルタイム共働き」が 83.8％、「フルタイム・パー

ト共働き」が 50.4％、「パートタイム共働き」が 50.0％となっている。「専業主婦（夫）」

および「夫婦とも無業」では、「幼稚園（幼稚園の預かり保育も利用）」が「専業主婦（夫）」

で 57.1％、「夫婦とも無業」で 66.7％となっている。 

 

図表３－４－２ 平日の定期的な教育・保育事業の利用意向 

回
答
者
数

（
人

）

幼
稚
園

（
通
常
の
時
間

の
み

）

幼
稚
園

（
幼
稚
園
の
預

か
り
保
育
も
利
用

）

認
可
保
育
所

（
区
立
・

私
立
保
育
園

）

認
証
保
育
所

小
規
模
保
育
事
業

家
庭
的
保
育
事
業

認
定
こ
ど
も
園

（
幼
稚

園
枠
・
短
時
間
利
用

）

認
定
こ
ど
も
園

（
保
育

園
枠
・
長
時
間
利
用

）

勤
務
先
の
保
育
施
設

そ
の
他

無
回
答

2,639 23.6 36.8 57.8 9.1 3.1 2.1 7.2 20.0 3.9 1.9 4.5

０歳 270 15.6 24.4 75.9 29.6 11.9 6.7 9.6 31.1 5.6 2.2 5.6

１歳 281 19.9 33.5 65.8 13.5 3.6 2.1 11.0 29.9 3.9 3.2 6.0

２歳 355 23.1 41.1 65.9 10.4 3.4 1.4 9.3 25.4 4.2 1.7 3.9

３歳 460 23.9 42.4 54.1 6.3 1.7 1.7 5.2 16.7 4.8 1.1 2.8

４歳 552 23.2 36.6 51.8 4.7 1.4 0.9 7.8 17.6 3.1 1.8 4.3

５歳 637 29.5 37.5 49.8 4.2 1.7 1.9 3.8 12.4 3.8 1.9 4.2

ひとり親 33 18.2 33.3 57.6 12.1 3.0 3.0 9.1 15.2 6.1 3.0 3.0

フルタイム共働き 1,239 3.6 20.7 83.8 10.8 2.7 1.5 2.1 24.1 4.0 0.8 3.2

フルタイム・パート共働き 466 25.1 44.6 50.4 8.2 3.4 2.8 7.7 19.7 3.4 1.7 3.4

専業主婦（夫） 788 54.7 57.1 23.6 7.0 3.3 2.3 15.1 15.0 4.2 3.3 6.1

パートタイム共働き 10 30.0 40.0 50.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 0.0 10.0 10.0

夫婦とも無業 9 33.3 66.7 22.2 0.0 0.0 0.0 11.1 0.0 0.0 0.0 11.1

南部すこやか福祉センター 573 24.3 37.7 59.7 11.3 4.2 1.9 9.8 29.3 3.5 2.3 3.0

中部すこやか福祉センター 787 23.8 36.8 59.7 11.7 3.0 2.3 7.9 20.1 3.9 1.9 3.4

北部すこやか福祉センター 704 22.0 34.7 56.4 6.8 2.3 2.4 7.4 16.5 3.4 1.8 5.3

鷺宮すこやか福祉センター 557 24.8 38.8 55.5 6.1 2.7 1.6 3.8 15.3 5.0 1.4 5.6

単位（％）

居
住
地
域
別

  

全体

子
ど
も
の
年
齢
別

就
労
形
態
に
よ
る

家
庭
類
型
別
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（２）日曜日・祝日の定期的な教育・保育事業の利用意向 

問 15 あて名のお子さんについて、日曜日・祝日に、定期的に幼稚園や保育施設等の利用

を希望しますか（一時的な利用は除きます）。１つに○をし、希望する場合は、利用

したい時間帯を記入してください。 

日曜日・祝日の定期的な幼稚園や保育施設の利用意向は、「利用する必要はない」が 75.0％

と最も多く、次いで「月に１～２回利用したい」が 20.7％、「ほぼ毎週利用したい」が 3.2％

となっている。また、『利用したい』は 23.9％となっている。 

『利用したい』と回答した人の希望開始時間は、「９時台から」が 51.0％と最も多く、次

いで「８時台から」が 29.6％、「10時台以降から」が 12.2％となっている。希望終了時間

は、「18時まで」が 36.6％と最も多く、次いで「17時まで」が 23.8％、「15時まで」が 10.3％

となっている。 

 

図表３－４－３ 日曜日・祝日の定期的な幼稚園や保育施設の利用意向（単数回答） 

75.0 

3.2 

20.7 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80%

利用する必要はない

ほぼ毎週利用したい

月に１～２回利用したい

無回答

※『利用したい』

=23.9%

回答者数=2,639人

 

※『利用したい』＝「ほぼ毎週利用したい」＋「月に１～２回利用したい」 

 

図表３－４－４ 希望開始時間（単数回答）     図表３－４－５ 希望終了時間（単数回答） 

5.4 

29.6 

51.0 

12.2 

1.7 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

７時台

以前

から

８時台

から

９時台

から

10時台

以降から

無回答

回答者数

=629人

 

8.3 10.3 8.6 

23.8 

36.6 

7.2 
3.7 1.6 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

14時

まで

15時

まで

16時

まで

17時

まで

18時

まで

19時

まで

19時後

まで

無回答

回答者数

=629人
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（３）幼稚園利用者の長期休暇中の教育・保育事業の利用意向 

問 16 あて名のお子さんについて、夏休み・冬休み等に、幼稚園の利用を希望しますか。

１つに○をし、希望する場合は、利用したい時間帯を記入してください。 

長期休暇中の幼稚園の利用意向は、「週に数日利用したい」が 52.5％と最も多く、次いで

「利用する必要はない」が 33.7％、「ほぼ毎日利用したい」が 10.4％となっている。また、

『利用したい』は 62.9％となっている。 

『利用したい』と回答した人の希望開始時間は、「９時台から」が 82.0％と最も多く、次

いで「８時台から」が 10.1％、「10時台以降から」が 5.3％となっている。希望終了時間は、

「14時まで」、「15時まで」が 27.8％と最も多く、次いで「17時まで」が 19.2％となって

いる。 

 

図表３－４－６ 長期休暇中の幼稚園の利用意向（単数回答） 

33.7 

10.4 

52.5 

3.4 

0% 20% 40% 60%

利用する必要はない

ほぼ毎日利用したい

週に数日利用したい

無回答

※『利用したい』

=62.9%

回答者数

=537人

 

※『利用したい』＝「ほぼ毎日利用したい」＋「週に数日利用したい」 

 

図表３－４－７ 希望開始時間（単数回答）       図表３－４－８ 希望終了時間（単数回答） 

0.3 
10.1 

82.0 

5.3 2.4 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

７時台

以前

から

８時台

から

９時台

から

10時台

以降から

無回答

回答者数

=338人

27.8 27.8 

16.3 
19.2 

6.5 
2.4 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

14時

まで

15時

まで

16時

まで

17時

まで

17時後

まで

無回答

回答者数

=338人
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（４）教育・保育事業を利用していない方の幼児教育・保育の無償化後の利用意向 

問 17 幼児教育・保育の無償化が 2019年から段階的に実施される予定です。無償化によ

って自己負担が軽減されれば、お子さんを預けたいと思いますか。預けるとしたら、

どこへ預けたいですか。 

無償化による教育・保育事業の利用意向は、「預けたい」が 81.1％、「預ける必要はない」

が 6.4％となっている。「預けたい」と回答した人が希望する預け先は、「幼稚園等（認定

こども園の幼稚園枠含む）」が 60.9％、「保育施設等（認定こども園保育園枠含む）」が 36.3％

となっている。 

 

図表３－４－９ 無償化による教育・保育事業の利用意向（単数回答） 

 

預けたい

81.1%

預ける必要は

ない

6.4%

無回答

12.5%

回答者数

=391人

 

 

図表３－４－１０ 希望事業（単数回答） 

幼稚園等（認定

こども園の幼稚

園枠含む）

60.9%

保育施設等（認

定こども園保育

園枠含む）

36.3%

無回答

2.8%

回答者数

=317人
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５．一時預かり事業等について 

（１）一時預かり事業の利用状況 

問 18 あて名のお子さんについて、私用、不定期の就労等の目的で不定期に利用している

事業はありますか。あてはまる番号すべてに○をし、1年間の利用日数（おおよそ）

を記入してください。 

一時預かり事業の利用状況は、『利用している』が 25.0％であるのに対し、「利用していない」

が 72.5％となっている。具体的には、「幼稚園の預かり保育」が 12.5％と最も多く、次いで「保

育園の一時保育（月曜日から土曜日の利用）」が 5.8％、「ファミリー・サポート事業」が 4.7％

となっている。利用日数（年間）の平均は、「幼稚園の預かり保育」が 38.1日、「保育園の短期

特例保育」が 30.3日、「保育園の一時保育（月曜日から土曜日の利用）」が 20.9日となっている。 
 

図表３－５－１ 一時預かり事業の利用状況（複数回答） 

5.8 

1.0 

0.5 

12.5 

4.7 

0.2 

2.2 

1.8 

72.5 

2.5 

0% 20% 40% 60% 80%

保育園の一時保育

（月曜日から土曜日の利用）

保育園の一時保育

（日曜日・祝日の利用）

保育園の短期特例保育

幼稚園の預かり保育

ファミリー・サポート事業

トワイライトステイ

ベビーシッター

その他

利用していない

無回答

『利用している』

=25.0%

回答者数=2,639人

 

※『利用している』＝100％－「利用していない」－「無回答」 
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図表３－５－２ 一時預かり事業の利用日数（年間） 

回答
者数
（人）

１～４
日

５～９
日

10～19
日

20～29
日

30日
以上

無回答
平均
日数
（日）

保育園の一時保育（月曜日から土曜日の利用） 152 35.5 11.8 28.3 7.9 13.8 2.6 20.9

保育園の一時保育（日曜日・祝日の利用） 26 61.5 7.7 15.4 3.8 3.8 7.7 7.8

保育園の短期特例保育 14 21.4 7.1 21.4 21.4 14.3 14.3 30.3

幼稚園の預かり保育 331 10.0 10.3 22.7 16.3 37.8 3.0 38.1

ファミリー・サポート事業 125 36.0 18.4 15.2 8.0 12.8 9.6 14.7

トワイライトステイ 4 25.0 0.0 25.0 0.0 0.0 50.0 6.5

ベビーシッター 57 31.6 14.0 21.1 8.8 17.5 7.0 20.4

その他 47 19.1 19.1 21.3 8.5 25.5 6.4 32.4

単位（％）
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子どもの年齢別にみると、『利用している』は「０歳」では 8.5％、「１歳」では 18.1％、「２

歳」では 20.8％、「３歳」では 27.2％、「４歳」では 28.8％、「５歳」では 31.6％となっている。

利用している事業をみると３歳以上では、「幼稚園の預かり保育」が１割半ばから２割程度となっ

ているが、２歳以下では「保育園の一時保育（月曜日から土曜日の利用）」が最も多くなっている。 

居住地域別にみると、『利用している』は、いずれの地域でも２割半ば程度となっており、利用

している事業でも、いずれの地域とも「幼稚園の預かり保育」が最も多くなっている。 

教育・保育事業の利用状況別にみると、『利用している』は教育・保育事業を利用している人で

は 27.6％、利用していない人では 11.8％となっている。 

就労形態からみた家庭類型別にみると、『利用している』は「フルタイム共働き」を除き、いず

れにおいても３割以上となっている。 
 

図表３－５－３ 一時預かり事業の利用状況 

回
答
者
数

（
人

）

保
育
園
の
一
時
保
育

（
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
の
利
用

）

保
育
園
の
一
時
保
育

（
日
曜
日
・
祝
日
の
利
用

）

保
育
園
の
短
期
特
例
保
育

幼
稚
園
の
預
か
り
保
育

フ

ァ
ミ
リ
ー

・
サ
ポ
ー

ト
事
業

ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ

ベ
ビ
ー

シ

ッ
タ
ー

そ
の
他

利
用
し
て
い
な
い

無
回
答

『
利
用
し
て
い
る

』

2,639 5.8 1.0 0.5 12.5 4.7 0.2 2.2 1.8 72.5 2.5 25.1

０歳 270 4.4 0.0 0.0 0.0 2.2 0.7 2.6 1.1 90.0 1.5 8.5

１歳 281 7.8 2.5 1.1 0.4 5.3 0.4 3.9 0.4 79.7 2.1 18.1

２歳 355 8.7 1.4 0.8 1.1 6.2 0.0 3.4 2.0 76.9 2.3 20.8

３歳 460 4.6 0.7 0.9 15.9 5.4 0.0 1.5 2.6 70.2 2.6 27.2

４歳 552 5.8 0.9 0.4 17.4 5.1 0.0 1.1 2.2 69.0 2.2 28.8

５歳 637 3.9 0.9 0.3 22.1 4.2 0.2 1.7 1.9 65.9 2.5 31.6

南部すこやか福祉センター 573 6.1 0.9 0.5 11.7 4.0 0.0 3.1 1.9 72.9 2.4 24.6

中部すこやか福祉センター 787 6.7 1.3 0.8 12.3 6.0 0.3 2.2 1.7 71.3 2.4 26.3

北部すこやか福祉センター 704 4.8 1.3 0.4 14.1 4.1 0.1 2.0 1.7 72.6 1.8 25.6

鷺宮すこやか福祉センター 557 5.4 0.4 0.4 12.0 4.7 0.2 1.3 1.8 73.8 2.7 23.5

利用している 2,223 5.7 1.1 0.5 14.7 5.2 0.1 2.2 1.9 70.3 2.1 27.6

利用していない 391 6.6 0.3 0.8 0.5 2.3 0.3 2.0 1.3 85.2 3.1 11.8

ひとり親 33 12.1 6.1 0.0 6.1 9.1 0.0 0.0 3.0 66.7 0.0 33.3

フルタイム共働き 1,239 5.3 1.5 0.2 1.2 5.9 0.2 2.5 1.1 82.6 2.0 15.3

フルタイム・パート共働き 466 5.8 0.6 0.9 22.1 3.9 0.2 1.7 1.5 64.8 2.8 32.4

専業主婦（夫） 788 6.2 0.3 0.9 24.2 3.0 0.0 1.8 2.9 62.6 2.5 34.9

パートタイム共働き 10 0.0 0.0 0.0 20.0 0.0 0.0 10.0 0.0 70.0 0.0 30.0

夫婦とも無業 9 0.0 0.0 0.0 44.4 0.0 0.0 0.0 0.0 55.6 0.0 44.4

単位（％）

  

全体

子
ど
も
の
年
齢
別
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別

就
労
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（２）一時預かり事業を利用していない理由 

問 19 問 18で「9」（利用していない）に○をした方に伺います。現在利用していない理

由は何ですか。（あてはまる番号すべてに○） 

一時預かり事業を利用していない理由は、「特に利用する必要がない」が 68.1％と最も多

く、次いで「利用手続きが煩雑である」が 20.6％、「利用料が高い」が 16.8％となっている。 

 

図表３－５－４ 一時預かり事業を利用していない理由（複数回答） 

68.1 

9.4 

7.6 

16.8 

20.6 

5.4 

9.9 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80%

特に利用する必要がない

サービスの内容・質に不安がある

事業の利便性（立地や利用可能時間・

日数など）がよくない

利用料が高い

利用手続きが煩雑である

事業について知らなかった

その他

無回答

回答者数=1,912人
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（３）一時預かり事業の利用意向 

問 20 どのような時に、お子さんを一時的に預かる事業（問 18の 1～7の事業（図表３－

５－２に記載の事業））を利用したいと思いますか。 

一時預かり事業の利用目的は、「私用（買物、習い事等）、リフレッシュ目的」が 46.0％

と最も多く、次いで「保護者の入院や病気」が 45.2％、「冠婚葬祭、学校行事、家族の通院

等」が 43.3％となっている。 

 

図表３－５－５ 利用目的（複数回答） 

46.0 

43.3 

27.7 

45.2 

6.0 

13.4 

5.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

私用（買物、習い事等）、リフレッシュ目的

冠婚葬祭、学校行事、家族の通院等

不定期の就労

保護者の入院や病気

その他

特に利用する必要がない

無回答

回答者数=2,639人
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（４）利用希望事業と利用希望日数 

問 20-１ 利用したいと考える事業と必要な日数を記入してください。（第３希望まで） 

一時預かり事業の利用希望事業は、「保育園の一時保育」が 48.4％と最も多く、次いで「幼

稚園の預かり保育」が 40.5％、「ファミリー・サポート事業」が 26.3％となっている。利用

希望日数（年間）の平均は、「幼稚園の預かり保育」が 43.6日、「短期特例保育」が 22.1

日、「保育園の一時保育」が 19.1日となっている。 

 

図表３－５－６ 一時預かり事業の利用希望事業（複数回答） 

48.4 

13.3 

40.5 

26.3 

3.7 

15.8 

3.2 

22.2 

0% 20% 40% 60%

保育園の一時保育

短期特例保育

幼稚園の預かり保育

ファミリー・サポート事業

トワイライトステイ

ベビーシッター

その他

無回答

回答者数=2,166人

 
 

図表３－５－７ 一時預かり事業の利用希望日数（年間） 

回答
者数
（人）

１～４
日

５～９
日

10～19
日

20～29
日

30日
以上

無回答
平均
日数
（日）

保育園の一時保育 1,048 19.8 16.0 28.4 7.0 14.5 14.3 19.1

短期特例保育 288 17.4 15.6 23.3 5.9 15.3 22.6 22.1

幼稚園の預かり保育 877 7.8 7.5 23.9 10.0 34.4 16.3 43.6

ファミリー・サポート事業 569 19.2 19.5 26.0 6.7 12.5 16.2 17.2

トワイライトステイ 80 35.0 16.3 21.3 6.3 5.0 16.3 11.0

ベビーシッター 343 19.5 21.3 25.4 7.0 11.1 15.7 16.7

その他 69 11.6 10.1 14.5 5.8 30.4 27.5 46.6

単位（％）
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利用したいと考える事業の希望順位は、第一希望では「保育園の一時保育」が 32.8％、「幼

稚園の預かり保育」が 28.1％、「ファミリー・サポート事業」が 8.3％となっている。 

第二希望では「保育園の一時保育」が 12.6％、「ファミリー・サポート事業」が 10.5％、

「幼稚園の預かり保育」が 7.3％となっている。 

第三希望では「ファミリー・サポート事業」が 7.2％、「ベビーシッター」が 6.3％、「短

期特例保育」が 5.3％となっている。 

 

図表３－５－８ 一時預かり事業の希望順位 

第一希望 

保育園の一時保育

32.8%

短期特例保育

0.9%

幼稚園の預かり保育

28.1%
ファミリー・サポート事業

8.3%

トワイライトステイ

0.6%

ベビーシッター

4.0%

無回答

25.3%

回答者数

=2,166人

 

第二希望                 第三希望   

保育園の一時保育

12.6%

短期特例保育

6.8%

幼稚園の預かり保育

7.3%

ファミリー・

サポート事業

10.5%

トワイライトステイ

1.5%
ベビーシッター

5.4%

無回答

55.9%

回答者数

=2,166人

 

保育園の

一時保育

2.3%

短期特例保育

5.3%

幼稚園の預かり保育

4.4%

ファミリー・

サポート事業

7.2%

トワイライトステイ

1.6%
ベビーシッター

6.3%

無回答

72.9%

回答者数

=2,166人
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（５）泊りがけで子どもを家族以外に預けた経験 

問 21 この１年間に、保護者の用事（出張や家族の病気など）により、あて名のお子さん

を泊りがけで家族以外に預けなければならないことはありましたか。（○は１つ） 

泊りがけで子どもを家族以外に預けた経験は、「なかった」が 83.6％、「あった（預け先

がみつからなかった場合も含む）」が 13.6％となっている。 

子どもの年齢別にみると、２歳以上になると「あった（預け先がみつからなかった場合も

含む）」が１割半ば程度となり、１歳以下よりもやや多くなっている。 
 

図表３－５－９ 泊りがけで子どもを家族以外に預けた経験（単数回答） 

あった（預け先が

みつからなかっ

た場合も含む）

13.6%

なかった

83.6%

無回答

2.9%

回答者数

=2,639人

 
 

図表３－５－１０ 泊りがけで子どもを家族以外に預けた経験 

回
答
者
数

（
人

）

あ

っ
た

（
預
け
先
が

み
つ
か
ら
な
か

っ
た
場
合
も
含
む

）

な
か

っ
た

無
回
答

2,639 13.6 83.6 2.9

０歳 270 5.9 92.6 1.5

１歳 281 9.6 88.3 2.1

２歳 355 14.6 82.8 2.5

３歳 460 13.9 83.0 3.0

４歳 552 15.6 82.1 2.4

５歳 637 14.9 81.5 3.6

単位（％）

全体

子
ど
も
の
年
齢
別
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（６）泊りがけで子どもを家族以外に預けた際の対処方法 

問 21-1 「１」（あった）に○をした方に伺います。この 1年間に行った対処方法すべて

に○をし、日数（おおよそ）を記入してください。 

泊まりがけで子どもを家族以外に預けた際の対処方法は、「親族・知人にみてもらった」

が 85.8％と最も多く、次いで「子どもを同行させた」が 14.2％、「その他の保育事業（認可

外保育施設、ベビーシッター等）を利用した」が 1.4％となっている。 

対処方法別の日数（年間）の平均は、「その他の保育事業を利用した」が 15.3 日、「親族・

知人にみてもらった」が 10.5日、「子どもを同行させた」が 7.3日となっている。 

 

図表３－５－１１ 泊まりがけで子どもを家族以外に預けた際の対処方法（複数回答） 

0.3 

1.4 

85.8 

14.2 

5.6 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ショートステイを利用した

その他の保育事業（認可外保育施

設、ベビーシッター等）を利用した

親族・知人にみてもらった

子どもを同行させた

その他

無回答

回答者数=358人

 

 

図表３－５－１２ 対処方法別の日数（年間） 

回答
者数
（人）

１～２
日

３～４
日

５～９
日

10～19
日

20日
以上

無回答
平均
日数
（日）

ショートステイを利用した 1 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 7.0

その他の保育事業を利用した 5 40.0 0.0 0.0 0.0 40.0 20.0 15.3

親族・知人にみてもらった 307 19.5 14.0 20.8 16.6 10.1 18.9 10.5

子どもを同行させた 51 31.4 13.7 23.5 9.8 9.8 11.8 7.3

その他 20 20.0 30.0 5.0 0.0 10.0 35.0 6.5

単位（％）
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（７）ショートステイを利用しなかった理由 

問 21-2 「2」～「5」（ショートステイを利用しなかった）に○をした方に伺います。シ

ョートステイを利用しなかった理由は何ですか。（あてはまる番号すべてに○） 

泊まりがけで家族以外に預ける必要があった際に、ショートステイを利用しなかった理由

は、「特に利用する必要がなかった」が 37.5％と最も多く、次いで「利用手続きが煩雑であ

る」が 29.5％、「サービスの内容・質に不安がある」が 21.2％となっている。 

 

図表３－５－１３ ショートステイを利用しなかった理由（複数回答） 

37.5 

21.2 

14.3 

19.8 

29.5 

17.2 

18.1 

2.0 

0% 10% 20% 30% 40%

特に利用する必要がなかった

サービスの内容・質に不安がある

事業の利便性（立地や利用可能

時間・日数など）がよくない

利用料が高い

利用手続きが煩雑である

事業について知らなかった

その他

無回答

回答者数=349人
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６．子育てひろばの利用について 

（１）子育てひろばの利用状況 

問 22 あて名のお子さんは、現在、子育てひろばを利用していますか。         

（利用しているものすべてに○） 

子育てひろばの利用状況は、『利用している』は 27.1%であるのに対し、「利用していな

い」が 72.1％となっている。具体的に利用している子育てひろばは、「児童館、ふれあいの

家の子育てひろば」が 22.1％、「すこやか福祉センターの子育てひろば」が 8.7％、「地域

の団体が実施する子育てひろば、乳幼児親子の居場所」が 4.1％となっている。 

 

図表３－６－１ 子育てひろばの利用状況（複数回答） 

22.1 

8.7 

4.1 

3.3 

72.1 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80%

児童館、ふれあいの家の子育てひろば

すこやか福祉センターの子育てひろば

地域の団体が実施する子育てひろば、

乳幼児親子の居場所

民間の乳幼児施設が実施する

子育てひろば

利用していない

無回答

※『利用している』

=27.1%

回答者数=2,639人

 

※『利用している』＝100％－「利用していない」－「無回答」 
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子どもの年齢別にみると、『利用している』は、「０歳」が 42.2％、「１歳」が 45.9％、

「２歳」が 30.1％、「３歳」が 27.0％、「４歳」が 20.5％、「５歳」では 17.7％となって

いる。 

居住地域別にみると、『利用している』は、「北部すこやか福祉センター」では 20.5％と

なっているが、その他の地域で『利用している』は約３割となっている。 

教育・保育事業の利用状況別にみると、『利用している』は、教育・保育事業を利用して

いる人では 21.6％、利用していない人では 59.6％となっている。 

 

図表３－６－２ 子育てひろばの利用状況 

回
答
者
数

（
人

）

児
童
館

、
ふ
れ
あ
い
の
家
の

子
育
て
ひ
ろ
ば

す
こ
や
か
福
祉
セ
ン
タ
ー

の

子
育
て
ひ
ろ
ば

地
域
の
団
体
が
実
施
す
る
子
育
て

ひ
ろ
ば

、
乳
幼
児
親
子
の
居
場
所

民
間
の
乳
幼
児
施
設
が

実
施
す
る
子
育
て
ひ
ろ
ば

利
用
し
て
い
な
い

無
回
答

『
利
用
し
て
い
る

』

2,639 22.1 8.7 4.1 3.3 72.1 0.8 27.2

０歳 270 23.3 29.6 9.6 6.3 56.7 1.1 42.2

１歳 281 35.6 22.4 10.7 10.0 53.4 0.7 45.9

２歳 355 25.6 9.0 2.8 2.5 69.3 0.6 30.1

３歳 460 24.3 5.0 3.3 2.2 72.6 0.4 27.0

４歳 552 18.7 2.2 2.0 2.7 79.3 0.2 20.5

５歳 637 15.7 2.5 2.4 1.1 81.6 0.6 17.7

南部すこやか福祉センター 573 23.7 14.8 2.1 1.9 68.9 0.7 30.4

中部すこやか福祉センター 787 21.6 11.6 5.3 4.4 69.8 0.4 29.9

北部すこやか福祉センター 704 18.8 3.4 3.8 3.1 78.6 1.0 20.5

鷺宮すこやか福祉センター 557 25.5 5.0 4.8 3.4 70.7 0.4 28.9

利用している 2,223 18.5 5.0 2.5 2.2 77.9 0.4 21.6

利用していない 391 43.5 29.9 13.6 9.5 39.4 1.0 59.6

単位（％）

全体

子
ど
も
の
年
齢
別

居
住
地
域
別

  

 

教
育
・保
育
事
業

の
利
用
状
況
別 
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（２）子育てひろばの月あたりの利用回数 

問 22-1 「１」～「４」（利用している）に○をした方に伺います。子育てひろばの利用

頻度はどのくらいですか。「1」～「４」をあわせた、おおよその利用回数（頻

度）を記入してください。（数字を記入） 

子育てひろばを『利用している』と回答した人の月あたりの利用回数は、「月１回」が 30.9％

と最も多く、次いで「月２～３回」が 29.1％、「月４～７回」が 16.7％となっており、平均

は 4.3回となっている。 

 

図表３－６－３ 子育てひろばの月あたりの利用回数（単数回答） 

月１回未満

3.6%

月１回

30.9%

月２～３回

29.1%

月４～７回

16.7%

月８回以上

15.2%

無回答

4.6%

回答者数=719人

平均＝4.3回
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（３）子育てひろば利用の利点 

問 22-2 実際に子育てひろばを利用して、よかったことはありますか。①と②のどちらに

も回答してください。（それぞれあてはまる番号すべてに○） 

①保護者の方 

子育てひろばを利用してよかったこと（保護者）は、「知り合いや友人ができた」が 51.5％

と最も多く、次いで「地域の子育て情報を入手できた」が 49.0％、「外出の機会が増えた」

が 41.6％となっている。 

 

図表３－６－４ 子育てひろばを利用してよかったこと（保護者） 

51.5 

39.9 

49.0 

22.7 

41.6 

21.3 

12.4 

23.9 

6.5 

0.8 

10.2 

4.6 

0% 20% 40% 60%

知り合いや友人ができた

子育てに関する相談ができた

地域の子育て情報を入手できた

考え方や見方の視野が広まった

外出の機会が増えた

不安や孤独感等を感じることが減った

規則正しい生活ができるようになった

子育てを楽しむ余裕ができた

その他

わからない

特にない

無回答

回答者数=719人
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②お子さん 

子育てひろばを利用してよかったこと（子ども）は、「遊びの幅が広がった・興味が広が

った」が 62.9％と最も多く、次いで「遊び相手ができた」が 46.7％、「体を動かすようにな

った」が 36.0％となっている。 

 

図表３－６－５ 子育てひろばを利用してよかったこと（子ども） 

46.7 

62.9 

36.0 

29.3 

5.0 

28.1 

12.9 

15.4 

5.8 

1.9 

5.6 

5.3 

0% 20% 40% 60% 80%

遊び相手ができた

遊びの幅が広がった・興味が広がった

体を動かすようになった

道具などの使い方が上手になった

食欲や食事量が増えた

社会のルールを学ぶ機会を得た

生活リズムができた

よく寝るようになった

その他

わからない

特にない

無回答

回答者数=719人
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（４）子育てひろばを利用してない理由 

問 23 問 22で「5」（利用していない）に○をした方に伺います。利用していない理由を

教えてください。（あてはまる番号すべてに○） 

子育てひろばを利用していない理由は、「幼稚園や保育施設等に通っており、時間がない」

が 80.2％と最も多く、次いで「通いやすい場所にない」が 12.8％、「子育てひろばについて

知らなかった」が 10.3％となっている。 

 

図表３－６－６ 子育てひろばを利用していない理由（複数回答） 

80.2 

12.8 

10.3 

15.5 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

幼稚園や保育施設等に

通っており、時間がない

通いやすい場所にない

子育てひろばについて

知らなかった

その他

無回答

回答者数=1,902人
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（５）子育てひろばの利用意向 

問 24 子育てひろばについて、今後の利用意向を伺います。１つに○をし、希望する場合

は、おおよその利用回数（頻度）を記入してください。 

子育てひろばの利用意向は、「今の利用でちょうど良い」が 28.9％、「現在は利用してい

ないが、今後利用したい」が 20.6％となっている。 

「現在は利用していないが、今後利用したい」と回答した人の月あたりの利用希望回数は、

「月１回」が 31.3％と最も多く、次いで「月２～３回」が 27.2％、「月４～７回」が 22.8％

となっており、平均は 3.7回となっている。「すでに利用しているが、今後利用日数を増や

したい」と回答した人の月あたりの利用希望回数は、「月４～７回」が 40.6％と最も多く、

次いで「月８回以上」が 40.0％、「月２～３回」が 14.5％となっており、平均は 7.0回とな

っている。 

 

図表３－６－７ 子育てひろばの利用意向（単数回答） 

28.9 

20.6 

6.3 

35.9 

8.3 

0% 10% 20% 30% 40%

今の利用でちょうど良い

現在は利用していないが、

今後利用したい

すでに利用しているが、

今後利用日数を増やしたい

利用したいとは思わない

無回答

※『新たに利用したり、

利用日数を増やした

い』=26.9%

回答者数=2,639人

 

※『新たに利用したり、利用日数を増やしたい』＝「現在は利用していないが、今後利用したい」

＋「すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい」 

 

図表３－６－８ 子育てひろばの月あたりの利用希望回数（各単数回答） 

0.6

0.0

31.3

1.2

27.2

14.5

22.8

40.6

11.2

40.0

7.0

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在は利用していないが、

今後利用したい

(回答者数=544人)

すでに利用しているが、

今後利用日数を増やしたい

(回答者数=165人)

月１回未満 月１回 月２～３回 月４～７回 月８回以上 無回答

平均

回数

3.7回

7.0回
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子どもの年齢別にみると、『新たに利用したり、利用日数を増やしたい』は、「０歳」で

は 50.7％となっているが、年齢が上がるにつれて減少していき、「５歳」では 19.3％となっ

ている。 

居住地域別にみると、『新たに利用したり、利用日数を増やしたい』は、「南部すこやか

福祉センター」および「中部すこやか福祉センター」ではおよそ３割、「北部すこやか福祉

センター」では２割半ば、「鷺宮すこやか福祉センター」ではおよそ２割となっている。 

教育・保育事業の利用状況別にみると、『新たに利用したり、利用日数を増やしたい』は、

教育・保育事業を利用している人で 23.9％、利用していない人では 44.0％となっている。 

 

図表３－６－９ 子育てひろばの利用意向 

回
答
者
数

（
人

）

今
の
利
用
で
ち
ょ
う
ど
良
い

現
在
は
利
用
し
て
い
な
い
が

、

今
後
利
用
し
た
い

す
で
に
利
用
し
て
い
る
が

、

今
後
利
用
日
数
を
増
や
し
た
い

利
用
し
た
い
と
は
思
わ
な
い

無
回
答

『
新
た
に
利
用
し
た
り

、
利
用

日
数
を
増
や
し
た
い

』

2,639 28.9 20.6 6.3 35.9 8.3 26.9

０歳 270 30.4 37.8 13.0 13.0 5.9 50.7

１歳 281 37.4 22.4 11.4 23.1 5.7 33.8

２歳 355 29.9 21.7 8.7 33.2 6.5 30.4

３歳 460 31.1 18.9 5.9 37.4 6.7 24.8

４歳 552 27.9 16.5 3.1 41.5 11.1 19.6

５歳 637 23.9 16.0 3.3 47.3 9.6 19.3

南部すこやか福祉センター 573 27.6 22.2 7.7 35.1 7.5 29.8

中部すこやか福祉センター 787 30.7 22.1 8.0 31.6 7.5 30.1

北部すこやか福祉センター 704 27.0 21.4 4.1 38.6 8.8 25.6

鷺宮すこやか福祉センター 557 30.7 16.2 5.0 39.3 8.8 21.2

利用している 2,223 27.1 19.7 4.3 40.2 8.8 23.9

利用していない 391 40.2 26.1 17.9 12.5 3.3 44.0

単位（％）

居
住
地
域
別

  

全体

子
ど
も
の
年
齢
別

 

※『新たに利用したり、利用日数を増やしたい』＝「現在は利用していないが、今後利用したい」

＋「すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい」 

教
育
・保
育
事
業

の
利
用
状
況
別 
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（６）子育てひろばへの期待 

問 25 子育てひろばに、期待している（期待したい）ことは次のどれですか。３つ以内に

○をし、そのうち最も期待していることには◎をしてください。 

子育てひろばに期待していることは、「子どもが（または親子で）遊ぶ場所を提供してく

れる」が 48.3％と最も多く、次いで「いつでも気軽に立ち寄れる」が 45.4％、「家ではでき

ない遊びや新しい遊びを体験できる」が 44.6％となっている。そのうち、最も期待している

ことは、「子どもが（または親子で）遊ぶ場所を提供してくれる」が 10.3％と最も多く、次

いで「家ではできない遊びや新しい遊びを体験できる」が 7.6％、「いつでも気軽に立ち寄

れる」が 7.1％となっている。 

 

図表３－６－１０ 子育てひろばに期待していること（複数回答） 

45.4 

21.0 

19.7 

26.9 

5.9 

18.4 

48.3 

27.5 

18.2 

44.6 

28.7 

13.5 

20.5 

3.9 

10.2 

0% 20% 40% 60%

いつでも気軽に立ち寄れる

子育てに関する相談に応じてくれる

保護者同士が知り合いになれる

地域の子育て情報を入手できる

愚痴や不安を言える相手がいる

気分転換やリフレッシュができる

子どもが（または親子で）遊ぶ場所を提供してくれる

子どもどうしの交流ができる（友だちができる）

子どもの社会性を養う

家ではできない遊びや新しい遊びを体験できる

体を動かすことができる

知的な能力を育てることができる

講座やイベントに参加できる

その他

無回答

回答者数=2,639人
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図表３－６－１１ 子育てひろばに最も期待していること（単数回答） 

7.1 

3.6 

1.9 

2.2 

0.2 

1.7 

10.3 

3.9 

1.9 

7.6 

1.9 

0.9 

2.2 

0.6 

53.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

いつでも気軽に立ち寄れる

子育てに関する相談に応じてくれる

保護者同士が知り合いになれる

地域の子育て情報を入手できる

愚痴や不安を言える相手がいる

気分転換やリフレッシュができる

子どもが（または親子で）遊ぶ場所を提供してくれる

子どもどうしの交流ができる（友だちができる）

子どもの社会性を養う

家ではできない遊びや新しい遊びを体験できる

体を動かすことができる

知的な能力を育てることができる

講座やイベントに参加できる

その他

無回答

回答者数=2,639人
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７．放課後の過ごし方について 

（１）小学校入学以降の放課後の過ごし方の希望 

問 26 あて名のお子さんについて、小学校になったら、放課後（平日の小学校終了後）を

どこで過ごさせたいと思いますか。あてはまる番号すべてに○をし、希望する日数を

記入してください。「4. 学童クラブ」の場合には、利用を希望する時間も、（例）

18時のように 24時間制で記入してください。 

①低学年（１～３年生） 

小学校低学年時の放課後の過ごし方の希望は、「学童クラブ」が 48.5％と最も多く、次い

で「習い事（ピアノ教室、スポーツクラブ、学習塾など）」が 41.0％、「自宅」が 32.5％と

なっている。 

 

図表３－７－１ 小学校低学年時の放課後の過ごし方の希望（複数回答） 

32.5 

9.1 

41.0 

48.5 

9.6 

20.9 

4.4 

0.9 

15.5 

17.1 

0% 20% 40% 60%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、スポーツクラブ、

学習塾など）

学童クラブ

児童館（ふれあいの家含む）

キッズ・プラザ

放課後子ども教室

ファミリー・サポート事業

その他（公園、図書館など）

無回答

回答者数=637人
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学童クラブを希望した人の 1週あたりの利用希望日数は、「５日」が 66.7％、「３～４日」

が 22.7％、「１～２日」が 7.1％となっている。また、利用希望時間は、「18時まで」が 52.4％、

「17時まで」が 27.2％、「19時まで」が 14.9％となっている。 

 

図表３－７－２ 過ごし方別の１週あたりの希望日数 

回答
者数
（人）

１～２
日

３～４
日

５日 無回答
平均
日数
（日）

自宅 207 49.3 26.1 18.8 5.8 3.0

祖父母宅や友人・知人宅 58 82.8 10.3 6.9 0.0 1.7

習い事 261 68.6 26.8 3.8 0.8 2.2

学童クラブ 309 7.1 22.7 66.7 3.6 4.5

児童館 61 65.6 14.8 18.0 1.6 2.5

キッズ・プラザ 133 43.6 24.8 27.8 3.8 3.1

放課後子ども教室 28 57.1 14.3 25.0 3.6 2.5

ファミリー・サポート事業 6 83.3 16.7 0.0 0.0 2.0

その他 99 78.8 13.1 6.1 2.0 2.1

単位（％）

 
 

図表３－７－３ 学童クラブの利用希望時間（単数回答） 

27.2 

52.4 

14.9 

4.5 
1.0 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

17時

まで

18時

まで

19時

まで

19時後

まで

無回答

回答者数

=309人
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②高学年（４～６年生） 

小学校高学年時の放課後の過ごし方の希望は、「習い事（ピアノ教室、スポーツクラブ、

学習塾など）」が 34.7％と最も多く、次いで「自宅」が 25.3％、「学童クラブ」が 14.4％

となっている。 

 

図表３－７－４ 小学校高学年時の放課後の過ごし方の希望（複数回答） 

25.3 

6.6 

34.7 

14.4 

6.9 

13.7 

4.7 

0.3 

11.1 

51.2 

0% 20% 40% 60%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、スポーツクラブ、

学習塾など）

学童クラブ

児童館（ふれあいの家含む）

キッズ・プラザ

放課後子ども教室

ファミリー・サポート事業

その他（公園、図書館など）

無回答

回答者数=637人

 



75 

学童クラブを希望した人の１週あたりの利用希望日数は、「５日」が 47.8％、「３～４日」

が 27.2％、「１～２日」が 15.2％となっている。また、利用希望時間は、「18時まで」が

50.0％、「17時まで」が 25.0％、「19時まで」が 13.0％となっている。 

 

図表３－７－５ 過ごし方別の１週あたりの希望日数 

回答
者数
（人）

１～２
日

３～４
日

５日 無回答
平均
日数
（日）

自宅 161 59.6 18.6 19.3 2.5 2.7

祖父母宅や友人・知人宅 42 78.6 9.5 7.1 4.8 1.8

習い事 221 48.9 45.7 5.0 0.5 2.6

学童クラブ 92 15.2 27.2 47.8 9.8 4.1

児童館 44 59.1 18.2 15.9 6.8 2.5

キッズ・プラザ 87 44.8 23.0 24.1 8.0 3.1

放課後子ども教室 30 63.3 20.0 10.0 6.7 2.3

ファミリー・サポート事業 2 50.0 50.0 0.0 0.0 2.0

その他 71 74.6 14.1 9.9 1.4 2.1

単位（％）

 

 

図表３－７－６ 学童クラブの利用希望時間（単数回答） 

25.0 

50.0 

13.0 
7.6 

4.3 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

17時

まで

18時

まで

19時

まで

19時後

まで

無回答

回答者数

=92人
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（２）土曜日、日曜日・祝日の学童クラブの利用意向 

問 27 あて名のお子さんについて、①土曜日、②日曜日・祝日に、学童クラブの利用を希

望しますか。１つに○をし、希望する場合は、利用したい時間帯を記入してください。 

①土曜日 

低学年時または高学年時に学童クラブの利用を希望した人の土曜日の学童クラブの利用意向

は、「利用する必要はない」が 60.3％と最も多く、次いで「低学年（１～３年生）の間は利用

したい」が 21.4％、「高学年（４～６年生）になっても利用したい」が 13.1％となっている。 

希望開始時間は、「９時台から」が 44.5％と最も多く、次いで「８時台から」が 33.5％、

「10時台以降から」が 10.5％となっている。希望終了時間は、「18時まで」が 49.0％と最

も多く、次いで「17時まで」が 33.0％、「19時まで」が 11.0％となっている。 

 

図表３－７－７ 土曜日の学童クラブの利用意向（単数回答） 

低学年（１～３年生）

の間は利用したい

21.4%

高学年（４～６年生）

になっても利用したい

13.1%利用する

必要はない

60.3%

無回答

5.2%

回答者数

=580人

 
 

  図表３－７－８ 希望開始時間（単数回答）      図表３－７－９ 希望終了時間（単数回答） 

5.0 

33.5 

44.5 

10.5 
6.5 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

７時台

以前

から

８時台

から

９時台

から

10時台

以降から

無回答

回答者数

=200人

33.0 

49.0 

11.0 

2.5 4.5 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

17時

まで

18時

まで

19時

まで

19時後

まで

無回答

回答者数

=200人
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②日曜日・祝日 

低学年時または高学年時に学童クラブの利用を希望した人の日曜日の学童クラブの利用意

向は、「利用する必要はない」が 78.4％と最も多く、次いで「低学年（１～３年生）の間は利

用したい」が 8.3％、「高学年（４～６年生）になっても利用したい」が 6.9％となっている。 

希望開始時間は、「９時台から」が 62.5％と最も多く、次いで「８時台から」が 27.3％、

「７時台以前から」が 6.8％となっている。希望終了時間は、「18時まで」が 56.8％と最も

多く、次いで「17時まで」が 25.0％、「19時まで」が 12.5％となっている。 

 

図表３－７－１０ 日曜日・祝日の学童クラブの利用意向（単数回答） 

低学年（１～３年生）

の間は利用したい

8.3%

高学年（４～６年生）に

なっても利用したい

6.9%

利用する

必要はない

78.4%

無回答

6.4%

回答者数

=580人

 

 

図表３－７－１１ 希望開始時間（単数回答）   図表３－７－１２ 希望終了時間（単数回答） 

6.8 

27.3 

62.5 

3.4 

0%

20%

40%

60%

80%

７時台

以前

から

８時台

から

９時台

から

無回答

回答者数

=88人

25.0 

56.8 

12.5 
3.4 2.3 

0%

20%

40%

60%

80%

17時

まで

18時

まで

19時

まで

19時後

まで

無回答

回答者数

=88人
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（３）夏休み・冬休み等の学童クラブの利用意向 

問 28 あて名のお子さんについて、夏休み・冬休み等に、学童クラブの利用を希望します

か。１つに○をし、希望する場合は、利用したい時間帯を記入してください。 

夏休み・冬休み等の学童クラブの利用意向は、「低学年（１～３年生）の間は利用したい」

が 34.9％と最も多く、次いで「高学年（４～６年生）になっても利用したい」が 24.8％、「利

用する必要はない」が 14.9％となっている。 

希望開始時間は、「９時台から」が 45.3％と最も多く、次いで「８時台から」が 44.7％、

「７時台以前から」、「10時台以降から」が 3.4％となっている。希望終了時間は、「18時

まで」が 45.3％と最も多く、次いで「17時まで」が 36.8％、「19時まで」が 12.1％となっ

ている。 

 

図表３－７－１３ 夏休み・冬休み等の学童クラブの利用意向（単数回答） 

低学年（１～３年生）の

間は利用したい

34.9%

高学年（４～６年生）に

なっても利用したい

24.8%

利用する

必要はない

14.9%

無回答

25.4%

回答者数

=637人

 

 

   図表３－７－１４ 希望開始時間（単数回答）   図表３－７－１５ 希望終了時間（単数回答） 

3.4 

44.7 45.3 

3.4 3.2 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

７時台

以前

から

８時台

から

９時台

から

10時台

以降から

無回答

回答者数

=380人

36.8 

45.3 

12.1 

3.2 2.6 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

17時

まで

18時

まで

19時

まで

19時後

まで

無回答

回答者数

=380人
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８．職場の両立支援制度について 

（１）育児休業の取得状況 

問 29 あて名のお子さんが生まれた時、育児休業を取得しましたか。①父親、②母親それ

ぞれ１つに○をしてください。取得していない方はその理由を下の表から選んで番号

を記入してください。 

育児休業の取得状況をみると、父親は、「取得しなかった」が 89.7％と最も多く、次いで

「取得した」が 4.1％、「働いていなかった」が 1.1％となっている。 

母親は、「取得した」が 48.9％と最も多く、次いで「働いていなかった」が 33.0％、「取

得しなかった」が 13.8％となっている。 

 

図表３－８－１ 育児休業の取得状況（単数） 

  [父親]                           [母親] 

働いていなかった

1.1% 取得した

4.1%
取得中である

0.1%

取得しなかった

89.7%

無回答

4.9%

回答者数

=2,639人

働いて

いなかった

33.0%

取得した

48.9%

取得中である

2.6%

取得しなかった

13.8%

無回答

1.7%

回答者数

=2,639人
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育児休業を取得していない理由をみると、父親は「配偶者が育児休業制度を利用した」が

33.9％と最も多く、次いで「仕事が忙しかった」が 26.6％、「職場に育児休業をとりにくい

雰囲気があった」が 18.9％となっている。 

母親は、「職場に育児休業制度がなかった（就業規則に定めがなかった）」が 23.8％と最

も多く、次いで「子育てや家事に専念するため退職した」が 21.6％、「仕事が忙しかった」、

「収入が減り、経済的に苦しくなる」が 12.9％となっている。 

 

図表３－８－２ 育児休業を取得していない理由（複数回答） 

                [父親]                   [母親] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.3 

23.8 

6.3 

0.5 

1.4 

5.2 

4.9 

12.9 

8.8 

5.5 

0.5 

12.9 

5.8 

4.7 

21.6 

24.9 

18.9 

0% 10% 20% 30% 40%

33.9 

16.0 

18.9 

1.5 

0.0 

0.5 

0.6 

26.6 

0.4 

4.9 

4.3 

15.6 

1.5 

17.8 

0.4 

5.9 

22.3 

0% 10% 20% 30% 40%

配偶者が育児休業制度を利用した

職場に育児休業制度がなかった

（就業規則に定めがなかった）

職場に育児休業をとりにくい

雰囲気があった

育児休業を取得できることを知らなかった

産前産後の休暇（産前6週間、産後8週

間）を取得できることを知らず退職した

有期雇用のため育児休業の

取得要件を満たさなかった

育児休業をすると保育園等に

預けるのが難しかった

仕事が忙しかった

仕事に早く復帰したかった

休むと仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格などが遅れそうだった

収入が減り、経済的に苦しくなる

保育園などに預けることができた

配偶者が就労していない、祖父母等の

親族にみてもらえるなど必要がなかった

子育てや家事に専念するため退職した

その他

無回答

（父親）回答者数=2,368人

（母親）回答者数=365人



81 

（２）育児休業を取得した人の状況 

問 30 育児休業取得後、職場に復帰しましたか。①父親、②母親それぞれ１つに○をして

ください。 

育児休業を取得した人の育児休業取得後の職場復帰状況をみると、父親は「育児休業取得

後、職場に復帰した」が 89.9％となっている。 

母親は、「育児休業取得後、職場に復帰した」が 85.9％、「育児休業中（終了時）に離職

した」が 6.4％となっている。 

 

図表３－８－３ 育児休業取得後の職場復帰状況（単数回答） 

       [父親]                       [母親] 

育児休業取得後、

職場に復帰した

89.9%

育児休業中（終了

時）に離職した

0.0%

無回答

10.1%

回答者数

=109人

育児休業取得後、

職場に復帰した

85.9%

育児休業中（終了

時）に離職した

6.4% 無回答

7.8%

回答者数

=1,290人
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（３）職場復帰のタイミング 

問 30-1 「１」（職場に復帰した）に○をした方に伺います。職場に復帰したタイミング

とその時のお子さんの年齢はいくつですか。（○は１つ） 

「育児休業取得後、職場に復帰した」と回答した人の職場復帰のタイミングをみると、父親は「育

児休業終了時」が 62.2％、「年度初め（保育園入園にあわせて）」が 7.1％となっている。 

母親は、「年度初め（保育園入園にあわせて）」が 71.6％、「育児休業終了時」が 10.8％

となっている。 

職場に復帰した時の子どもの年齢をみると、父親は「１か月以上３か月未満」が 36.7％と

最も多く、次いで「１か月未満」、「３か月以上６か月未満」が 14.3％となっている。 

母親は、「６か月以上１歳未満」が 38.8％と最も多く、次いで「１歳以上２歳未満」が 38.0％、

「６か月未満」が 9.3％となっている。 
 

図表３－８－４ 職場復帰のタイミング（単数回答） 

       [父親]                          [母親] 

年度初め（保育園

入園にあわせて）

7.1%

育児休業終了時

62.2%

その他

23.5%

無回答

7.1%

回答者数

=98人

年度初め（保育園

入園にあわせて）

71.6%

育児休業

終了時

10.8%

その他

10.8%

無回答

6.8%

回答者数

=1,108人

 
 

図表３－８－５ 職場復帰時の子どもの年齢 
       [父親]                          [母親] 

１か月未満

14.3%

１か月以上

３か月未満

36.7%

３か月以上

６か月未満

14.3%

６か月以上

１歳未満

12.2%

１歳以上

13.3%

無回答

9.2%

回答者数

=98人

６か月未満

9.3%

６か月以上

１歳未満

38.8%

１歳以上

２歳未満

38.0%

２歳以上

３歳未満

1.9%

３歳以上

1.4%

無回答

10.6%

回答者数

=1,108人
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（４）収入による母親の育児休業の取得と職場復帰の時期について 

世帯ごとの想定収入（以下、想定世帯収入という。）を算出したところ、400万円以上が 86.0%、

400万円未満が 14.0％となっている。 

育児休業を取得したまたは取得中であると回答した母親がいる世帯を、想定世帯収入別にみると

想定世帯収入 400万円未満で 28.0％、400万円以上で 56.1％となっている。 

また、育児休業を取得したと回答した母親の職場復帰時の子どもの年齢は、想定世帯収入 400

万円未満世帯で「6か月未満」が 16.2％、「6か月以上 1歳未満」が 32.4％、「1歳以上 2歳未満」

が 36.8％となっており、想定世帯収入 400万以上世帯で「6か月未満」が 8.8％、「6か月以上 1

歳未満」が 39.5％、「1歳以上 2歳未満」が 38.0％となっている。育児休業の取得、職場復帰時

期は世帯収入によって差があると推測される。 

※平成 29年国民生活基礎調査（厚生労働省）の結果より、世帯所得の中央値（442万円）を参考
とし、400万円を基準とした。 

図表３－８－６ 母親の育児休業取得状況 
[想定世帯収入 400万円未満世帯]          [想定世帯収入 400万円以上世帯] 

働いてい

なかった

43.5%

取得した

26.6%
取得中

である

1.4%

取得しなかった

24.3%

無回答

4.2%

回答者数

=354人

  

働いてい

なかった

30.9%

取得した

53.2%

取得中である

2.9%

取得しなかった

12.0% 無回答

1.1%

回答者数

=2,173人

 

図表３－８－７ 母親の職場復帰時期の子どもの年齢 
[想定世帯収入 400万円未満世帯]           [想定世帯収入 400万円以上世帯] 

6か月未満

16.2%

6か月以上

1歳未満

32.4%

1歳以上

2歳未満

36.8%

2歳以上

3歳未満

0.0%

3歳以上

1.5%

無回答

13.2%

回答者数

=68人

  

6か月未満

8.8%

6か月以上

1歳未満

39.5%

1歳以上

2歳未満

38.0%

2歳以上

3歳未満

2.0%

3歳以上

1.2%

無回答

10.5%

回答者数

=1,010人
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（５）希望の職場復帰時期 

問 31 仕事に復帰した際に、必ず希望の施設に入れるとしたら、いつまで育児休業を取得

したいですか。（○は１つ、希望の復帰時期をお答えください。） 

希望の職場復帰時期について、父親は「子どもが１歳になるまで取得したい」が 43.1％と最

も多く、次いで「子どもが２歳になるまで取得したい」「子どもが３歳になるまで取得したい」

が 7.3％となっている。 

母親は、「子どもが１歳になるまで取得したい」が 38.8％と最も多く、次いで「子どもが

２歳になるまで取得したい」が 28.2％、「子どもが３歳になるまで取得したい」が 24.7％と

なっている。 

 

図表３－８－８ 希望の職場復帰時期 

[父親]   

子どもが1歳にな

るまで取得したい

43.1%

子どもが2歳にな

るまで取得したい

7.3%

子どもが3歳にな

るまで取得したい

7.3%

その他

19.3%

無回答

22.9%

回答者数

=109人

 

 

[母親] 

子どもが1歳にな

るまで取得したい

38.8%

子どもが2歳になる

まで取得したい

28.2%

子どもが3歳にな

るまで取得したい

24.7%

その他

4.1%

無回答

4.2%

回答者数

=1,290人
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（６）希望の時期に復帰できなかった理由 

問 32 希望の時期に復帰できなかった（しなかった）理由は何ですか。         

（あてはまる番号すべてに○） 

父親の希望より早く復帰した人の理由は、「人事異動や業務の節目など仕事の都合」が

29.6％と最も多く、次いで「経済的な理由」が 24.5％、「希望する保育園等に入るため」が

14.3％となっている。 

母親の希望より早く復帰した人の理由は、「希望する保育園等に入るため」が 66.5％と最

も多く、次いで「経済的な理由」が 16.5％、「人事異動や業務の節目など仕事の都合」が 13.0％

となっている。母親の希望より遅く復帰した人の理由は、「希望する保育園等に入れなかっ

たため」が 32.1％と最も多く、次いで「子どもをみてくれる人がいなかった」が 7.5％、「職

場の受け入れ態勢が整っていなかった」が 4.0％となっている。 

 

図表３－８－９ 父親の希望の時期に復帰できなかった理由（複数回答） 

        [希望より早く復帰した理由]                 [希望より遅く復帰した理由] 

14.3 

3.1 

24.5 

29.6 

10.2 

8.2 

30.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

希望する保育園等

に入るため

配偶者や家族の希望

経済的な理由

人事異動や業務の

節目など仕事の都合

子どもを

みてくれる人がいた

その他

無回答

回答者数=98人

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

3.2

96.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

希望する保育園等に

入れなかったため

自分や子どもの体調が

思わしくなかった

配偶者や家族の希望

職場の受け入れ態勢が

整っていなかった

子どもをみてくれる人が

いなかった

その他

無回答

回答者数=31人

 

図表３－８－１０ 母親の希望の時期に復帰できなかった理由（複数回答） 

        [希望より早く復帰した理由]                 [希望より遅く復帰した理由] 

66.5

1.3

16.5

13.0

1.5

7.6

22.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

希望する保育園等

に入るため

配偶者や家族の希望

経済的な理由

人事異動や業務の

節目など仕事の都合

子どもを

みてくれる人がいた

その他

無回答

回答者数=947人

32.1

1.6

2.9

4.0

7.5

7.5

56.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

希望する保育園等に

入れなかったため

自分や子どもの体調が

思わしくなかった

配偶者や家族の希望

職場の受け入れ態勢が

整っていなかった

子どもをみてくれる人が

いなかった

その他

無回答

回答者数=374人
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（７）短時間勤務制度の利用状況 

問 33 育児休業から職場復帰時には、短時間勤務制度を利用しましたか。１つに○をし、

利用したかったがしなかった方はその理由を下の表から選んで番号を記入してくだ

さい。 

職場復帰時の短時間勤務制度の利用状況について、父親は「利用する必要がなかった（も

ともと短時間勤務等）」が 40.8％と最も多く、次いで「利用したかったが、しなかった（で

きなかった）」が 37.8％、「利用した」が 6.1％となっている。 

母親は、「利用した」が 64.5％と最も多く、次いで「利用したかったが、しなかった（で

きなかった）」が 19.3％、「利用する必要がなかった（もともと短時間勤務等）」が 12.4％

となっている。 

 

図表３－８－１１ 父親の職場復帰時の短時間勤務制度の利用状況（単数回答） 

利用する必要が

なかった（もともと

短時間勤務等）

40.8%

利用した

6.1%

利用したかったが、

しなかった

（できなかった）

37.8%

無回答

15.3%

回答者数

=98人

 

 

図表３－８－１２ 母親の職場復帰時の短時間勤務制度の利用状況（単数回答） 

利用する必要がな

かった（もともと短

時間勤務等）

12.4%

利用した

64.5%

利用したかったが、

しなかった

（できなかった）

19.3%

無回答

3.8%

回答者数

=1,108人
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短時間勤務制度を利用しなかった理由は、父親では「仕事が忙しかった」が 40.5％と最も

多く、次いで「職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった」が 29.7％、「短時間勤

務にすると給与が減額される」が 27.0％となっている。 

母親では「短時間勤務にすると給与が減額される」が 47.2％と最も多く、次いで「職場に短時間

勤務制度を取りにくい雰囲気があった」が 33.6％、「仕事が忙しかった」が 31.3％となっている。 
 

図表３－８－１３ 父親の短時間勤務制度を利用しなかった理由（複数回答） 

29.7 

40.5 

27.0 

5.4 

24.3 

8.1 

16.2 

2.7 

5.4 

10.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

職場に短時間勤務制度を取りにくい

雰囲気があった

仕事が忙しかった

短時間勤務にすると給与が減額される

短時間勤務にすると保育園に入りにくい

配偶者が短時間勤務制度や

育児休業制度を利用した

配偶者が就労していない、祖父母等の

親族にみてもらえるなど必要がなかった

短時間勤務制度がなかった

短時間勤務制度を利用できることを

知らなかった

その他

無回答

回答者数=37人

 
 

図表３－８－１４ 母親の短時間勤務制度を利用しなかった理由（複数回答） 

33.6 

31.3 

47.2 

24.8 

0.0 

2.3 

15.4 

1.4 

10.3 

8.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

職場に短時間勤務制度を取りにくい

雰囲気があった

仕事が忙しかった

短時間勤務にすると給与が減額される

短時間勤務にすると保育園に入りにくい

配偶者が短時間勤務制度や

育児休業制度を利用した

配偶者が就労していない、祖父母等の

親族にみてもらえるなど必要がなかった

短時間勤務制度がなかった

短時間勤務制度を利用できることを

知らなかった

その他

無回答

回答者数=214人

 



88 

９．子育て支援全般について 

（１）出産直後に子育てや家事を手伝ってくれた人等の有無 

問 34 あて名のお子さんの出産直後に、お子さんの子育てや家事を手伝ってくれた人や利

用したサービスはありましたか。（あてはまる番号すべてに○） 

出産直後に子育てや家事を手伝ってくれた人等の有無は、「あなたの配偶者・パートナー」

が 80.1％と最も多く、次いで「里帰り出産先の子どもの祖父母」が 45.3％、「その他の子ど

もの祖父母」が 44.2％となっている。 

 

図表３－９－１ 出産直後に子育てや家事を手伝ってくれた人等の有無（複数回答） 

80.1 

45.3 

44.2 

11.0 

7.2 

1.2 

7.9 

2.0 

2.7 

2.0 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あなたの配偶者・パートナー

里帰り出産先の子どもの祖父母

その他の子どもの祖父母

子どもの祖父母以外の親族

産後ケア事業

ほほえみサービス

（社会福祉協議会が実施しているサービス）

友人・知人

NPO法人や民間サービス

その他

手伝ってくれた人はいなかった・

サービスは利用しなかった

無回答

回答者数=2,639人
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（２）子どもと接する時間 

問 35 仕事のある日にあて名のお子さんと接する時間は、どのくらいありますか。また、

その時間はどのくらいが理想だと思っていますか。①父親、②母親それぞれ１つに○

をしてください。 

現状の子どもと接する時間をみると、父親は「１時間くらい」が 18.7％と最も多く、次い

で「ほとんどない」が 16.8％、「２時間くらい」が 15.6％となっている。 

母親は、「４時間以上」が 48.8％と最も多く、次いで「３時間くらい」が 29.1％、「２時

間くらい」が 10.6％となっている。 

子どもと接する時間の理想は、父親は「４時間以上」が 26.4％と最も多く、次いで「２時

間くらい」が 20.8％、「３時間くらい」が 20.1％となっている。 

母親は、「４時間以上」が 74.8％と最も多く、次いで「３時間くらい」が 13.1％、「２時

間くらい」が 4.7％となっている。 
 

図表３－９－２ 父親が子どもと接する時間（各単数回答） 
  [現状]                          [理想] 

16.8 

14.0 

18.7 

15.6 

11.2 

5.3 

18.6 

0% 10% 20% 30%

ほとんどない

30分くらい

1時間くらい

2時間くらい

3時間くらい

4時間以上

無回答

回答者数

=2,571人

1.7 

9.5 

20.8 

20.1 

26.4 

21.5 

0% 10% 20% 30%

30分くらい

1時間くらい

2時間くらい

3時間くらい

4時間以上

無回答

回答者数

=2,571人

 
 

図表３－９－３ 母親が子どもと接する時間（各単数回答） 
  [現状]                          [理想] 

0.9 

1.7 

4.1 

10.6 

29.1 

48.8 

4.9 

0% 20% 40% 60% 80%

ほとんどない

30分くらい

1時間くらい

2時間くらい

3時間くらい

4時間以上

無回答

回答者数

=1,792人

0.2 

1.1 

4.7 

13.1 

74.8 

6.1 

0% 20% 40% 60% 80%

30分くらい

1時間くらい

2時間くらい

3時間くらい

4時間以上

無回答

回答者数

=1,792人
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（３）子育てや教育に関して気軽に相談できる人や場所 

問 36 あて名のお子さんの子育てや教育に関して、気軽に相談できる人や場所はあります

か。（あてはまる番号すべてに○）                       

また、どのようなことを相談しましたか。下の「相談した内容」から番号を選択し、

⇒以降の（   ）内に番号を記入してください。 

子育てや教育に関して気軽に相談できる人や場所は、「あなたの配偶者、パートナー」が

86.0％と最も多く、次いで「その他の親族」、「友人・知人」が 63.5％となっている。 

 

図表３－９－４ 子育てや教育に関して気軽に相談できる人や場所（複数回答） 

86.0 

63.5 

63.5 

18.8 

34.8 

5.2 

13.1 

0.3 

0.3 

32.9 

0.1 

0.3 

1.3 

0.6 

4.4 

0.5 

0.2 

0.0 

2.4 

2.0 

3.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あなたの配偶者、パートナー

その他の親族

友人・知人

幼稚園の先生

保育園の職員（保育士、看護師など）

児童館等の職員（学童クラブ、

キッズ・プラザ、ふれあいの家含む）

すこやか福祉センター

保健所

子ども家庭支援センター

かかりつけ医

教育相談室

民生・児童委員、次世代育成委員

地域の子育て支援団体

民間の子育て相談

（電話、インターネットなど）

療育センターアポロ園、ゆめなりあ

その他の区役所窓口

母子生活支援施設の子育て電話相談

社会福祉協議会の相談窓口

（ほほえみサービス、地域担当職員など）

その他

気軽に相談できる人（場所）はない

無回答

回答者数=2,639人
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相談相手ごとの相談内容をみると、「あなたの配偶者、パートナー」、「その他親族」、

「友人・知人」に対しては、「子どもの健康や病気」が最も多くなっている。 

「幼稚園の先生」、「保育園の職員」、「児童館等の職員」、「すこやか福祉センター」

に対しては、「子どもの発達」が最も多くなっている。 
 

図表３－９－５ 相談相手ごとの相談内容（複数回答） 

回答
者数
（人）

子どもの
健康や
病気

子どもの
発達

子どもの
しつけ

子育て仲
間がいな
いこと

子育てが
精神的に
負担に
なってい
ること

子どもと
の時間が
十分にと
れない
こと

仕事や自
分のこと
が十分に
できない
こと

子どもの
勉強や
成績

あなたの配偶者、パートナー 2,270 76.8 62.8 73.7 4.5 18.9 11.3 27.7 25.6

その他の親族 1,677 70.6 54.9 56.1 2.8 11.2 8.1 15.3 13.1

友人・知人 1,675 54.6 52.4 54.3 2.2 10.6 8.0 18.2 15.8

幼稚園の先生 496 31.9 58.3 50.8 1.4 1.8 2.2 1.2 10.5

保育園の職員 919 54.8 60.5 55.6 0.2 2.2 3.7 1.7 2.8

児童館等の職員 138 39.9 60.9 37.0 3.6 5.8 1.4 2.2 3.6

すこやか福祉センター 347 39.8 67.1 21.9 1.4 8.6 1.7 3.5 2.0

保健所 9 33.3 44.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

子ども家庭支援センター 8 12.5 25.0 0.0 0.0 12.5 0.0 0.0 0.0

かかりつけ医 868 87.0 39.3 2.8 0.3 1.0 0.3 0.6 0.9

教育相談室 3 0.0 66.7 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

民生・児童委員、次世代育成委員 7 14.3 57.1 71.4 14.3 14.3 14.3 14.3 14.3

地域の子育て支援団体 33 51.5 57.6 48.5 3.0 15.2 15.2 12.1 9.1

民間の子育て相談 16 37.5 37.5 25.0 0.0 31.3 0.0 0.0 0.0

療育センターアポロ園、ゆめなりあ 116 19.0 89.7 21.6 0.9 2.6 0.0 0.0 3.4

その他の区役所窓口 13 7.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

母子生活支援施設の子育て電話相談 4 25.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

社会福祉協議会の相談窓口 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

単位（％）

 

回答
者数
（人）

子どもへ
の接し方
がわから
ないこと

子育てに
自信が持
てない
こと

子育てで
配偶者と
意見があ
わない
こと

保護者同
士の人間
関係

自分や家
族の健康
状態

子育ての
経済的
負担

その他 無回答

あなたの配偶者、パートナー 2,270 9.3 12.6 8.4 19.4 33.3 27.6 6.0 7.9

その他の親族 1,677 6.6 9.5 16.5 10.3 25.0 13.2 3.8 9.4

友人・知人 1,675 7.0 8.7 19.3 16.7 11.5 7.9 5.0 11.0

幼稚園の先生 496 7.1 5.4 1.2 2.4 2.8 0.8 2.2 16.1

保育園の職員 919 8.2 4.2 2.7 1.7 2.9 0.3 1.4 15.9

児童館等の職員 138 8.7 9.4 2.9 2.9 3.6 0.7 4.3 14.5

すこやか福祉センター 347 9.2 10.4 3.7 3.5 4.3 1.4 3.5 10.4

保健所 9 11.1 11.1 0.0 11.1 11.1 0.0 11.1 11.1

子ども家庭支援センター 8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 12.5 12.5 25.0

かかりつけ医 868 1.0 0.8 0.5 0.8 7.7 0.2 0.6 8.6

教育相談室 3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

民生・児童委員、次世代育成委員 7 28.6 14.3 14.3 28.6 14.3 28.6 28.6 0.0

地域の子育て支援団体 33 30.3 33.3 15.2 18.2 15.2 3.0 12.1 12.1

民間の子育て相談 16 25.0 18.8 18.8 18.8 18.8 0.0 6.3 12.5

療育センターアポロ園、ゆめなりあ 116 18.1 5.2 1.7 0.9 0.0 0.0 2.6 8.6

その他の区役所窓口 13 0.0 7.7 7.7 0.0 0.0 0.0 61.5 23.1

母子生活支援施設の子育て電話相談 4 25.0 50.0 0.0 0.0 0.0 50.0 25.0 0.0

社会福祉協議会の相談窓口 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0  
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（４）情報の入手方法 

問 37 区内の相談窓口・サービス等に関する情報は、どのような方法で入手していますか。

（あてはまる番号すべてに○） 

情報の入手方法をみると、「中野区ホームページ」が 54.1％と最も多く、次いで「中野区

報」が 50.1％、「通っている幼稚園・保育施設等」が 36.1％となっている。 

 

図表３－９－６ 情報の入手方法（複数回答） 

54.1 

50.1 

6.0 

5.3 

13.2 

7.0 

36.1 

32.1 

3.8 

4.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

中野区ホームページ

中野区報

ツイッタ―などのＳＮＳ

子育て応援メールマガジン

子育てハンドブック『おひるね』

中野区の各種相談窓口

通っている幼稚園・保育施設等

保護者同士の口コミ

その他

無回答

回答者数=2,639人
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（５）地域活動への参加状況と参加意向 

問 38 地域の一員として、どのような内容の地域の子どもの育成活動に参加していますか。

また、それらの活動について、今後どのように活動していきたいですか。活動ごと

に、A・Bそれぞれ１つに○をしてください。 

地域の子どもの育成活動への参加状況をみると、いずれの活動においても「参加していな

い」が最も多くなっているが、参加している人では「その他の町内会・自治会活動」に「親

子で参加している」が最も多く 22.0％となっている。次いで「子ども会、子どもと共に進む

会」に「親子で参加している」が 11.0％となっている。 

 

図表３－９－７ 地域の子どもの育成活動への参加状況（各単数回答） 

11.0

22.0

2.3

6.0

2.8

3.0

1.1

0.9

4.6

1.3

0.7

0.6

0.3

0.3

79.2

66.6

85.4

82.6

85.2

85.2

34.6

8.9

6.8

11.0

10.6

11.4

11.5

64.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子ども会、子どもと共に進む会

その他の町内会・自治会活動

ボランティア活動

スポーツ関係の活動

趣味の活動

学習・教養サークルの活動

その他

親子で参加している 親だけで参加している 参加していない 無回答

そ
の
他
地
域
の
子
ど
も
育
成
活
動

回答者数=2,639人
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今後の参加意向をみると、いずれの活動においても「機会があれば、参加したい」が最も

多く、「子ども会、子どもと共に進む会」が 41.1％、「その他の町内会・自治会活動」が 33.8％、

「ボランティア活動」が 40.1％、「スポーツ関係の活動」が 38.7％、「趣味の活動」が 38.3％、

「学習・教養サークルの活動」が 39.1％となっている。「参加は考えていない」は、「子ど

も会、子どもと共に進む会」が 25.7％、「その他の町内会・自治会活動」が 28.1％、「ボラ

ンティア活動」が 30.9％、「スポーツ関係の活動」が 30.5％、「趣味の活動」が 33.0％、

「学習・教養サークルの活動」が 32.0％となっている。 

 

図表３－９－８ 地域の子どもの育成活動への今後の参加意向（各単数回答） 

8.3

17.2

2.2

4.7

2.5

2.3

1.1

41.1

33.8

40.1

38.7

38.3

39.1

10.0

1.5

2.3

2.6

2.8

5.1

4.8

0.7

13.3

9.4

12.5

12.1

9.7

10.0

2.0

25.7

28.1

30.9

30.5

33.0

32.0

18.9

10.1

9.3

11.8

11.2

11.3

11.7

67.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

子ども会、子どもと共に進む会

その他の町内会・自治会活動

ボランティア活動

スポーツ関係の活動

趣味の活動

学習・教養サークルの活動

その他

続けていきたい 機会があれば、参加したい

子どもを預けることができたら参加したい 子どもが小学生以上になったら参加したい

参加は考えていない 無回答

そ
の
他
地
域
の
子
ど
も
育
成
活
動

回答者数=2,639人
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（６）進めてほしい子育て支援策 

問 39 今後、子育て支援策として、どのようなことを望みますか。           

（あてはまる番号すべてに○） 

子育て支援策として望むことをみると、「子どもが安心して放課後を過ごせる居場所づく

り」が 67.9％と最も多く、次いで「児童手当・子どもの医療費・保育料・教育費など子育て

費用の助成」が 65.1％、「犯罪から子どもを守る体制の整備」が 62.3％となっている。 

 

図表３－９－９ 子育て支援策として望むこと（複数回答） 

14.2 

22.7 

29.3 

65.1 

43.3 

49.7 

24.9 

29.3 

67.9 

23.8 

34.4 

62.3 

26.3 

20.9 

41.6 

25.3 

3.9 

3.4 

0% 20% 40% 60% 80%

妊娠前の相談・支援の充実

妊娠中の相談・支援の充実

出産・乳幼児健診などの

母子保健対策の充実

児童手当・子どもの医療費・保育料・

教育費など子育て費用の助成

幼児期の教育の充実

多様な保育サービスの充実

子育てや子どもの発達などについての

不安や悩みの相談支援体制の充実

子育て中の親や子どもが気軽に集うこ

とのできる場所・機会の充実

子どもが安心して放課後を過ごせる

居場所づくり

出産退院後、身の回りの世話をしてくれ

る家事や育児への支援体制の拡充

保護者の入院など緊急時における

支援サービスの提供

犯罪から子どもを守る体制の整備

子どもへの虐待防止対策と体制の整備

家事・育児への男女共同参画の

意識づくり

子育てしやすい労働環境づくりに

向けた企業への啓発

子どもの育成活動への支援

その他

無回答

回答者数=2,639人
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（７）区の子育て支援策に関する意見・要望 

問 40 区の子育て支援策に関するご意見・ご要望がありましたら、自由にご記入ください。 

（1738件について分類・要約して記載） 

 

１）保育・教育・子育て支援サービスについて 543件 

①保育園の増設・待機児童について 73件 

○働く時間の多い、少ないに関わらず、希望する全員が、認可保育園に入れるようにするべ

きだと思います。 

○保育の質を下げずに待機児童対策に力を入れて欲しい。 

○保育園の心配をせず、育休期間や育児を楽しむことができるようになることを望みます。 

②子育て支援サービスについて 122件 

○病児保育の施設を増やして欲しい。 

○ファミリー・サポート事業を利用したいと思いましたが、ほぼ初対面となる人に預ける

ことに不安があり、利用できませんでした。協力会員の方々とふれあえる場を作って頂

けるとハードルが低くなるかなと思いました。 

○核家族が増えていると思うので、子どもを手軽に預けられるサービスを充実させてもら

えると有難いです。 

○一時保育をもっと気軽に利用できるようにして欲しい。 

○ファミリー・サポート事業の登録をもっと簡単にして欲しいです。 

○理由を問わない土日の一時保育サービスがあると、とても助かります。 

③子育て情報・相談について 86件 

○区の窓口に何度か相談に行きましたが、担当の方によって違う案内をされ、手続きが無

効となったり、希望通りに申し込めなかったりしたことがありました。区民にとってわ

かりやすい、利用しやすく窓口にして欲しいです。 

○土、日曜日に相談できる支援施策を充実させて欲しい。 

○妊娠、出産期には区の施設等に出向くことがなかなか出来ません。SNSやインターネット

で分かりやすく情報を開示して欲しいと思います。 

④保育サービスについて 100件 

○教育・福祉の分野への投資は未来への大切な投資と考え、保育施設等の安易で早急な民

営化はやめてもらいたい。 

○土日関係なく就労しているため、認可保育園での土日利用をできるようにして欲しい。 

○保育料を減額して欲しい。 

○休日保育を毎週利用しているのですが、延長保育があると助かります。 
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⑤幼稚園について 162件 

○私立の幼稚園に通っていますが、延長保育の料金が高くて困っています。上限額を決め

たり、助成金が出ると助かります。 

○幼稚園に子どもを預けながら仕事をするのは本当に大変です。お預かり保育を無料にし

てほしい。 

○幼稚園に入れたくても、長期休暇中の預かり保育先や早期の夕方の延長保育ができない

ため、保育園に入れざるを得ません。その辺のサポートをもう少し充実してもらえると、

共働き世帯には嬉しいと思います。 

 

２）居場所・遊び場について 392件 

○ボールを使って遊べる公園や広場がなかなか無く、鬼ごっこ、野球やサッカーをすると

注意されたと子どもが言っています。子どもが安心しておもいっきり遊べる場所を作っ

て欲しい。 

○児童館の充実をお願いします。自宅以外の子どもの行き場が少なく休みの日に親と子ど

もが集える児童館は必要です。 

○小学生の子どもたちが過ごせる場所をもっと増やして欲しい 

○幼稚園に通っている子ども達にとってみると、児童館は少なくなり、居場所がなくなっ

ていると思います。 

○児童館は、特に小学生にとって大事な場所です。子どもの施設、サービスは縮小するこ

とないようにしていただきたいと思います。 

○すこやか福祉センターの子育てひろばを日曜日も開いて欲しいです。 

○中部すこやか福祉センターは場所が遠い上にアクセスも悪く大変不便です。 

○すべての小学校にキッズプラザを早急に設置して欲しい。 

○雨の日、寒い時期にも親子が楽しめる場所となる施設があると良いです。 

○共働きで子育てしている世帯が増えている影響で小学生が夏休みに過ごす場が少なくな

っています。学童以外でも過ごせる場があってもいいと思います。 

○子どもがのびのび遊ぶことができるような、プレーパークや公園などを造って欲しい。 

○公園に遊具をもっと置いてほしい。 

○親子で気軽に出かけられるカフェ、遊び場を増やして欲しい。 

 

３）経済的負担の軽減・助成について 146件 

○子育てに必要な費用の助成金を充実して欲しいです。 

○子育てに関する助成金などは、所得制限を無くして欲しい。所得の高い低いに関わらず、

公平なサービスが増えることを希望します。 

○妊婦健診への助成の充実を希望します。 
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４）子育て環境について 253件 

○子どもが何人も欲しいと思っても、職場との兼ね合いや保育園への入園の不安、また経

済的不安があり気軽に進めません。産んだ後復帰までの保証が出来ていれば安心して次

の子が産めます。 

○犯罪や不審者が増えているため、地域の情報を受けとめて、警察と連携を密にとって欲

しい。 

○中野駅のエレベーター設置を希望します。 

○子どもが小さい事や自分の病気（難病）の事で、職場のパラハラ発言や休みの取り難さ

をリアルタイムで受けています。企業への啓発、対策をお願いしたい。 

○働きたいママはたくさんいます。短時間でも働けるような環境ができれば嬉しいです。 

○専業主婦か共働きか、自由に選べる社会になるといいと思います。 

○自転車の乗り方指導をきちんとして欲しい。自転車のマナーが悪く、子どもが怪我をし

そうで困っています。 

 

５）学童クラブ・学校の教育環境について 215件 

○希望すれば誰でも学童クラブを利用できるよう、施設数を増やして欲しい。 

○学童クラブは原則として小学 3年生までとの事ですが、1人で放課後に自宅で留守番をさ

せるのは不安なので 6年生までを対象としていただきたい。 

○子どもが小学生になってからの放課後の過ごし方について考えています。小学校によっ

ては、誰でも行けるキッズ・プラザがあるとの事なので、区内全ての小学校で、そのサ

ービスを導入して欲しい。長期休み中も利用できるとなお良い。 

○学童クラブの利用可能期間を延ばして欲しい。仕事を続けて行くにあたり、不安があります。 

○保育園から小学校への変化が大きいので、小学校低学年の放課後の居場所に関するサポー

トの充実も検討して欲しい。 

○むやみに学校を統合するのではなく落ち着いた環境を作って守ってほしい。 

○教育により力を入れて行ってほしいです。 

 

６）区の子育て支援策について 109件 

○乳幼児期の子育て中のサポートが、より簡単な手続きで定期的に利用出来るようになっ

て欲しいと願います。 

○困った事があっても、該当の相談窓口がない。どこに相談していいのかわからない。 

○区のホームページの子育て支援ページをもっと分かりやすくして欲しい。どんな支援が

あるか見て分かる方法や調べられる場所があると良いです。 

○来年就学するにあたり、不安はたくさんあるので、区報等ででも情報を発出してもらえ

たら嬉しいです。 

○土日の区役所対応を希望します。平日は仕事を休めず、手続き、相談に伺いたくても行

けません。 

○虐待防止に力を注いでほしい。 
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７）小児医療体制の充実および障害児に対する支援について 63件 

○予防接種（任意のもの）の費用を無料にしてほしい。 

○子どもの病気や緊急時、すぐに対応してくれる病院が少ない。 

○特別支援学級を全学校に設置して欲しい（知的・発達障害児に）。 

○小中学校の先生方に障害がある子どもについての理解をより深めて頂きたい。 

○障害児も受けられるショートステイ施設の充実、設備の増加をお願いします。障害児に

対する知識の向上、研修等、区の窓口職員の対応など、もっと親身になってほしいです。 

○療育センターを利用しています。「通所受給者証」を取得するための窓口が「障がい者

～」という点にとても抵抗を覚えた。 

 

８）その他 17件 

○中野駅周辺にある喫煙所の場所を変更して欲しい。特に中野駅北口側は信号待ちの間に

煙草の煙を吸ってしまうことになり、子どもを連れている時は特に歩く所が限定されて

困る。 

○住民が参加しやすい開かれた地域活動や支援施策を求めています。 
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第４章 就学児童調査（小学校１～６年生）の結果 

１．子どもと家族の状況について 

（１）調査回答者 

問１ この調査票にご回答いただく方は、あて名のお子さんからみた続柄でどなたですか。

（○は１つ） 

調査回答者は、「母親」が 88.9％、「父親」が 10.3％となっている。 

 

図表４－１－１ 調査回答者（単数回答） 

父親

10.3%

母親

88.9%

その他

0.3%

無回答

0.5%

回答者数

=2,473人
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（２）居住地域 

問 2 お住まいの地域をお答えください。（○は１つ、（  ）内は数字を記入） 

居住地域では、「中央」が 9.3％と最も多く、次いで「南台」、「中野」が 7.2％となって

いる。 

すこやか福祉センター管轄地域でみると、『中部すこやか福祉センター』が 28.5％で最も

多く、次いで『北部すこやか福祉センター』が 25.8％、『鷺宮すこやか福祉センター』が 23.4％、

『南部すこやか福祉センター』が 21.1％となっている。 

 

図表４－１－２ 居住地域（単数回答） 

7.2 

6.9 

7.0 

9.3 

5.8 

7.2 

6.2 

4.8 

3.9 

2.1 

2.8 

3.5 

1.9 

6.8 

4.3 

3.9 

3.3 

6.4 

5.5 

1.0 

0% 2% 4% 6% 8% 10%

南台

弥生町

本町

中央

東中野

中野

上高田

新井

沼袋

松が丘

江原町

江古田

丸山

野方

大和町

若宮

白鷺

鷺宮

上鷺宮

無回答

『南部すこやか福祉

センター』=21.1%

『中部すこやか福祉

センター』=28.5%

『北部すこやか福祉

センター』=25.8%

『鷺宮すこやか福祉

センター』=23.4%

回答者数

=2,473人
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（３）子どもの学年 

問 3 あて名のお子さんの生まれた年と月を記入してください。（数字を記入） 

子どもの学年では、「小学５年生」が 23.0％と最も多く、次いで「小学６年生」が 22.3％、

「小学４年生」が 19.7％、「小学３年生」が 14.0％、「小学２年生」が 10.4％、「小学１

年生」が 8.1％となっている。 
 

図表４－１－３ 子どもの年齢（単数回答） 

小学１年生

8.1%

小学２年生

10.4%

小学３年生

14.0%

小学４年生

19.7%

小学

５年生

23.0%

小学

６年生

22.3%

無回答

2.5%

回答者数

=2,473人

 

（４）子どもの人数と年齢 

問 4 あて名のお子さんを含め、お子さんは全部で何人いらっしゃいますか。また、それぞ

れのお子さんの年齢をお答えください。（数字を記入） 

子どもの人数は、「２人」が 47.4％と最も多く、次いで「１人」が 38.5％、「３人」が 12.1％

となっており、平均は 1.8人となっている。 

兄弟が２人以上の場合の末子の年齢は、「７歳」「８歳」が 16.7％と最も多く、次いで「10

歳」が 15.0％となっており、平均は 8.6歳となっている。 
 

図表４－１－４ 子どもの人数（単数回答） 

１人

38.5%

２人

47.4%

３人

12.1%

４人以上

1.8%

無回答

0.1%

回答者数=2,473人
平均=1.8人

  



103 

（５）子どもの主たる養育者 

問 5 あて名のお子さんの子育てや教育を主に行っているのは、あて名のお子さんからみた

続柄でどなたですか。（○は１つ） 

子どもの主たる養育者は、「父母ともに」が 60.7％と最も多く、次いで「主に母親」が 36.7％、

「主に父親」が 1.5％となっている。 

 

図表４－１－５ 子どもの主たる養育者（単数回答） 

60.7 

1.5 

36.7 

0.6 

0.4 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80%

父母ともに

主に父親

主に母親

主に祖父母

その他

無回答

回答者数

=2,473人
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（６）保護者の年齢 

問 6 あて名のお子さんの父親・母親の年齢をお答えください。（○はそれぞれ１つ） 

父親の年齢は、「45歳以上」が 53.6％と最も多く、次いで「40-44歳」が 31.5％、「35-39

歳」が 8.4％となっている。 

母親の年齢は、「45歳以上」が 45.0％と最も多く、次いで「40-44歳」が 37.8％、「35-39

歳」が 12.6％となっている。 

 

図表４－１－６ 父親の年齢（単数回答） 

20歳未満

0.0%

20-24歳

0.1%
25-29歳

0.0% 30-34歳

1.2%
35-39歳

8.4%

40-44歳

31.5%
45歳以上

53.6%

無回答

5.2%

回答者数

=2,473人

 

 

図表４－１－７ 母親の年齢（単数回答） 

20歳未満

0.0%

20-24歳

0.0%
25-29歳

0.2%
30-34歳

2.0%
35-39歳

12.6%

40-44歳

37.8%

45歳以上

45.0%

無回答

2.3%

回答者数

=2,473人
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２．保護者の就労状況について 

（１）父親の就労状況 

①就労形態 

問 7 あて名のお子さんの父親について、現在の就労状況をお答えください。（○は１つ） 

「フルタイムで就労しており、育休・介護業中ではない」が 89.9％と最も多く、次いで「パ

ート・アルバイ等で就労しており、育休・介護業中ではない」が 1.8％、「以前は就労して

いたが、現在は就労していない」が 1.2％となっている。 

 

図表４－２－１ 父親の就労形態（単数回答） 

89.9 

0.2 

1.8 

0.0 

1.2 

0.1 

5.3 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイムで就労しており、

育休・介護業中ではない

フルタイムで就労しており、

育休・介護業中

パート・アルバイ等で就労しており、

育休・介護業中ではない

パート・アルバイ等で就労しており、

育休・介護休業中

以前は就労してい たが、

現在は就労していない

これまで就労したことがない

父親はいない

無回答

※『フルタイムで就労

している』=90.1%

※『パート・アルバイト等

で就労している』=1.8%

回答者数=2,473人

 

※『フルタイムで就労している』＝「フルタイムで就労しており、育休・介護業中ではない」＋

「フルタイムで就労しており、育休・介護業中」 

※『パート・アルバイト等で就労している』＝「パート・アルバイト等で就労しており、育休・

介護休業中ではない」＋「パート・アルバイト等で就労しており、育休・介護休業中」 
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②就労状況 

問 7-1 「1」～「4」（就労している）に○をした方に伺います。下記についてお答えくだ

さい。（○は１つ、ただし④（休日の曜日）のみあてはまる番号すべてに○、（   ）

内は数字を記入） 

フルタイムまたはパート・アルバイト等で就労している人の 1週あたりの就労日数は、「５

日」が 72.4％と最も多く、次いで「６日以上」が 22.8％、「３～４日」が 1.2％となってお

り、平均 5.3日となっている。1日あたりの就労時間は、「８時間以上 10時間未満」が 48.8％

と最も多く、次いで「10時間以上」が 34.2％、「６時間以上８時間未満」が 8.4％となって

おり、平均 9.2時間となっている。 

始業時間は、「９時台」が 45.2％と最も多く、次いで「８時台」が 28.4％、「10時以降」

が 12.3％となっている。終業時間は、「12～18時台」が 64.4％と最も多く、次いで「０～

11時台」が 8.6％、「19時台」が 7.7％となっている。 
 

図表４－２－２ １週あたりの就労日数           図表４－２－３ １日あたりの就労時間 
（単数回答）                           （単数回答） 

１～２日

0.3% ３～４日

1.2%

５日

72.4%

６日以上

22.8%

無回答

3.3%

回答者数

=2,274人

平均

＝5.3日

  

0.2 

0.5 

8.4 

48.8 

34.2 

7.9 

0% 20% 40% 60% 80%

４時間未満

４時間以上６時間未満

６時間以上８時間未満

８時間以上10時間未満

10時間以上

無回答

回答者数=2,274人

平均＝9.2時間

 

 
    図表４－２－４ 始業時間（単数回答）      図表４－２－５ 終業時間（単数回答） 

0.8 

0.9 

3.6 

28.4 

45.2 

12.3 

9.0 

0% 20% 40% 60% 80%

６時前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時以降

無回答

回答者数

=2,274人

   

8.6 

64.4 

7.7 

4.4 

2.3 

2.6 

9.9 

0% 20% 40% 60% 80%

０～11時台

12～18時台

19時台

20時台

21時台

22時以降

無回答

回答者数

=2,274人
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休日の形態は、「固定」が 63.4％、「変動有り」が 28.5％となっている。休日の曜日は、

「日曜日」が 94.6％と最も多く、次いで「土曜日」が 81.3％、「水曜日」が 2.8％となって

いる。 

勤務地は、「都内（中野区を除く）」が 72.9％と最も多く、次いで「中野区」が 13.1％、

「都外」が 10.8％となっている。前年度の年収は、「600 万円以上」が 58.0％と最も多く、

次いで「400万円以上 600万円未満」が 23.4％、「200万円以上 400万円未満」が 12.3％と

なっている。 

 

図表４－２－６ 休日の形態（単数回答）   図表４－２－７ 休日の曜日（複数回答） 

固定

63.4%

変動有り

28.5%

無回答

8.1%

回答者数

=2,274人 2.4 

2.6 

2.8 

1.7 

1.0 

81.3 

94.6 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

月曜日

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日

土曜日

日曜日

無回答

回答者数

=1,441人

 

 

図表４－２－８ 勤務地（単数回答）        図表４－２－９ 前年度の年収（単数回答） 

中野区

13.1%

都内（中野区を除く）

72.9%

都外

10.8%

在宅

1.4%

無回答

1.8%

回答者数

=2,274人

  

200万円未満

3.1% 200万円以上

400万円未満

12.3%

400万円以上

600万円未満

23.4%

600万円以上

58.0%

無回答

3.2%

回答者数

=2,274人
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③パートタイム就労者のフルタイムへの転換希望 

問 7-2 「3」または「4」（パート・アルバイト等で就労している）に○をした方に伺いま

す。フルタイム（1週 5日以上・1日 8時間程度の就労）への転換希望はあります

か。（○は１つ） 

パートタイム就労者のフルタイムへの転換希望は、「転換希望はあるが、実現できる見込

みはない」が 40.0％と最も多く、次いで「パート・アルバイト等で働き続けたい」が 37.8％、

「転換希望があり、実現できる見込みがある」が 11.1％となっている。 

 

図表４－２－１０ パートタイム就労者のフルタイムへの転換希望（単数回答） 

転換希望があ

り、実現できる

見込みがある

11.1%

転換希望はある

が、実現できる

見込みはない

40.0%

パート・アルバ

イト等で働き続

けたい

37.8%

仕事をやめて子育て

や家事に専念したい

0.0%

無回答

11.1%

回答者数

=45人
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④未就労者の就労意向 

問 7-3 「5」または「6」（就労していない）に○をした方に伺います。就労したいという

希望はありますか。（○は１つ、（   ）内は数字を記入） 

未就労者の就労意向は、「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」が 37.5％と最も

多く、次いで「子育てや家事などに専念したい（就労希望はない）」が 31.3％、「１年より

先に就労したい」が 6.3％となっている。 

「１年より先に就労したい」と回答した人（２人）が、就労を希望する時の末子の年齢は

12歳となっている。 

 

図表４－２－１１ 未就労者の就労意向（単数回答） 

子育てや家事など

に専念したい（就

労希望はない）

31.3%

１年より先に

就労したい

6.3%

すぐにでも、もし

くは１年以内に

就労したい

37.5%

無回答

25.0%

回答者数

=32人
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⑤１年以内に就労意向のある未就労者が希望する就労形態 

問 7-4 「２」または「３」（就労したい）に○をした方に伺います。希望する就労形態を

お答えください。（○は１つ、（   ）内は数字を記入） 

就労者のうち、就労したいと回答した人が希望する就労形態は、「フルタイム」が 57.1％、

「パート・アルバイト等」が 28.6％となっている。 

パート・アルバイト等を希望する人（４人）の１週あたりの就労希望日数は、平均 3.6日、

１日あたりの就労希望時間は平均 5.8時間となっている。 

 

図表４－２－１２ １年以内に就労意向のある未就労者が希望する就労形態（単数回答） 

フルタイム

57.1%パート・アルバイト等

28.6%

無回答

14.3%
回答者数

=14人
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（２）母親の就労状況 

①就労形態 

問 8 あて名のお子さんの母親について、現在の就労状況をお答えください。（○は１つ） 

母親の就労形態は、「パート・アルバイト等で就労しており、育休・介護業中ではない」

が 37.7％と最も多く、次いで「フルタイムで就労しており、育休・介護業中ではない」が 35.5％、

「以前は就労していたが、現在は就労していない」が 22.3％となっている。 

 

図表４－２－１３ 母親の就労形態（単数回答） 

35.5 

0.4 

37.7 

0.2 

22.3 

2.3 

0.5 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイムで就労しており、

育休・介護業中ではない

フルタイムで就労しており、

育休・介護業中

パート・アルバイ等で就労しており、

育休・介護業中ではない

パート・アルバイ等で就労しており、

育休・介護休業中

以前は就労してい たが、

現在は就労していない

これまで就労したことがない

母親はいない

無回答

※『フルタイムで就労

している』=35.9%

※『パート・アルバイト等

で就労している』=37.9%

回答者数=2,473人

 

※『フルタイムで就労している』＝「フルタイムで就労しており、育休・介護業中ではない」＋

「フルタイムで就労しており、育休・介護業中」 

※『パート・アルバイト等で就労している』＝「パート・アルバイト等で就労しており、育休・

介護休業中ではない」＋「パート・アルバイト等で就労しており、育休・介護休業中」 
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②就労状況 

問 8-1 「1」～「4」（就労している）に○をした方に伺います。下記についてお答えくだ

さい。（○は１つ、ただし④（休日の曜日）のみあてはまる番号すべてに○、（   ）

内は数字を記入） 

フルタイムまたはパート・アルバイト等で就労している人の１週あたりの就労日数は、「５

日」が 53.3％と最も多く、次いで「３～４日」が 29.6％、「１～２日」が 8.2％となってお

り、平均 4.4日となっている。１日あたりの就労時間は、「８時間以上 10時間未満」が 31.2％

と最も多く、次いで「６時間以上８時間未満」が 30.1％、「４時間以上６時間未満」が 24.0％

となっており、平均 6.5時間となっている。 

始業時間は、「９時台」が 48.6％と最も多く、次いで「８時台」が 24.1％、「10時以降」

が 19.2％となっている。終業時間は、「12～16時台」が 38.5％と最も多く、次いで「17時

台」が 35.6％、「18時台」が 12.4％となっている。 
 
図表４－２－１４ １週あたりの就労日数      図表４－２－１５ １日あたりの就労時間 

         （単数回答）                        （単数回答） 

１～２日

8.2%

３～４日

29.6%
５日

53.3%

６日以上

5.8%

無回答

3.2%

回答者数=1,825人

平均＝4.4日

 

8.0 

24.0 

30.1 

31.2 

2.5 

4.2 

0% 20% 40% 60% 80%

４時間未満

４時間以上６時間未満

６時間以上８時間未満

８時間以上10時間未満

10時間以上

無回答

回答者数=1,825人

平均＝6.5時間

 

 
   図表４－２－１６ 始業時間（単数回答）     図表４－２－１７ 終業時間（単数回答） 

0.3 

0.4 

0.9 

24.1 

48.6 

19.2 

6.4 

0% 20% 40% 60% 80%

６時前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時以降

無回答

回答者数

=1,825人

    

3.3 

38.5 

35.6 

12.4 

2.1 

1.3 

6.7 

0% 20% 40% 60% 80%

０～11時台

12～16時台

17時台

18時台

19時台

20時以降

無回答

回答者数

=1,825人
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休日の形態は、「固定」が 58.4％、「変動有り」が 33.8％となっている。休日の曜日は、

「日曜日」が 94.8％と最も多く、次いで「土曜日」が 85.6％、「水曜日」が 13.2％となっ

ている。 

勤務地は、「都内（中野区を除く）」が 59.0％と最も多く、次いで「中野区」が 34.6％、

「在宅」が 2.8％となっている。前年度の年収は、「200万円未満」が 49.5％と最も多く、

次いで「200万円以上 400万円未満」が 20.3％、「400万円以上 600万円未満」が 16.0％と

なっている。 

 

  図表４－２－１８ 休日の形態（単数回答）    図表４－２－１９ 休日の曜日（複数回答） 

固定

58.4%

変動有り

33.8%

無回答

7.8%

回答者数=1,825人

 

10.1 

10.3 

13.2 

9.9 

8.3 

85.6 

94.8 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

月曜日

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日

土曜日

日曜日

無回答

回答者数

=1,066人

 

 

     図表４－２－２０ 勤務地（単数回答）    図表４－２－２１ 前年度の年収（単数回答） 

中野区

34.6%

都内

（中野区を除く）

59.0%

都外

2.1%

在宅

2.8% 無回答

1.6%

回答者数

=1,825人

200万円未満

49.5%

200万円以上

400万円未満

20.3%

400万円以上

600万円未満

16.0%

600万円以上

12.4%

無回答

1.8%

回答者数

=1,825人
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③パートタイム就労者のフルタイムへの転換希望 

問 8-2 「3」または「4」（パート・アルバイト等で就労している）に○をした方に伺いま

す。フルタイム（1週 5日以上・1日 8時間程度の就労）への転換希望はありま

すか。（○は１つ） 

パートタイム就労者のフルタイムへの転換希望は、「パート・アルバイト等で働き続けた

い」が 57.4％と最も多く、次いで「転換希望はあるが、実現できる見込みはない」が 19.7％、

「転換希望があり、実現できる見込みがある」が 6.2％となっている。 

 

図表４－２－２２ パートタイム就労者のフルタイムへの転換希望（単数回答） 

転換希望があり、実現

できる見込みがある

6.2%

転換希望はある

が、実現できる見

込みはない

19.7%

パート・アルバイト

等で働き続けたい

57.4%

仕事をやめて子育て

や家事に専念したい

2.6%

無回答

14.1%

回答者数

=937人
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④未就労者の就労意向 

問 8-3 「5」または「6」（就労していない）に○をした方に伺います。就労したいという

希望はありますか。（○は１つ、（   ）内は数字を記入） 

未就労者の就労意向は、「子育てや家事などに専念したい（就労希望はない）」が 45.0％

と最も多く、次いで「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」が 28.2％、「１年より

先に就労したい」が 20.8％となっている。 

「１年より先に就労したい」と回答した人が、就労を希望する時の末子の年齢は、「12歳

以上」が 53.2％と最も多く、次いで「９～11歳」が 23.8％、「６～８歳」が 7.1％となって

おり、平均は 11.7歳となっている。 

 

図表４－２－２３ 未就労者の就労意向（単数回答） 

子育てや家事など

に専念したい（就

労希望はない）

45.0%

１年より先に就

労したい

20.8%

すぐにでも、もしく

は１年以内に就労

したい

28.2%

無回答

6.1%

回答者数

=607人

 
 
 

図表４－２－２４ 就労を希望する時の末子の年齢（単数回答） 

０～５歳

0.8%
６～８歳

7.1%

９～11歳

23.8%

12歳以上

53.2%

無回答

15.1%

回答者数

=126人

平均

＝11.7歳
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⑤１年以内に就労意向のある未就労者が希望する就労形態 

問 8-4 「２」または「３」（就労したい）に○をした方に伺います。希望する就労形態を

お答えください。（○は１つ、（   ）内は数字を記入） 

未就労者のうち、就労したいと回答した人が希望する就労形態は、「パート・アルバイト

等」が 84.5％、「フルタイム」が 11.4％となっている。 

パート・アルバイト等を希望する人の１週あたりの就労希望日数は平均 3.2日、日あたり

の就労希望時間は平均 4.8時間となっている。 

 

図表４－２－２５ 1年以内に就労意向のある未就労者が希望する就労形態（単数回答） 

フルタイム

11.4%

パート・アルバイト等

84.5%

無回答

4.0%

回答者数

=297人

 

 

 図表４－２－２６ 就労希望日数（単数回答）    図表４－２－２７ 就労希望時間（単数回答） 

１～２日

15.1%

３日

61.8%

４日

15.1%

５日以上

5.6%

無回答

2.4%

回答者数=251人

平均＝3.2日

 

9.2 

33.1 

33.9 

15.5 

5.6 

2.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

４時間未満

４時間以上５時間未満

５時間以上６時間未満

６時間以上７時間未満

７時間以上

無回答

回答者数=251人

平均＝4.8時間
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（３）両親の就労形態からみた家族類型 

両親の就労形態からみた家庭類型は、「フルタイム共働き」が 29.4％と最も多く、次いで

「フルタイム・パート共働き」が 29.0％、「専業主婦（夫）」が 22.3％となっている。 

子どもの学年別にみると、小学１年生から４年生まででは「フルタイム共働き」が最も多

く、いずれも３割台となっているが、小学５、６年生では「フルタイム・パート共働き」が

最も多く、「小学５年生」で 32.8％、「小学６年生」で 33.0％となっている。 

 

図表４－２－２８ 両親の就労形態からみた家庭類型（単数回答） 

5.4 

29.4 

29.0 

22.3 

0.4 

0.3 

13.3 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

ひとり親

フルタイム共働き

フルタイム・パート共働き

専業主婦（夫）

パートタイム共働き

夫婦とも無業

無回答

回答者数=2,473人

 

 

図表４－２－２９ 両親の就労形態からみた家庭類型 

回
答
者
数

（
人

）

ひ
と
り
親

フ
ル
タ
イ
ム
共
働
き

フ
ル
タ
イ
ム
・
パ
ー

ト
共
働
き

専
業
主
婦

（
夫

）

パ
ー

ト
タ
イ
ム
共
働
き

夫
婦
と
も
無
業

無
回
答

2,473 5.4 29.4 29.0 22.3 0.4 0.3 13.3

小学１年生 201 4.5 32.3 26.4 27.4 0.0 0.5 9.0

小学２年生 257 5.8 33.1 24.1 27.6 0.4 0.0 8.9

小学３年生 346 5.2 32.1 25.4 25.7 0.3 0.3 11.0

小学４年生 486 7.2 30.9 30.0 19.8 0.4 0.6 11.1

小学５年生 570 5.4 29.3 32.8 21.1 0.2 0.0 11.2

小学６年生 551 4.5 26.9 33.0 22.0 0.7 0.4 12.5

単位（％）

  

全体

子
ど
も
の
学
年
別

 

※両親の就労形態からみた家族類型：各家庭における父母の有無および就労状況別に類型化した
もの（例：父がフルタイム就労、母がパートタイム就労の場合、フルタイム・パートタイム共
働き） 
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３．放課後の過ごし方について 

（１）放課後の過ごし方 

問 9 あて名のお子さんは、放課後（平日の小学校終了後）の時間をどこで過ごしています

か。あてはまる番号すべてに○をしてください。また、「５」（児童館）、「６」（キ

ッズ・プラザ）以外に○をした場合は、週あたり日数を記入してください。 

放課後の過ごし方は、「自宅」が 70.0％と最も多く、次いで「習い事（ピアノ教室、スポーツ

クラブ、学習塾など）」が 67.4％、「その他（公園、図書館など）」が 22.6％となっている。 

学童クラブを利用している人の１週あたりの利用日数は、「１～２日」が 6.0％と最も多く、

次いで「３～４日」が 20.2％、「５日」が 41.9％となっており、平均 4.3日となっている。 
 

図表４－３－１ 放課後の過ごし方 

70.0 

13.0 

67.4 

13.4 

10.6 

8.9 

1.1 

0.4 

22.6 

4.3 

0% 20% 40% 60% 80%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、スポーツクラブ、

学習塾など）

学童クラブ

児童館（ふれあいの家含む）

キッズ・プラザ

放課後子ども教室

ファミリー・サポート事業

その他（公園、図書館など）

無回答

回答者数=2,473人

 
 

図表４－３－２ 過ごし方別の１週あたりの日数 

回答
者数
（人）

１～２日 ３～４日 ５日 無回答
平均
日数
（日）

自宅 1,730 41.5 23.6 19.9 15.0 2.9

祖父母宅や友人・知人宅 321 62.0 13.4 10.0 14.6 2.1

習い事 1,666 39.5 42.6 10.0 7.9 2.9

学童クラブ 332 6.0 20.2 41.9 31.9 4.3

放課後子ども教室 27 55.6 22.2 14.8 7.4 2.6

ファミリー・サポート事業 10 50.0 10.0 0.0 40.0 1.5

その他 560 63.2 16.6 5.0 15.2 2.0

単位（％）
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子どもの学年別にみると、「学童クラブ」が小学１、２年生では４割以上となっているが、

「小学３年生」以降徐々に減少していき、「小学６年生」では 0.5％となっている。 

就労形態からみた家庭類型別にみると、「学童クラブ」は「フルタイム共働き」で 26.6％、

「ひとり親」で 22.6％となっている。 

 

図表４－３－３ 放課後の過ごし方 

回
答
者
数

（
人

）

自
宅

祖
父
母
宅
や
友
人
・
知
人
宅

習
い
事

（
ピ
ア
ノ
教
室

、

ス
ボ
ー

ツ
ク
ラ
ブ

、
学
習
塾
な
ど

）

学
童
ク
ラ
ブ

児
童
館

（
ふ
れ
あ
い
の
家
含
む

）

キ

ッ
ズ
・
プ
ラ
ザ

放
課
後
子
ど
も
教
室

フ

ァ
ミ
リ
ー

・
サ
ポ
ー

ト
事
業

そ
の
他

（
公
園

、
図
書
館
な
ど

）

無
回
答

2,473 70.0 13.0 67.4 13.4 10.6 8.9 1.1 0.4 22.6 4.3

小学１年生 201 43.3 4.0 38.8 47.3 11.4 15.9 1.5 1.0 10.9 4.5

小学２年生 257 47.5 10.5 52.1 40.9 10.5 14.8 1.6 1.2 12.8 3.1

小学３年生 346 58.1 14.2 65.9 27.7 10.1 18.2 1.4 0.0 21.1 3.8

小学４年生 486 79.0 17.9 71.8 2.3 12.8 7.6 0.8 0.2 32.5 5.6

小学５年生 570 79.3 14.6 73.0 1.4 10.5 5.1 1.2 0.4 24.2 4.4

小学６年生 551 80.2 10.3 75.9 0.5 8.7 3.3 0.5 0.0 23.2 4.2

ひとり親 133 69.2 15.8 55.6 22.6 9.8 6.0 0.8 0.0 23.3 2.3

フルタイム共働き 726 55.1 11.2 59.6 26.6 8.4 9.1 1.0 0.6 15.6 4.1

フルタイム・パート共働き 718 75.5 14.2 71.2 8.4 11.7 10.0 0.6 0.1 27.0 4.2

専業主婦（夫） 552 82.4 12.9 74.6 1.4 11.1 9.8 2.0 0.5 24.8 4.0

パートタイム共働き 9 66.7 0.0 55.6 11.1 0.0 11.1 0.0 0.0 33.3 11.1

夫婦とも無業 7 71.4 14.3 85.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 28.6 14.3

  

全体

子
ど
も
の
学
年
別

就
労
形
態
か
ら
み
た

家
庭
類
型
別

単位（％）
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（２）学童クラブの利用状況 

問 9-1 「４」（学童クラブ）に〇をした方に伺います。①放課後（平日の小学校終了後）、

②土曜日、③夏休み等の利用状況をお答えください。 

①放課後（平日の小学校終了後） 

学童クラブを利用している人の放課後の利用終了時間は、「18時まで」が 47.6％と最も多

く、次いで「17時まで」が 33.4％、「19時まで」が 15.7％となっている。 

 

図表４－３－４ 放課後の利用終了時間（単数回答） 

33.4 

47.6 

15.7 

2.1 1.2 
0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

17時

まで

18時

まで

19時

まで

19時後

まで

無回答

回答者

=332人
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②土曜日 

土曜日の利用状況は、「利用していない」が 80.1％、「利用している」が 18.1％となって

いる。 

利用開始時間は、「９時台から」が 48.3％と最も多く、次いで「８時台から」が 40.0％、

「10時台以降から」が 11.7％となっている。利用終了時間は、「18時まで」が 46.7％と最

も多く、次いで「17時まで」が 45.0％、「19時まで」が 6.7％となっている。 

 

図表４－３－５ 土曜日の利用状況（単数回答） 

利用している

18.1%

利用していない

80.1%

無回答

1.8%

回答者数

=332人

 
 

図表４－３－６ 利用開始時間（単数回答） 図表４－３－７ 利用終了時間（単数回答） 

0.0 

40.0 

48.3 

11.7 

0.0 
0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

７時台

以前

から

８時台

から

９時台

から

10時台

以降から

無回答

回答者数

=60人

 

45.0 46.7 

6.7 
1.7 0.0 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

17時

まで

18時

まで

19時

まで

19時後

まで

無回答

回答者数

=60人
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③夏休み等 

夏休み等の利用状況は、「利用している」が 94.6％、「利用していない」が 3.6％となっ

ている。 

利用開始時間は、「８時台から」が 61.8％と最も多く、次いで「９時台から」が 31.8％、

「10時台以降から」が 4.5％となっている。利用終了時間は、「18時まで」が 45.5％と最も

多く、次いで「17時まで」が 35.4％、「19時まで」が 15.6％となっている。 

 

図表４－３－８ 夏休み等の利用状況（単数回答） 

利用している

94.6%

利用していない

3.6%

無回答

1.8%

回答者数

=332人

 

 

図表４－３－９ 利用開始時間（単数回答）  図表４－３－１０ 利用終了時間（単数回答） 

0.0 

61.8 

31.8 

4.5 1.9 

0%

20%

40%

60%

80%

７時台

以前

から

８時台

から

９時台

から

10時台

以降から

無回答

回答者数

=314人

35.4 
45.5 

15.6 

2.2 1.3 
0%

20%

40%

60%

80%

17時

まで

18時

まで

19時

まで

19時後

まで

無回答

回答者数

=314人
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（３）学童クラブの利用希望 

問 10 あて名のお子さんについて、現在の利用状況にかかわらず、今後、学童クラブの利

用を希望しますか。①～④それぞれについて１つに○をし、希望する場合は、利用

したい日数・時間帯を記入してください。 

①平日 

平日の学童クラブの利用意向をみると、低学年（１～３年生）では、「利用する必要はな

い」が 44.9％、「利用したい」が 42.9％となっている。高学年（４～６年生）では、「利用

する必要はない」が 64.5％、「利用したい」が 14.8％となっている。利用希望日数の平均は、

低学年（１～３年生）では 4.3日、高学年（４～６年生）では 3.8日となっている。 

希望終了時間は、低学年（１～３年生）では、「18時まで」が 44.6％と最も多く、高学年

（４～６年生）では、「18時まで」が 45.2％と最も多くなっている。 
 

図表４－３－１１ 平日の学童クラブの利用意向（単数回答） 
  [低学年（１～３年生）]           [高学年（４～６年生）] 

利用したい

42.9%

利用する

必要はない

44.9%

無回答

12.2%

回答者数

=804人

  

利用したい

14.8%

利用する必要はない

64.5%

無回答

20.7%

回答者数

=2,473人

 

 
図表４－３－１２ 利用希望日数（単数回答） 

  [低学年（１～３年生）]           [高学年（４～６年生）] 

１～２日

11.0%

３～４日

21.7%

５日

60.3%

無回答

7.0%

回答者数=345人
平均＝4.3日

  

１～２日

20.3%

３～４日

35.3%

５日

38.6%

無回答

5.8%

回答者数=365人
平均＝3.8日
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図表４－３－１３ 希望終了時間（単数回答） 
  [低学年（１～３年生）]             [高学年（４～６年生）] 

33.9 

44.6 

14.5 

2.3 4.6 

0%

20%

40%

60%

80%

17時

まで

18時

まで

19時

まで

19時後

まで

無回答

回答者数

=345人

28.5 

45.2 

15.1 

4.7 6.6 

0%

20%

40%

60%

80%

17時

まで

18時

まで

19時

まで

19時後

まで

無回答

回答者数

=365人

 
 

低学年（１～３年生）時の利用意向を子どもの学年別にみると、「利用したい」は「小学１

年生」では 60.7％となっているが、その後減少し、「小学３年生」では 28.3％となっている。 

就労形態からみた家庭類型別にみると、「利用したい」は「ひとり親」および「フルタイ

ム共働き」で多くなっており、いずれも６割以上となっている。 

高学年（４～６年生）時の利用意向を子どもの学年別にみると、「利用したい」は「小学１年生」の

31.8％が最も多くなっているが、低学年（１～３年生）時と比べると、およそ半分程度となっている。 

就労形態からみた家庭類型別にみると、「利用したい」は低学年（１～３年生）時と同様に「ひ

とり親」および「フルタイム共働き」で多くなっているが、その割合は半分以下となっている。 
 

図表４－３－１４ 平日の学童クラブの利用意向 

回
答
者
数

（
人

）

利
用
し
た
い

利
用
す
る
必
要
は
な
い

無
回
答

回
答
者
数

（
人

）

利
用
し
た
い

利
用
す
る
必
要
は
な
い

無
回
答

804 42.9 44.9 12.2 2,473 14.8 64.5 20.7

小学１年生 201 60.7 34.3 5.0 201 31.8 31.8 36.3

小学２年生 257 48.6 42.8 8.6 257 29.2 35.0 35.8

小学３年生 346 28.3 52.6 19.1 346 22.5 34.4 43.1

小学４年生 486 13.6 75.5 10.9

小学５年生 570 6.8 81.6 11.6

小学６年生 551 5.8 82.6 11.6

ひとり親 42 64.3 23.8 11.9 133 20.3 54.9 24.8

フルタイム共働き 261 70.9 19.5 9.6 726 27.0 55.1 17.9

フルタイム・パート共働き 203 31.0 54.2 14.8 718 8.9 72.7 18.4

専業主婦（夫） 215 18.1 69.8 12.1 552 6.5 69.0 24.5

パートタイム共働き 2 0.0 0.0 100.0 9 0.0 77.8 22.2

夫婦とも無業 2 0.0 100.0 0.0 7 0.0 71.4 28.6
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②土曜日 

土曜日の学童クラブの利用意向をみると、低学年（１～３年生）では、「利用したい」が

10.1％、高学年（４～６年生）では、「利用したい」が 4.4％となっている。 

希望開始時間は、低学年（１～３年生）では、「８時台から」、「９時台から」が 44.4％、

高学年（４～６年生）では、「９時台から」が 50.5％と最も多くなっている。 

希望終了時間は、低学年（１～３年生）では、「18時まで」が 46.9％、高学年（４～６年

生）では、「17時まで」が 43.1％と最も多くなっている。 

 

図表４－３－１５ 土曜日の学童クラブの利用意向（単数回答） 

  [低学年（１～３年生）]           [高学年（４～６年生）] 

利用したい

10.1%

利用する必要はない

75.5%

無回答

14.4%

回答者数

=804人
利用したい

4.4%

利用する必要はない

73.2%

無回答

22.4%

回答者数

=2,473人

 

 

図表４－３－１６ 希望開始時間（単数回答） 

  [低学年（１～３年生）]             [高学年（４～６年生）] 
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回答者数

=109人
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図表４－３－１７ 希望終了時間（単数回答） 
  [低学年（１～３年生）]             [高学年（４～６年生）] 

42.0 
46.9 
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60%

80%
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18時
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19時
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無回答

回答者数

=109人

 
 

低学年（１～３年生）時の利用意向を子どもの学年別にみると、「利用したい」は小学１、

２年生では、１割以上となっているが「小学３年生」では１割未満となっている。 

就労形態からみた家庭類型別にみると、「利用したい」は「ひとり親」が 23.8％、「フル

タイム共働き」が 13.0％となっているが、その他では１割未満となっている。 

高学年（４～６年生）時の利用意向を子どもの学年別にみると、「利用したい」は「小学１

年生」が 8.5％で最も多くなっているが、学年が上がるにつれて、その割合は減少している。 

就労形態からみた家庭類型別にみると、「利用したい」は「フルタイム共働き」が 6.5％、

「ひとり親」が 6.0％となっている。 
 

図表４－３－１８ 土曜日の学童クラブの利用意向 
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804 10.1 75.5 14.4 2,473 4.4 73.2 22.4

小学１年生 201 15.4 74.1 10.4 201 8.5 49.3 42.3

小学２年生 257 12.1 77.8 10.1 257 7.0 56.0 37.0

小学３年生 346 5.5 74.6 19.9 346 4.9 50.0 45.1

小学４年生 486 3.7 84.2 12.1

小学５年生 570 3.9 83.7 12.5

小学６年生 551 2.7 84.2 13.1

ひとり親 42 23.8 64.3 11.9 133 6.0 68.4 25.6

フルタイム共働き 261 13.0 75.1 11.9 726 6.5 73.1 20.4

フルタイム・パート共働き 203 9.4 73.4 17.2 718 3.8 76.6 19.6

専業主婦（夫） 215 3.7 82.3 14.0 552 1.6 72.1 26.3

パートタイム共働き 2 0.0 0.0 100.0 9 0.0 66.7 33.3

夫婦とも無業 2 0.0 100.0 0.0 7 0.0 71.4 28.6
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③日曜日・祝日 

日曜日・祝日の学童クラブの利用意向をみると、低学年（１～３年生）では、「利用した

い」が 3.9％、高学年（４～６年生）では、「利用したい」が 2.7％となっている。 

希望開始時間は、低学年（１～３年生）では、「９時台から」が 45.2％、高学年（４～６

年生）では、「９時台から」が 45.6％と最も多くなっている。 

希望終了時間は、低学年（１～３年生）では、「18時まで」が 48.4％、高学年（４～６年

生）では、「17時まで」、「18時まで」が 35.3％と最も多くなっている。 

 

図表４－３－１９ 日曜日・祝日の学童クラブの利用意向（単数回答） 

  [低学年（１～３年生）]                [高学年（４～６年生）]   

利用したい

3.9%

利用する必要はない

81.2%

無回答

14.9%

回答者数

=804人
利用したい

2.7%

利用する必要はない

74.6%

無回答

22.6%

回答者数

=2,473人

 

 

図表４－３－２０ 希望開始時間（単数回答） 

  [低学年（１～３年生）]             [高学年（４～６年生）] 
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図表４－３－２１ 希望終了時間（単数回答） 

  [低学年（１～３年生）]             [高学年（４～６年生）] 

32.3 

48.4 
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=31人
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=68人

 

 

④夏休み等 

夏休み等の学童クラブの利用意向をみると、低学年（１～３年生）では、「利用したい」

が 47.9％となっている。高学年（４～６年生）では、「利用したい」が 24.4％となっている。 

 

図表４－３－２２ 夏休み等の学童クラブの利用意向（単数回答） 

  [低学年（１～３年生）]             [高学年（４～６年生）] 

利用したい

47.9%

利用する

必要はない

40.0%

無回答

12.1%

回答者数

=804人

利用したい

24.4%

利用する必要はない

55.3%

無回答

20.3%

回答者数

=2,473人
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希望開始時間は、低学年（１～３年生）では、「８時台から」が 51.4％、高学年（４～６

年生）では、「８時台から」が 44.9％と最も多くなっている。 

希望終了時間は、低学年（１～３年生）では、「17時まで」が 41.8％、高学年（４～６年

生）では、「17時まで」が 53.1％と最も多くなっている。 

 

図表４－３－２３ 希望開始時間（単数回答） 

  [低学年（１～３年生）]             [高学年（４～６年生）] 
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図表４－３－２４ 希望終了時間（単数回答） 

  [低学年（１～３年生）]             [高学年（４～６年生）] 
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低学年（１～３年生）時の利用意向を子どもの学年別にみると、「利用したい」は小学１、

２年生では、５割以上となっているが、「小学３年生」では３割半ばとなっている。 

就労形態からみた家庭類型別にみると、「利用したい」は「フルタイム共働き」で最も多く 72.8％、

次いで「ひとり親」が 66.7％、「フルタイム・パート共働き」が 45.3％となっている。 

高学年（４～６年生）時の利用意向を子どもの学年別にみると、「利用したい」は小学１

～３年生で３割以上となっているが、小学４、５年生で２割台、「小学６年生」では約１割

となっている。 

就労形態からみた家庭類型別にみると、「利用したい」は「フルタイム共働き」で最も多く 37.7％、

次いで「ひとり親」が 31.6％、「フルタイム・パート共働き」が 23.0％となっている。 

 

図表４－３－２５ 夏休み等の学童クラブの利用意向 

回
答
者
数

（
人

）

利
用
し
た
い

利
用
す
る
必
要
は
な
い

無
回
答

回
答
者
数

（
人

）

利
用
し
た
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利
用
す
る
必
要
は
な
い

無
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答

804 47.9 40.0 12.1 2,473 24.4 55.3 20.3

小学１年生 201 58.7 34.3 7.0 201 32.8 27.4 39.8

小学２年生 257 54.5 37.7 7.8 257 34.6 29.6 35.8

小学３年生 346 36.7 45.1 18.2 346 30.9 26.6 42.5

小学４年生 486 29.8 61.3 8.8

小学５年生 570 22.1 67.5 10.4

小学６年生 551 10.7 77.5 11.8

ひとり親 42 66.7 23.8 9.5 133 31.6 45.9 22.6

フルタイム共働き 261 72.8 16.9 10.3 726 37.7 44.9 17.4

フルタイム・パート共働き 203 45.3 42.9 11.8 718 23.0 59.9 17.1

専業主婦（夫） 215 17.2 68.8 14.0 552 9.2 65.4 25.4

パートタイム共働き 2 0.0 0.0 100.0 9 11.1 55.6 33.3

夫婦とも無業 2 0.0 100.0 0.0 7 14.3 57.1 28.6
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（４）キッズ・プラザの利用状況 

問 11 あて名のお子さんのキッズ・プラザの現在の利用状況をお答えください。１つに○

をし、利用している場合は、利用日数を記入してください。 

キッズ・プラザの利用状況をみると、「利用していない」が 78.2％、「利用している」が

16.7％となっている。月あたりの利用日数は、「月 12回以上」が 26.1％と最も多く、次いで

「月１回以下」が 21.3％、「月２～３回」が 20.0％となっており、平均 7.2回となっている。 

 

図表４－３－２６ キッズ・プラザの利用状況（単数回答） 

利用している

16.7%

利用していない

78.2%

無回答

5.1%

回答者数

=2,473人

 

 

図表４－３－２７ キッズ・プラザの月あたりの利用日数（単数回答） 
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子どもの学年別にみると、「利用している」は、小学校低学年で２割半ばから３割程度と

なっているが、小学校高学年では１割半ばを下回っている。 

居住地域別にみると、「利用している」は「中部すこやか福祉センター」が 28.5％で最も

多く、次いで「北部すこやか福祉センター」が14.6％、「南部すこやか福祉センター」が12.6％、

「鷺宮すこやか福祉センター」が 9.0％となっている。 

 

図表４－３－２８ キッズ・プラザの利用状況 

回
答
者
数

（
人

）

利
用
し
て
い
る

利
用
し
て
い
な
い

無
回
答

2,473 16.7 78.2 5.1

小学１年生 201 29.4 63.2 7.5

小学２年生 257 29.6 66.9 3.5

小学３年生 346 27.5 66.8 5.8

小学４年生 486 13.0 82.5 4.5

小学５年生 570 12.6 82.8 4.6

小学６年生 551 6.7 88.0 5.3

南部すこやか福祉センター 524 12.6 80.9 6.5

中部すこやか福祉センター 705 28.5 68.5 3.0

北部すこやか福祉センター 638 14.6 79.2 6.3

鷺宮すこやか福祉センター 581 9.0 86.7 4.3
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（５）キッズ・プラザ利用の利点 

問 11-1 「１」（利用している）に○をした方に伺います。キッズ・プラザを利用して、

お子さんにとって良かったことはありますか。（あてはまる番号すべてに○） 

キッズ・プラザを利用して良かったことは、「遊びの幅が広がった・興味が広がった」が

54.1％と最も多く、次いで「学年を超えた友人が出来た」が 46.6％、「体を動かすようにな

った」が 20.3％となっている。 

 

図表４－３－２９ キッズ・プラザを利用して良かったこと（複数回答） 

46.6 

54.1 

6.8 

20.3 
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16.7 

6.8 
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2.4 
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体を動かすようになった
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その他
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無回答

回答者数=414人
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（６）キッズ・プラザを利用していない理由 

問 11-2 「２」（利用していない）に○をした方に伺います。キッズ・プラザを利用して

いない理由は何ですか。（あてはまる番号すべてに○） 

キッズ・プラザを「利用していない」と回答した人にその理由をたずねたところ、「通っ

ている学校にない」が 44.5％と最も多く、次いで「利用する時間がない」が 24.3％、「友達

が行かない」が 20.4％となっている。 

 

図表４－３－３０ キッズ・プラザを利用していない理由（複数回答） 
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その他
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回答者数=1,933人
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（７）キッズ・プラザの利用意向 

問 12 あて名のお子さんについて、現在の利用状況にかかわらず、今後、キッズ・プラザ

の利用を希望しますか。１つに○をし、希望する場合は、利用したい日数を記入し

てください。 

キッズ・プラザの利用意向をみると、「自校であれば利用したい」が 33.0％、「利用した

い」が 22.8％となっている。 

「利用したい」では、「月 12回以上」が 31.3％と最も多く、平均は 9.1回となっている。

「自校であれば利用したい」では、「月 12回以上」が 33.1％と最も多く、平均は 9.9回と

なっている。 

 

図表４－３－３１ キッズ・プラザの利用意向（単数回答） 
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=2,473人

 

 

図表４－３－３２ キッズ・プラザの月あたり利用希望日数（単数回答） 

            [利用したい]                  [自校であれば利用したい] 

9.4 

12.4 

24.9 

14.2 

31.3 

7.8 

0% 10% 20% 30% 40%

月１回以下

月２～３回

月４～７回

月８～11回

月12回以上

無回答

回答者数=563人

平均＝9.1回

3.2 

6.5 

20.1 

25.9 

33.1 

11.3 

0% 10% 20% 30% 40%

月１回以下

月２～３回

月４～７回

月８～11回

月12回以上

無回答

回答者数=816人

平均＝9.9回
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子どもの学年別にみると、「利用したい」は「小学１年生」が 38.8％で最も多くなってい

るが、学年が上がるにつれて減少していき、「小学６年生」で 11.4％となっている。また、

「自校であれば利用したい」は小学校低学年では４割前後、小学校高学年では２割半ばから

３割半ば程度となっている。 

居住地域別にみると、「利用したい」は「中部すこやか福祉センター」が 32.2％で最も多

く、次いで「北部すこやか福祉センター」が 21.3％、「南部すこやか福祉センター」が 20.8％、

「鷺宮すこやか福祉センター」が 15.1％となっている。また、「自校であれば利用したい」

は「鷺宮すこやか福祉センター」が 38.7％で最も多く、次いで「北部すこやか福祉センター」

が 36.4％、「南部すこやか福祉センター」が 32.3％、「中部すこやか福祉センター」が 26.0％

となっている。 

 

図表４－３－３３ キッズ・プラザの利用意向 

回
答
者
数

（
人

）

利
用
し
た
い

自
校
で
あ
れ
ば
利
用
し
た
い

利
用
し
た
い
と
思
わ
な
い

無
回
答

2,473 22.8 33.0 38.5 5.8

小学１年生 201 38.8 38.8 15.4 7.0

小学２年生 257 36.6 42.0 16.3 5.1

小学３年生 346 34.7 37.3 22.5 5.5

小学４年生 486 21.0 35.2 39.9 3.9

小学５年生 570 15.8 31.6 46.5 6.1

小学６年生 551 11.4 24.9 57.5 6.2

南部すこやか福祉センター 524 20.8 32.3 40.6 6.3

中部すこやか福祉センター 705 32.2 26.0 37.9 4.0

北部すこやか福祉センター 638 21.3 36.4 35.6 6.7

鷺宮すこやか福祉センター 581 15.1 38.7 40.8 5.3

居
住
地
域
別

子
ど
も
の
学
年
別

  

全体

単位（％）
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（８）児童館の利用状況 

問 13 あて名のお子さんの児童館の現在の利用状況をお答えください。１つに○をし、利

用している場合は、利用日数を記入してください。 

児童館の利用状況をみると、「利用している」が 28.7％となっている。 

月あたりの利用日数は、「月４～７回」が 25.5％と最も多く、平均 6.7回となっている。 

 

図表４－３－３４ 児童館の利用状況（単数回答） 

利用している

28.7%

利用していない

68.5%

無回答

2.8%

回答者数

=2,473人

 

 

図表４－３－３５ 児童館の月あたりの利用日数（単数回答） 

16.8 

21.3 

25.5 

12.0 

20.2 

4.2 

0% 10% 20% 30%

月１回以下

月２～３回

月４～７回

月８～11回

月12回以上

無回答

回答者数=709人

平均＝6.7回
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子どもの学年別にみると、「利用している」は「小学３年生」で最も多く 34.1％、次いで

「小学１年生」で 33.8％、「小学４年生」で 29.4％となっている。 

居住地域別にみると、「利用している」は「南部すこやか福祉センター」で最も多く 35.1％、

次いで「鷺宮すこやか福祉センター」で 34.6％、「北部すこやか福祉センター」で 27.6％、

「中部すこやか福祉センター」で 19.9％となっている。 

 

図表４－３－３６ 児童館の利用状況 

回
答
者
数

（
人

）

利
用
し
て
い
る

利
用
し
て
い
な
い

無
回
答

2,473 28.7 68.5 2.8

小学１年生 201 33.8 64.2 2.0

小学２年生 257 29.2 66.5 4.3

小学３年生 346 34.1 63.3 2.6

小学４年生 486 29.4 67.9 2.7

小学５年生 570 27.5 70.0 2.5

小学６年生 551 23.0 74.4 2.5

南部すこやか福祉センター 524 35.1 61.3 3.6

中部すこやか福祉センター 705 19.9 78.2 2.0

北部すこやか福祉センター 638 27.6 69.4 3.0

鷺宮すこやか福祉センター 581 34.6 63.3 2.1

全体

  

子
ど
も
の
学
年
別

居
住
地
域
別

単位（％）
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（９）児童館利用の利点 

問 13-1 「１」（利用している）に○をした方に伺います。児童館を利用して、お子さん

にとってよかったことはありますか。（あてはまる番号すべてに○） 

児童館を利用して、よかったことは、「遊びの幅が広がった・興味が広がった」が 55.9％

と最も多く、次いで「学年を超えた友人が出来た」が 48.9％、「体を動かすようになった」

が 33.6％となっている。 

 

図表４－３－３７ 児童館を利用して、よかったこと（複数回答） 

48.9 

55.9 

20.3 

33.6 

4.4 

12.1 

5.4 

7.9 

2.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

学年を超えた友人が出来た

遊びの幅が広がった・興味が広がった

地域の活動に参加するようになった

体を動かすようになった

生活リズムが出来た

その他

わからない

特にない

無回答

回答者数=709人
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（１０）児童館を利用していない理由 

問 13-2 問 13で「２」（利用していない）に○をつけた方に伺います。児童館を利用し

ていない理由は何ですか。（あてはまる番号すべてに○） 

児童館を「利用していない」と回答した人にその理由をたずねたところ、「利用する時間

がない」が 41.4％と最も多く、次いで「友達が行かない」が 33.3％、「行ってもおもしろく

ない」が 19.1％となっている。 

 

図表４－３－３８ 児童館を利用していない理由（複数回答） 

41.4 

8.3 

19.1 

33.3 

25.8 

2.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

利用する時間がない

どこにあるか知らない

行ってもおもしろくない

友達が行かない

その他

無回答

回答者数=1,695人
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（１１）児童館の利用意向 

問 14 あて名のお子さんについて、現在の利用状況にかかわらず、今後、児童館の利用を

希望しますか。１つに○をし、希望する場合は、利用したい日数を記入してください。 

児童館の利用意向をみると、「利用したい」が 46.0％となっている。 

月あたりの利用希望日数は、「月４～７回」が 30.4％と最も多く、次いで「月 12回以上」

が 20.7％、「月８～11回」が 17.3％となっており、平均は 7.4回となっている。 

 

図表４－３－３９ 児童館の利用意向（単数回答） 

利用したい

46.0%
利用したいと

思わない

48.7%

無回答

5.3%

回答者数

=2,473人

 

 

図表４－３－４０ 児童館の月あたりの利用希望日数（単数回答） 

9.3 

14.8 

30.4 

17.3 

20.7 

7.5 

0% 10% 20% 30% 40%

月１回以下

月２～３回

月４～７回

月８～11回

月12回以上

無回答

回答者数=1,137人

平均＝7.4回
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子どもの学年別にみると、「利用したい」は「小学１年生」では 60.7％となっているが、

学年が上がるにつれて徐々に減少していき、「小学６年生」では 36.3％となっている。 

居住地域別にみると、「利用したい」は「南部すこやか福祉センター」で最も多く 52.9％、

次いで「鷺宮すこやか福祉センター」で 47.7％、「北部すこやか福祉センター」で 43.1％、

「中部すこやか福祉センター」で 42.1％となっている。 

 

図表４－３－４１ 児童館の利用意向 

回
答
者
数

（
人

）

利
用
し
た
い

利
用
し
た
い
と
思
わ
な
い

無
回
答

2,473 46.0 48.7 5.3

小学１年生 201 60.7 35.3 4.0

小学２年生 257 51.0 42.8 6.2

小学３年生 346 50.3 45.1 4.6

小学４年生 486 49.0 47.3 3.7

小学５年生 570 42.6 51.6 5.8

小学６年生 551 36.3 57.5 6.2

南部すこやか福祉センター 524 52.9 41.4 5.7

中部すこやか福祉センター 705 42.1 52.1 5.8

北部すこやか福祉センター 638 43.1 52.2 4.7

鷺宮すこやか福祉センター 581 47.7 48.2 4.1

子
ど
も
の
学
年
別

居
住
地
域
別

  

全体

単位（％）
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４．子育て支援事業の利用状況について 

（１）病児・病後児保育事業の利用意向 

問 15 あて名のお子さんが病気やけがで学校を休まなければならない時に、預けることが

できる事業があったら利用したいと思いますか。（○は１つ） 

病児・病後児保育事業の利用意向をみると、「利用したい」が 50.7％、「利用したいと思

わない」が 47.1％となっている。 

 

図表４－４－１ 病児・病後児保育事業の利用意向（単数回答） 

利用したい

50.7%

利用したいと

思わない

47.1%

無回答

2.2%

回答者数

=2,473人
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子どもの学年別にみると、「利用したい」は小学校低学年で６割台、小学校中学年で５割

台、小学校高学年で４割台となっている。 

就労形態からみた家庭類型別にみると、「利用したい」は「ひとり親」「フルタイム共働

き」および「パートタイム共働き」では６割台となっている。 

 

図表４－４－２ 病児・病後児保育事業の利用意向 

回
答
者
数

（
人

）

利
用
し
た
い

利
用
し
た
い
と
思
わ
な
い

無
回
答

2,473 50.7 47.1 2.2

小学１年生 201 64.2 33.3 2.5

小学２年生 257 61.1 38.1 0.8

小学３年生 346 53.2 45.1 1.7

小学４年生 486 51.2 47.1 1.6

小学５年生 570 46.0 50.5 3.5

小学６年生 551 42.8 55.2 2.0

ひとり親 133 63.9 33.8 2.3

フルタイム共働き 726 61.6 36.1 2.3

フルタイム・パート共働き 718 49.2 48.6 2.2

専業主婦（夫） 552 36.8 62.0 1.3

パートタイム共働き 9 66.7 33.3 0.0

夫婦とも無業 7 42.9 57.1 0.0

子
ど
も
の
学
年
別

就
労
形
態
か
ら
み
た

家
庭
類
型
別

  

全体

単位（％）
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（２）一時預かり事業の利用状況 

問 16 あて名のお子さんについて、私用、冠婚葬祭、不定期の就労等の目的で不定期に利

用している事業はありますか。あてはまる番号すべてに○をし、1年間の利用日数

（おおよそ）を記入してください。 

一時預かり事業の利用状況は、「利用していない」が 94.2％であり、『利用している』が

4.4％となっている。『利用している』を具体的にみると「ファミリー・サポート事業」が

2.8％と最も多く、次いで「民間学童クラブの一時保育」が 0.8％、「トワイライトステイ」

が 0.2％となっている。利用日数（年間）の平均をみると、「民間学童クラブの一時保育」

が 59.0日、「ファミリー・サポート事業」が 13.4日、「トワイライトステイ」が 16.6日と

なっている。 

 

図表４－４－３ 一時預かり事業の利用状況（複数回答） 

0.8 

2.8 

0.2 

1.1 

94.2 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

民間学童クラブの一時保育

ファミリー・サポート事業

トワイライトステイ

その他

利用していない

無回答

※『利用している』

＝4.4％

回答者数=2,473人

 

※『利用している』＝100％－「利用していない」－「無回答」 

 

図表４－４－４ 一時預かり事業の利用日数（年間） 

回答
者数
（人）

１～４日 ５～９日 10～19日20～29日
30日
以上

無回答
平均
日数
（日）

民間学童クラブの一時保育 19 21.1 0.0 21.1 15.8 31.6 10.5 59.0

ファミリー・サポート事業 70 30.0 12.9 10.0 10.0 11.4 25.7 13.4

トワイライトステイ 6 33.3 0.0 33.3 0.0 16.7 16.7 16.6

その他 27 25.9 14.8 7.4 0.0 25.9 25.9 49.3

単位（％）
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子どもの学年別にみると、『利用している』は、「小学２年生」の 7.8％が最も多く、次い

で「小学３年生」の 6.6％、「小学１年生」の 6.5％となっている。小学校高学年では、5.0％

未満となっている。 

就労形態からみた家庭類型別にみると、『利用している』は「ひとり親」の 7.5％が最も

多く、次いで「フルタイム共働き」の 6.9％、「専業主婦（夫）」の 4.0％となっている。 

 

図表４－４－５ 一時預かり事業の利用状況 

回
答
者
数

（
人

）

民
間
学
童
ク
ラ
ブ
の
一
時
保
育

フ

ァ
ミ
リ
ー

・
サ
ポ
ー

ト
事
業

ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ

そ
の
他

利
用
し
て
い
な
い

無
回
答

『
利
用
し
て
い
る

』

2,473 0.8 2.8 0.2 1.1 94.2 1.4 4.4

小学１年生 201 1.5 4.5 0.5 2.0 91.5 2.0 6.5

小学２年生 257 1.2 4.3 0.4 1.9 92.2 0.0 7.8

小学３年生 346 2.3 3.5 0.3 0.6 92.8 0.6 6.6

小学４年生 486 0.2 2.1 0.0 1.4 95.3 1.0 3.7

小学５年生 570 0.4 2.8 0.4 1.1 94.2 2.3 3.5

小学６年生 551 0.2 1.6 0.0 0.5 96.2 1.6 2.2

ひとり親 133 0.0 4.5 0.8 2.3 91.7 0.8 7.5

フルタイム共働き 726 1.4 4.8 0.6 1.2 91.6 1.5 6.9

フルタイム・パート共働き 718 0.4 1.1 0.0 0.8 96.5 1.1 2.4

専業主婦（夫） 552 0.5 2.4 0.0 1.3 95.1 0.9 4.0

パートタイム共働き 9 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

夫婦とも無業 7 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

 

全体

就
労
形
態
か
ら
み
た

家
庭
類
型
別

子
ど
も
の
学
年
別

単位（％）
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（３）一時預かり事業を利用していない理由 

問 16-1 「５」（利用していない）に○をした方に伺います。利用していない理由は何で

すか。（あてはまる番号すべてに○） 

一時預かり事業を「利用していない」と回答した人にその理由をたずねたところ、「特に

利用する必要がない」が 67.6％と最も多く、次いで「利用手続きが煩雑である」が 18.9％、

「事業について知らなかった」が 15.2％となっている。 

 

図表４－４－６ 一時預かり事業を利用していない理由（複数回答） 

67.6 

10.0 

4.8 

13.6 

18.9 

15.2 

9.0 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80%

特に利用する必要がない

サービスの内容や質に不安がある

事業の利便性（立地や利用可能時

間・日数など）がよくない

利用料がかかる

利用手続きが煩雑である

事業について知らなかった

その他

無回答

回答者数=2,329人
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（４）一時預かり事業の利用意向 

問 17 どのような時に、お子さんを一時的に預かる事業（問 16の１～３の事業（図表４－

４－４に記載の事業））を利用したいと思いますか。 

一時預かり事業の利用意向をみると、「保護者の入院や病気」が 47.6％と最も多く、次い

で「冠婚葬祭、学校行事、家族の通院等」が 19.7％、「不定期の就労」が 15.1％となってい

る。一方で「特に利用する必要がない」も 36.5％となっている。 

 

図表４－４－７ 一時預かり事業の利用目的（複数回答） 

9.0 

19.7 

15.1 

47.6 

5.3 

36.5 

3.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

私用（買物、習い事等）、リフレッシュ目的

冠婚葬祭、学校行事、家族の通院等

不定期の就労

保護者の入院や病気

その他

特に利用する必要がない

無回答

回答者数=2,473人

 

 

（５）利用したい一時預かり事業と必要日数 

問 17-1 利用したいと考える事業と必要な日数を記入してください。（第３希望まで） 

利用希望日数（年間）の平均をみると、「民間学童クラブの一時保育」では 21.5日、「フ

ァミリー・サポート事業」では 12.1日、「トワイライトステイ」では 7.5 日となっている。 

 

図表４－４－８ 一時預かり事業の利用希望日数（年間） 

回答
者数
（人）

１～４日 ５～９日
10～19
日

20～29
日

30日
以上

無回答
平均
日数
（日）

民間学童クラブの一時保育 1,507 7.0 4.6 6.2 1.6 3.8 76.6 21.5

ファミリー・サポート事業 1,507 8.7 4.8 4.3 1.1 1.7 79.4 12.1

トワイライトステイ 1,507 7.2 2.9 2.6 0.3 0.5 86.7 7.5

その他 1,507 0.7 0.8 0.8 0.3 0.9 96.5 33.0

単位（％）
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利用したいと考える事業の希望順位は、第一希望では「民間学童クラブの一時保育」が

27.7％、「ファミリー・サポート事業」が 13.2％、「トワイライトステイ」が 4.6％となっ

ている。 

第二希望では「ファミリー・サポート事業」が 15.5％、「トワイライトステイ」が 5.3％、

「民間学童クラブの一時保育」が 5.2％となっている。 

第三希望では「トワイライトステイ」が 11.9％、「ファミリー・サポート事業」が 2.9％、

「民間学童クラブの一時保育」が 2.7％となっている。 

 

図表４－４－９ 一時預かり事業の利用希望順位 

第一希望 

民間学童クラブ

の一時保育

27.7%

ファミリー・

サポート事業

13.2%

トワイライトステイ

4.6%

無回答

54.5%

回答者数

=1,507人

 

第二希望                     第三希望 

民間学童クラブ

の一時保育

5.2%

ファミリー・

サポート事業

15.5%

トワイライトステイ

5.3%
無回答

74.0%

回答者数

=1,507人

 

民間学童クラブ

の一時保育

2.7%
ファミリー・

サポート事業

2.9%

トワイライト

ステイ

11.9%

無回答

82.5%

回答者数

=1,507人
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一時預かり事業の利用目的を子どもの学年別にみると、小学１年生から５年生までは、「保

護者の入院や病気」が４割半ばから５割半ばで最も多くなっているが、小学６年生になると

「特に利用する必要がない」が 46.8％で最も多くなっている。 

就労形態からみた家庭類型別にみると、いずれにおいても「保護者の入院や病気」が最も

多くなっている。 

 

図表４－４－１０ 一時預かり事業の利用目的 

回
答
者
数

（
人

）

私
用

（
買
物

、
習
い
事
等

）
、

リ
フ
レ

ッ
シ

ュ
目
的

冠
婚
葬
祭

、
学
校
行
事

、

家
族
の
通
院
等

不
定
期
の
就
労

保
護
者
の
入
院
や
病
気

そ
の
他

特
に
利
用
す
る
必
要
が
な
い

無
回
答

2,473 9.0 19.7 15.1 47.6 5.3 36.5 3.4

小学１年生 201 18.4 28.9 23.4 55.2 5.0 21.9 2.5

小学２年生 257 14.4 29.6 18.3 55.6 7.0 26.1 2.7

小学３年生 346 9.5 20.2 16.8 48.6 6.1 34.7 3.8

小学４年生 486 7.4 18.3 15.0 48.4 5.8 35.4 3.1

小学５年生 570 6.0 16.1 13.9 47.2 4.2 39.5 4.2

小学６年生 551 5.8 15.6 10.3 40.1 4.4 46.8 2.9

ひとり親 133 14.3 24.1 25.6 57.1 7.5 24.8 2.3

フルタイム共働き 726 9.6 17.6 15.8 45.5 9.4 33.1 3.4

フルタイム・パート共働き 718 7.0 19.9 15.7 47.6 3.3 38.9 3.9

専業主婦（夫） 552 9.8 22.5 10.5 49.3 2.5 39.1 2.4

パートタイム共働き 9 0.0 11.1 33.3 44.4 0.0 33.3 0.0

夫婦とも無業 7 0.0 42.9 0.0 57.1 0.0 42.9 0.0

子
ど
も
の
学
年
別

就
労
形
態
か
ら
み
た

家
庭
類
型
別

  

全体

単位（％）
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（６）泊りがけで子どもを家族以外に預けた経験 

問 18 この１年間に、保護者の用事（出張、保護者・家族の病気など）により、あて名の

お子さんを泊りがけで家族以外に預けなければならないことはありましたか。  

（○は１つ） 

泊まりがけで子どもを家族以外に預けた経験は、「なかった」が 83.4％、「あった（預け

先がみつからなかった場合も含む）」が 13.7％となっている。 

 

図表４－４－１１ 泊りがけで子どもを家族以外に預けた経験（単数回答） 

あった（預け先がみ

つからなかった場

合も含む）

13.7%

なかった

83.4%

無回答

2.9%

回答者数

=2,473人
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（７）泊りがけで子どもを家族以外に預けた際の対処方法 

問 18-1 「１」（あった）に○をした方に伺います。この 1年間に行った対処方法すべて

に○をし、日数（おおよそ）を記入してください。 

泊まりがけで子どもを家族以外に預けた際の対処方法は、「親族・知人にみてもらった」

が 80.5％と最も多く、次いで「子どもを同行させた」が 19.5％、「ショートステイを利用し

た」が 1.8％となっている。 

対処方法別の日数（年間）の平均は、「ショートステイを利用した」が 10.7 日、「親族・

知人にみてもらった」が 7.6日、「子どもを同行させた」が 5.3日となっている。 

 

図表４－４－１２ 泊りがけで子どもを家族以外に預けた際の対処方法（複数回答） 

1.8 

1.5 

80.5 

19.5 

8.3 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ショートステイを利用した

その他の事業（民間の

サービス等）を利用した

親族・知人にみてもらった

子どもを同行させた

その他

無回答

回答者数=339人

 

 

図表４－４－１３ 対処方法別の日数（年間） 

回答
者数
（人）

１～２日 ３～４日 ５～９日
10～19
日

20日
以上

無回答
平均
日数
（日）

ショートステイを利用した 6 16.7 33.3 16.7 0.0 33.3 0.0 10.7

その他の事業を利用した 5 20.0 40.0 0.0 0.0 0.0 40.0 2.7

親族・知人にみてもらった 273 34.4 15.4 17.9 11.4 11.0 9.9 7.6

子どもを同行させた 66 27.3 19.7 18.2 10.6 3.0 21.2 5.3

その他 28 25.0 10.7 21.4 21.4 3.6 17.9 6.2

単位（％）
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５．子育て支援全般について 

（１）子育てや教育に関して気軽に相談できる人や場所 

問 19 あて名のお子さんの子育てや教育に関して、気軽に相談できる人や場所はあります

か。（あてはまる番号すべてに○）                       

また、どのようなことを相談しましたか。下の「相談した内容」から番号を選択し、

⇒以降の（   ）内に番号を記入してください。 

子育てや教育に関して気軽に相談できる人や場所は、「あなたの配偶者、パートナー」が 81.2％

と最も多く、次いで「友人・知人」が 67.9％、「その他の親族」が 62.5％となっている。 
 

図表４－５－１ 子育てや教育に関して気軽に相談できる人や場所（複数回答） 

81.2 

62.5 

67.9 

4.1 

4.1 

6.9 

5.2 

0.6 

0.7 

20.7 

2.1 

0.3 

0.4 

0.6 

1.7 

0.3 

0.1 

0.2 

7.0 

3.4 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あなたの配偶者、パートナー

その他の親族

友人・知人

幼稚園の先生

保育園の職員（保育士、看護師など）

児童館等の職員（学童クラブ、

キッズ・プラザ、ふれあいの家含む）

すこやか福祉センター

保健所

子ども家庭支援センター

かかりつけ医

教育相談室

民生・児童委員、次世代育成委員

地域の子育て支援団体

民間の子育て相談

（電話、インターネットなど）

療育センターアポロ園、ゆめなりあ

その他の区役所窓口

母子生活支援施設の子育て電話相談

社会福祉協議会の相談窓口

（ほほえみサービス、地域担当職員など）

その他

気軽に相談できる人（場所）はない

無回答

回答者数=2,473人
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相談相手ごとの相談内容をみると、「あなたの配偶者、パートナー」「友人・知人」に対

しては、「子どもの勉強や成績」が最も多く、それぞれ 68.3％、43.4％となっている。「そ

の他の親族」に対しては、「子どもの健康や病気」が最も多く、47.5％となっている。 

 

図表４－５－２ 相談相手ごとの相談内容（複数回答） 

回答
者数
（人）

子どもの
健康や
病気

子どもの
発達

子どもの
しつけ

子育て仲
間がいな
いこと

子育てが
精神的に
負担に
なってい
ること

子どもと
の時間が
十分にと
れない
こと

仕事や自
分のこと
が十分に
できない
こと

子どもの
勉強や
成績

あなたの配偶者、パートナー 2,008 55.3 36.7 58.2 1.9 7.4 6.6 11.5 68.3

その他の親族 1,546 47.5 32.1 44.8 1.0 5.0 5.0 7.2 39.6

友人・知人 1,680 33.4 27.4 40.1 0.7 4.9 4.3 7.8 43.4

幼稚園の先生 101 24.8 46.5 37.6 0.0 2.0 0.0 0.0 14.9

保育園の職員 101 36.6 46.5 45.5 2.0 3.0 7.9 4.0 9.9

児童館等の職員 171 17.5 38.0 28.1 0.6 2.9 5.3 2.3 11.7

すこやか福祉センター 128 18.0 72.7 8.6 0.0 5.5 0.8 1.6 7.8

保健所 14 35.7 57.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

子ども家庭支援センター 18 16.7 50.0 11.1 5.6 22.2 5.6 11.1 11.1

かかりつけ医 512 75.0 30.7 5.3 0.2 2.0 0.4 1.0 3.5

教育相談室 51 19.6 49.0 25.5 5.9 9.8 7.8 3.9 23.5

民生・児童委員、次世代育成委員 7 42.9 85.7 71.4 0.0 0.0 0.0 0.0 28.6

地域の子育て支援団体 10 10.0 50.0 40.0 0.0 0.0 0.0 0.0 30.0

民間の子育て相談 16 43.8 50.0 31.3 12.5 18.8 12.5 18.8 25.0

療育センターアポロ園、ゆめなりあ 43 16.3 81.4 16.3 0.0 0.0 0.0 0.0 11.6

その他の区役所窓口 8 37.5 25.0 12.5 12.5 12.5 12.5 12.5 25.0

母子生活支援施設の子育て電話相談 2 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0

社会福祉協議会の相談窓口 6 16.7 33.3 16.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

単位（％）

 

回答
者数
（人）

子どもへ
の接し方
がわから
ないこと

子育てに
自信が持
てないこと

子育てで
配偶者と
意見があ
わない
こと

保護者同
士の人間
関係

子ども同
士の人間
関係

自分や家
族の健康
状態

子育ての
経済的
負担

その他 無回答

あなたの配偶者、パートナー 2,008 6.8 5.5 4.8 19.4 35.5 23.6 21.2 5.5 14.0

その他の親族 1,546 4.3 4.3 13.3 12.2 20.2 21.2 12.6 4.1 17.8

友人・知人 1,680 5.5 4.8 13.1 20.9 38.6 10.7 7.6 5.1 20.6

幼稚園の先生 101 8.9 5.9 2.0 5.0 31.7 3.0 0.0 2.0 18.8

保育園の職員 101 8.9 7.9 5.0 1.0 29.7 3.0 1.0 3.0 25.7

児童館等の職員 171 2.3 2.3 1.8 4.7 40.9 1.8 0.6 5.3 22.2

すこやか福祉センター 128 3.9 1.6 1.6 2.3 8.6 3.1 1.6 3.1 17.2

保健所 14 7.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 7.1 21.4

子ども家庭支援センター 18 22.2 5.6 11.1 11.1 16.7 22.2 5.6 0.0 44.4

かかりつけ医 512 2.3 1.0 1.6 1.6 3.5 9.6 0.8 1.2 16.2

教育相談室 51 19.6 7.8 7.8 5.9 21.6 5.9 3.9 7.8 17.6

民生・児童委員、次世代育成委員 7 28.6 14.3 14.3 42.9 42.9 0.0 0.0 14.3 14.3

地域の子育て支援団体 10 0.0 0.0 0.0 10.0 20.0 0.0 0.0 10.0 40.0

民間の子育て相談 16 25.0 12.5 25.0 18.8 31.3 6.3 12.5 12.5 6.3

療育センターアポロ園、ゆめなりあ 43 9.3 2.3 2.3 0.0 4.7 2.3 0.0 0.0 18.6

その他の区役所窓口 8 25.0 12.5 12.5 0.0 0.0 0.0 0.0 12.5 25.0

母子生活支援施設の子育て電話相談 2 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 100.0 0.0

社会福祉協議会の相談窓口 6 16.7 0.0 0.0 16.7 0.0 0.0 16.7 0.0 50.0  
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（２）情報の入手方法 

問 20 区の相談窓口・サービス等に関する情報は、どのような方法で入手していますか。

（あてはまる番号すべてに○） 

情報の入手方法をみると、「中野区報」が 53.2％と最も多く、次いで「中野区ホームペー

ジ」が 48.5％、「通っている小学校等」が 33.7％となっている。 

 

図表４－５－３ 情報の入手方法（複数回答） 

48.5 

53.2 

2.3 

0.6 

5.0 

3.4 

33.7 

30.3 

3.0 

4.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

中野区ホームページ

中野区報

ツイッタ―などのＳＮＳ

子育て応援メールマガジン

子育て支援ハンドブック『おひるね』

中野区の各種相談窓口

通っている小学校等

保護者同士の口コミ

その他

無回答

回答者数=2,473人
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（３）地域活動への参加状況と参加意向 

問 21 地域の一員として、どのような内容の地域の子どもの育成活動に参加していますか。

また、それらの活動について、今後どのように活動していきたいですか。活動ごとに、

A・Bそれぞれ１つに○をしてください。 

地域の子どもの育成活動への参加状況をみると、いずれの活動においても「参加していな

い」が最も多くなっている。「親子で参加している」では、「その他の町内会・自治会活動」

が最も多く 27.2％、次いで「子ども会、子どもと共に進む会」が 26.0％、「スポーツ関係の

活動」が 16.3％になっている。 

 

図表４－５－４ 地域の子どもの育成活動への参加状況（各単数回答） 

26.0

27.2

7.0

16.3

4.6

3.5

0.9

2.6

11.7

5.5

1.9

1.9

0.8

0.6

62.7

54.3

77.0

72.0

81.6

83.3

30.7

8.6

6.8

10.6

9.8

11.9

12.4

67.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

子ども会、

子どもと共に進む会

その他の町内会・

自治会活動

ボランティア活動

スポーツ関係の活動

趣味の活動

学習・教養サークル

の活動

その他

親子で参加している 親だけで参加している 参加していない 無回答

そ
の
他
地
域
の
子
ど
も
育
成
活
動

回答者数=2,473人
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今後の参加意向をみると、いずれの活動においても「参加は考えていない」が３割半ばか

ら４割半ば程度で最も多くなっている。一方で「機会があれば、参加したい」と回答する人

も３割以上と比較的多くなっている。 

 

図表４－５－５ 地域の子どもの育成活動への今後の参加意向（各単数回答） 

15.1

21.2

6.9

13.1

4.9

3.0

0.9

33.2

32.3

39.2

33.4

37.0

38.1

7.5

0.7

0.8

2.5

1.7

2.9

3.1

0.2

40.6

36.3

40.6

41.1

43.4

43.7

23.9

10.4

9.5

10.9

10.7

11.8

12.1

67.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

子ども会、

子どもと共に進む会

その他の町内会・

自治会活動

ボランティア活動

スポーツ関係の活動

趣味の活動

学習・教養サークル

の活動

その他

続けていきたい 機会があれば、参加したい

子どもが中学生以上になったら参加したい 参加は考えていない

無回答

そ
の
他
地
域
の
子
ど
も
育
成
活
動

回答者数=2,473人
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（４）進めてほしい子育て支援策 

問 22 今後、子育て支援策として、どのようなことを望みますか。           

（あてはまる番号すべてに○） 

子育て支援策として望むことをみると、「犯罪から子どもを守る体制の整備」が 66.6％と

最も多く、次いで「子どもが安心して放課後を過ごせる居場所づくり」が 59.7％、「児童手

当・子どもの医療費・保育料・教育費など子育て費用の助成」が 54.4％となっている。 

 

図表４－５－６ 子育て支援策として望むこと（複数回答） 

9.2 

13.2 

15.0 

54.4 

15.0 

23.6 

22.6 

18.0 

59.7 

13.1 

36.8 

66.6 

24.5 

16.3 

36.4 

27.6 

4.2 

5.9 

0% 20% 40% 60% 80%

妊娠前の相談・支援の充実

妊娠中の相談・支援の充実

出産・乳幼児健診などの

母子保健対策の充実

児童手当・子どもの医療費・保育料・

教育費など子育て費用の助成

幼児期の教育の充実

多様な保育サービスの充実

子育てや子どもの発達などについての

不安や悩みの相談支援体制の充実

子育て中の親や子どもが気軽に集うこと

のできる場所・機会の充実

子どもが安心して放課後を過ごせる

居場所づくり

出産退院後、身の回りの世話をしてくれる

家事や育児への支援体制の拡充

保護者の入院など緊急時における

支援サービスの提供

犯罪から子どもを守る体制の整備

子どもへの虐待防止対策と体制の整備

家事・育児への男女共同参画の

意識づくり

子育てしやすい労働環境づくりに

向けた企業への啓発

子どもの育成活動への支援

その他

無回答

回答者数=2,473人
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（５）区の子育て支援策に関する意見・要望 

問 23 区の子育て支援施策に関するご意見・ご要望がありましたら、自由にご記入ください。 

（1028件について分類・要約して記載） 

 

１）学童クラブについて 78件  

○学童待機児童を減らして欲しい。 

○6年生まで預けられる学童を作って欲しい。 

○学童の延長時間を 20時までに延ばして欲しい。 

○キッズプラザのない小学校は、夏休み期間中、お昼ご飯前後の時間帯だけでも良いので、

学童クラブを全学年で利用できるようにして欲しい。 

 

２）保育・教育・子育て支援サービスについて 192件 

○習い事への送迎ができるようにファミリー・サポートを拡充して欲しい。 

○保護者が病気の時だけでなく、リフレッシュの時にもショートステイで預かって欲しい。 

○小学校の長期休暇中の預け先や子どもが急に熱を出した時等の預け先の充実、さらに職

場の子どもの発熱等急な欠勤を理解してくれる環境が充実するともっと働きやすくなる

と思います。 

○発達障害など支援が必要な子は多く、小学校、中学校、高校と継続的に支援をして欲しい。 

○子どもの発達相談支援を強化と同時に、母親を支える体制も作って欲しい。 

○平日は仕事の都合で相談窓口があっても行けないため、夜間や休日相談ができるとうれ

しい。 

○保育士と子育て支援に関連する人材の給与の増額を希望します。給与がせめて中野区公

務員と同等かそれ以上でなければ、素晴らしい人材も集まりません。人にお金をかける

べきです。 

○区立幼稚園をこども園としてではなく、幼稚園として残して欲しいです。とても良い教

育をしているのにもったいないです。  

  

３）放課後の居場所・遊び場について 335件 

○公園でのボール遊びをさせてほしいです。子どもが安心して、自由にのびのびと思いき

り遊べる場所が少なすぎます。 

○キッズプラザがある学校とない学校があるのは極めて不公平と思います。放課後、子ど

もが安心して過ごせる場所が増えることを希望します。 

○雨の日や猛暑の日でも、体を動かして遊べるような屋内施設があったらいいなと思います。 

○せせらぎ公園など冬場になると芝がどろどろになってしまう公園もあります。子ども達

が安心して伸び伸びと遊べるよう、公園の整備をお願いします。また、木陰が出来るよ

うな木の植樹による公園の緑化、鉄棒など公園遊具の充実もお願いしたい。 

○子どもが放課後に安心して遊べる広い公園が近くにないため、なかなか外で遊ぶことが
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出来ません。 

○世代間交流ができる場所があるといいと思います。 

○高学年も入れるようキッズプラザを増やして欲しい。 

○子どもの長期休み（春夏冬）時に預かってもらえる場所があると助かります。キッズプラザ

がない学校で月数回だけでも帰宅せずにそのまま遊べる機会があるといいと思います。 

○もっと子どもが自由に勉強できる図書館のようなフリースペースが増えてほしい。家に

で一人でいる時間をなくしてあげたいとは思いますが、習いごとを入れるにも限界があ

ります。 

 

４）子育て環境について 107件 

○もっと子どもが安心して、楽しく過ごせるようになって欲しいです。 

○中野区では最近子どもの声掛け事象が多くなっているため、子どもが安心して通学、帰

宅できる地域づくりをお願いしたい。 

○街中の防犯カメラをもっと設置して、子ども一人でも安心して外出が出来るまちづくり

をして欲しい。 

○交通量の多い道路や歩道がとても狭い道も多いため、子どもが安全に生活できる環境づ

くりを進めて欲しいです。 

○働き方が多様化しているので、子育てに関する支援（学童や保育園の時間帯）の選択肢

も多くして欲しい。 

○子ども達が安心して過ごせる公園、保育園に入り易く子どもを産み育てたいと思えるよ

うな中野区にして欲しいです。子どもが増えないと未来は無いです。 

○子どもを連れてベビーカーを使って、公共交通機関で移動する際など、肩身の狭い思い

をすることが多いため、お互いのマナーの向上の為の対策をお願いします。 

○子育てしやすい労働環境づくりを望みます。 

 

５）経済的負担の軽減・助成について 93件 

○医療費無料は助かっています。続けて欲しいです。 

○インフルエンザなど任意の予防接種に助成をして欲しい。 

○学校などでかかるお金の負担軽減を希望します。 

○経済的に教育にかける資金が少ない又は足りない家庭に対しての経済支援を希望します。 

 

６）小学校及び教育環境について 110件 

○学校内に地域開放型図書館を置くという話を聞きました。子どもたちの安全面はどう守

られるのか不安があります。慎重に進めて下さい。 

○特別支援学級の各校への配備を望みます。 

○この数年入学者が増え、中野駅南口再開発でさらに増えると思います。人口予測の見直

しと、先を見越した学校施設整備をお願いします。 

○発達障害だけでなくグレーゾーンの子ども達の教育について、ボーダーレスな学校生活
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が送れるよう中野区全体での施策の検討を希望します。 

○土曜日仕事をしている為、子どもの学校行事など土曜日ではなく日曜日にして欲しい。 

 

７）区の子育て支援策について 91件 

○もっと様々な情報を積極的に発信して欲しいです。中野区のホームページを見れば子育

てに役立つ情報が一通り入手できるくらいにして欲しい。 

○他区に比べて区報の内容が薄いため、子ども向けのイベントなど細かく、掲載すべきです。 

○窓口に行くのが面倒なため、利用しやすいネット窓口があればよいと思います。 

○虐待の未然防止に向け、今以上の体制整備をお願いします。 

○男女共同参画の更なる推進を希望します。父親の意識改革は子どもへの虐待防止にもつ

ながることです。授乳以外のことは、全て父親もするという意識の定着が必要だと考え

ます。 

 

８）その他 22件 

○災害が起こり、避難生活になった時の集団生活に子どもの心理的なこと等をとても不安

に感じます。 

○これからもっと日本がグローバル化して外国人が増えると思います。外国人家庭のため

に、保護者が日本語を話しながら学べる活動があって欲しいです。 
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第５章 資料（調査票） 

１．乳幼児調査 
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２．就学児童調査 
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